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埼経協ニュース３３２号

今
回
で
三
十
六
回
目
を
数
え
る
地
域

社
会
問
題
委
員
会
を
、
三
月
二
日
�
午

後
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
お
い
て
開

催
し
、
約
一
〇
〇
名
が
参
集
し
た
。

地
域
社
会
問
題
委
員
会
は
、
企
業
と

地
域
問
題
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
幅
広

く
検
討
し
、
企
業
の
繁
栄
と
地
域
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
個
人
情

報
保
護
法
」、
昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
、

そ
の
影
響
か
ら
現
在
、
個
人
、
企
業
を

問
わ
ず
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
取
り
上
げ
、
本
会
創
立
六

十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
内
閣

府
か
ら
山
口
泰
明
副
大
臣
、
江
利
川
毅

事
務
次
官
に
も
出
席
い
た
だ
き
開
催
し

た
。委

員
会
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第

一
部
「
講
演
の
部
」
で
は
、
児
玉
雅
俊

委
員
長
（
東
日
本
電
信
電
話
�
取
締
役

埼
玉
支
店
長
）
が
開
会
挨
拶
、
本
会
野

上
武
利
専
務
理
事
が
事
務
局
報
告
を
行

い
、
内
閣
府
国
民
生
活
局
個
人
情
報
保

護
推
進
室
長
の
南
嶋
崇
郎
氏
が
『
個
人

情
報
保
護
法
の
概
要
と
法
律
の
施
行
状

況
等
に
つ
い
て
』
と
い
う
演
題
で
基
調

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０６ 月号

日本経団連 埼玉

本会はおかげさまで今年

創立６０周年を迎えます

の国
さいたま

創立日
昭和２１年６月１５日

記念総会
平成１８年５月２３日

彩

個個
人人
情情
報報
保保
護護
法法
をを
テテ
ーー
ママ
にに

地地
域域
社社
会会
問問
題題
委委
員員
会会
をを
開開
催催

本
会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環

４・５

創立６０周年記念地域社会問題委員会（パレスホテル大宮）

講演の部 企業の対応事例発表
菅谷 進�NTT 東日本‐埼玉取締役フロント営業部長

講演の部 基調講演
南嶋崇郎内閣府国民生活個人情報保護推進室長

委員長挨拶 児玉雅俊氏
東日本電信電話�取締役埼玉支店長
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講
演
を
行
っ
た
。
南
嶋
室
長
は
、
二
月

二
十
八
日
に
内
閣
府
か
ら
指
針
が
示
さ

れ
た
い
わ
ゆ
る
「
過
剰
反
応
」
へ
の
対

応
に
つ
い
て
触
れ
た
あ
と
、

◆
個
人
情
報
保
護
法
の
体
系

◆
事
業
者
の
義
務

◆
個
人
情
報
の
取
得
・
利
用
に
際
し
て

の
ル
ー
ル

◆
適
正
・
安
全
な
管
理

◆
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
提
供
の
制
限

◆
苦
情
処
理
の
仕
組
み

◆
個
人
情
報
漏
え
い
事
案
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
講
演
後
、

会
場
か
ら
は
、
法
施
行
後
の
世
の
中
の

状
況
変
化
や
、
過
剰
反
応
に
対
す
る
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
た
。

引
き
続
き
、
企
業
の
対
応
事
例
発
表

と
し
て
、
�
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
―
埼
玉

の
菅
谷
進
取
締
役

フ
ロ
ン
ト
営
業
部

長
が
『
お
客
様
情

報
の
管
理
に
つ
い

て
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
発
表
を
行
っ

た
。
菅
谷
部
長
は
、

一
、
個
人
情
報
保

護
法
の
概
要

二
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
埼
玉
に
お
け
る

お
客
様
情
報
管
理
徹
底
の
取
組
み

三
、
お
客
様
情
報
漏
洩
の
身
近
に
起
こ

り
う
る
事
例
等（
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）

な
ど
に
つ
い
て
具
体
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
説
明
し
、「
個
人
情
報
保
護
法
へ

の
対
応
は
、
全
従
業
員
へ
の
継
続
的
な

意
識
づ
け
が
必
要
で
、
個
人
の
道
徳
、

倫
理
に
委
ね
る
部
分
が
多
い
の
で
、
人

の
道
理
に
反
す
る
行
為
は
い
け
な
い
と

教
育
し
て
い
る
」
と
し
、
技
術
的
な
指

導
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
な
教
育
の

必
要
性
も
訴
え
た
。
発
表
後
、
会
場
か

ら
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
ち
出
し
の

規
制
、
業
務
用
携
帯
電
話
の
使
用
実
態
、

社
員
研
修
や
教
育
の
実
態
・
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
が
活
発
に
出
さ
れ
た
。

第
二
部
「
懇
親
の
部
」
で
は
、
本
会

原
宏
会
長
が
「
本
会
は
創
立
六
十
年
と

い
う
歴
史
を
刻
む
中
で
、
健
全
な
労
使

関
係
の
樹
立
と
企
業
経
営
の
発
展
を
通

じ
た
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る
諸
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
六

十
周
年
の
節
目
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
的
経
営
を
あ
ら
た
め
て
再
評
価
し
、

労
使
関
係
の
健
全
な
発
展
は
も
ち
ろ
ん
、

埼
玉
と
中
央
、
地
元
企
業
と
大
企
業
が

抱
え
る
問
題
を
総
合
的
に
考
え
、
教
育

問
題
や
小
子
化
・
高
齢
化
、
環
境
問
題

な
ど
に
も
取
り
組
む
総
合
経
済
団
体
と

し
て
活
力
に
あ
ふ
れ
魅
力
あ
る
県
経
済

社
会
実
現
に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
臨
席
い
た

だ
い
た
江
利
川
毅
内
閣
府
事
務
次
官
と

山
口
泰
明
内
閣
府
副
大
臣
か
ら
挨
拶
を

頂
戴
し
、
本
会
利
根
忠
博
副
会
長
（
�

埼
玉
り
そ
な
銀
行
社
長
）
の
乾
杯
で
会

は
和
や
か
に
進
行
し
、
臨
席
い
た
だ
い

た
齋
藤
健
埼
玉
県
副
知
事
と
村
上
文
埼

玉
労
働
局
局
長
か
ら
も
挨
拶
を
頂
戴
し

た
。

地
域
社
会
問
題
委
員
会
次
第

【
講
演
の
部
】

委
員
長
挨
拶

児
玉
雅
俊
委
員
長
（
東

日
本
電
信
電
話
�
取
締
役
埼
玉
支
店

長
）

事
務
局
報
告

野
上
武
利
専
務
理
事

（
埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事
）

基
調
講
演

演
題

個
人
情
報
保
護
法
の
概
要
と

法
律
の
施
行
状
況
等
に
つ
い
て

講
師

内
閣
府
国
民
生
活
局
個
人
情

報
保
護
推
進
室
長

南
嶋
崇
郎

氏

企
業
の
対
応
事
例
発
表

演
題

お
客
様
情
報
の
管
理
に
つ
い

て

講
師

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
埼
玉

取
締
役
フ
ロ
ン
ト
営
業
部
長

菅
谷

進
氏

【
懇
親
の
部
】

会
長
挨
拶

原

宏
会
長
（
武
州
ガ

ス
�
代
表
取
締
役
会
長
）

来
賓
挨
拶

内
閣
府
事
務
次
官

江
利
川
毅
氏

内
閣
府
副
大
臣

山
口
泰
明
氏

乾
杯

利
根
忠
博
副
会
長
（
�
埼
玉
り

そ
な
銀
行
社
長
）

閉
会
挨
拶

栗
原

�
副
会
長
（
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
�
相
談
役
）

目

次

�
創
立
六
〇
周
年
記
念
地
域
社
会
問
題
委

員
会
（
個
人
情
報
）

１
〜
２

�
正
副
会
長
会
議
、
理
事
会

３
〜
４

�
理
事
の
辞
任
・
選
任
、
組
織
拡
大
表
彰

者
、
一
八
年
度
事
業
計
画

５
〜
６

�
事
業
実
施
予
定
表

７

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、
本
田

技
研
工
業
�
小
鷲
照
雄
常
務
執
行
役
員

埼
玉
製
作
所
長

８
〜
９

�
視
点
「
活
識
」
専
務
理
事
野
上
武
利
１０

�
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
、事
業
報
告
・

計
画
説
明
会

１１

�
同
一
七
年
度
事
業
実
績
、
一
八
年
度
事

業
計
画

１２
〜
１３

�
第
１９
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い
、
新
入
社
員
研
修

１４
〜
１５

�
連
載
２９
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な

話
題
北
・
西
・
南
・
中

１６
〜
１７

�
連
載
３５
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会

い
の
広
場

１８

�
連
載
第
１５
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ

よ
う
こ
そ

１９

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
２９
回
、
１８
年

度
産
業
労
働
部
主
要
施
策

２０

�
第
２７
次
小
笠
原
洋
上
研
修
案
内
、
第
３４

回
実
業
団
剣
道
大
会
案
内

２１

�
第
２４
期
担
当
者
養
成
講
座
案
内
他

２２

�
連
載
第
８１
回
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則

の
見
直
し
・
改
訂
「
傷
病
休
職
制
度
と

復
職
を
め
ぐ
る
問
題（
そ
の
２
）」、ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
労
働
法

弁
護
士
安
西
�
氏

２３
〜
２５

�
本
会
創
立
６０
周
年
記
念
安
西
弁
護
士
著

二
冊
の
図
書
案
内

２６

�
埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況２７

〜
２９

�
１８
年
度
労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

埼
玉

労
働
局

３０
〜
３３

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど
３４
〜
３５

�
埼
玉
音
協
創
立
４０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト３６

�
事
業
だ
よ
り
、
中
・
高
卒
者
採
用
申
し

合
わ
せ
、
連
載
１５１
回
企
業
存
続
の
岐
路

は
こ
こ
に

３７

�
告
知
版
、会
員
の
動
き
、埼
玉
音
協

３８

懇親の部 会長挨拶
原 宏会長

懇親の部 来賓挨拶
江利川毅内閣府事務次官

懇親の部 来賓挨拶
山口泰明内閣府副大臣

会場の様子 会場からは活発な質問が

― ２ ―
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四
月
二
六
日
�
午
後
一
二
時
か
ら
会

場
を
恒
例
の
大
宮
区
か
ら
さ
い
た
ま
新

都
心
に
移
し
て
正
副
会
長
会
議
を
ブ
リ

ラ
ン
テ
武
蔵
野
で
、
引
き
続
い
て
一
三

時
三
〇
分
か
ら
理
事
会
を
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
理
事
会

に
諮
る
議
事
案
件
を
ご
協
議
頂
い
た
。

と
く
に
今
年
は
本
会
が
創
立
六
〇
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
五
月
二
三
日
�

午
後
に
は
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
、
定

時
総
会
に
引
き
続
い
て

「
創
立
六
〇
周
年
記
念

式
典
」
を
開
催
す
る
こ

と
、
な
ら
び
に
前
一
年

間
の
事
業
内
容
の
検
証

と
一
八
年
度
事
業
の
基

本
方
針
、
活
動
理
念
、

行
動
原
理
を
含
む
事
業

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
な
ど
、
協
会
の

各
種
運
営
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
提
言
ご

意
見
を
頂
戴
し
た
。

理
事
会
で
は
ま
ず
原
会
長
か
ら
「
ず

っ
と
暗
い
景
気
の
話
し
が
多
か
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
新
年
会
で
も

よ
う
や
く
明
る
い
話
が
で
き
る
か
な
と

思
っ
て
い
た
矢
先
に
、
株
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
企
業
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
ま

し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
や
っ
と
、
地
域

間
や
業
種
間
な
ど
に
多
少
の
温
度
差
は

あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
景
気
は
明
る
く

な
っ
て
き
ま
し
た
、
と
申
し
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

諸
々
の
要
因
と
と
も
に
こ
こ
に
お
集
り

の
経
営
者
皆
様
の
ご
努
力
と

思
い
ま
す
。
本
会
も
こ
の
一

年
間
は
お
お
む
ね
予
定
通
り

事
業
を
実
施
し
、
皆
様
方
の

強
い
ご
支
援
に
よ
り
県
内
、

各
界
か
ら
の
『
認
知
度
』
も

た
か
ま
り
、
活
動
も
充
実
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
創
立
六
〇
周
年
を
迎

え
る
わ
け
で
す
が
、
や
は
り

組
織
基
盤
の
強
化
が
不
可
欠

で
あ
り
、
六
〇
周
年
を
記
念

し
て
会
員
皆
様
に
は
『
一

社
』
の
新
規
会
員
を
ご
紹
介

頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
こ
の

機
に
皆
様
方
と
力
を
あ
わ
せ
て
県
経
済

社
会
の
繁
栄
に
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
。」
な
ど
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
定
時
総
会
に
お
諮
り
す
る
七

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
頂
き
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決

さ
れ
た
。
出
席
者
は
正
副
会
長
会
議
が

五
名
、
理
事
会
が
五
〇
名
で
あ
っ
た
。

理
事
会
の
議
事
録
署
名
人
は
日
本
伸
管

�
細
沼
哲
夫
代
表
取
締
役
、
八
木
ア
ン

テ
ナ
�
窪
田
実
取
締
役
大
宮
工
場
長
の

両
氏
。

理
事
会
の
議
題
は
次
の
通
り

・
平
成
一
七
年
度
事
業
報
告

・
平
成
一
七
年
度
決
算
報
告

・
監
査
報
告

監
事

富
士
電
子
�
中
込
秀
明
代
表

取
締
役

・
平
成
一
八
年
度
事
業
計
画
（
五
頁
〜

七
頁
参
照
）

・
平
成
一
八
年
度
収
支
予
算

・
理
事
の
辞
任
、
選
任
（
五
頁
参
照
）

・
新
会
員
の
承
認

・
申
し
合
わ
せ
事
項
に
関
す
る
件

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
報
告
事
項
と
し
て

次
の
四
件
が
了
承
さ
れ
た
。

創創
立立
六六
〇〇
周周
年年
をを
迎迎
ええ
てて
新新
会会

員員
一一
社社
紹紹
介介
運運
動動
にに
ごご
支支
援援
をを

正正
副副
会会
長長
会会
議議
、、
理理
事事
会会
開開
かか
れれ
るる

理事会であいさつする原宏会長

総
会
を
前
に
正
副
会
長
会
議（
上
）、
理
事
会（
下
）が
開
催
さ
れ
る

― ３ ―
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罪名別に見た対象事件件数（平成16年）�
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795件�

297件�

・
創
立
六
十
周
年
記
念
会
員
特
別
紹
介

運
動
の
実
施
（
下
記
参
照
）

・
組
織
拡
大
協
力
会
員
へ
の
感
謝
状
贈

呈
に
つ
い
て
（
五
頁
参
照
）

こ
と
に
こ
こ
一
〇
年
間
連
続
し
て
毎

年
欠
か
さ
ず
ご
紹
介
頂
い
た
次
の
三

社
に
つ
い
て
は
特
別
表
彰
を
行
う

＊
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

＊
�
デ
サ
ン

＊
武
州
ガ
ス
�

・
六
〇
周
年
記
念
会
報
の
発
行
、
同
記

念
品
（
も
の
つ
く
り
大
学
野
村
東
太

学
長
の
著
書
）
の
贈
呈

・
受
託
事
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
臨

時
職
員
の
山
本
、
臼
倉
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
紹
介

理
事
会
終
了
後
講
演
�
「
平
成
一
八

年
度
の
産
業
労
働
行
政
」
と
題
し
て
、

埼
玉
県
産
業
労
働
部
内
田
千
美
副
部
長

よ
り（
講
演
の
関
連
記
事
は
二
二
頁「
県

政
情
報
」
参
照
）、
更
に
講
演
�
「
裁

判
員
制
度
」（
要
旨
下
記
参
照
）
と
題

し
て
、
さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
柳
俊
夫

検
事
正
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
頂
き
散

会
し
た
。

こ
の
二
つ
の
会
議
を
う
け
て
、
本
会

で
は
五
月
二
三
日
�
午
後
一
三
時
三
〇

分
よ
り
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
平
成
一

八
年
度
定
時
総
会
（
兼
六
十
周
年
記
念

式
典
）
を
開
催
し
、
会
員
の
皆
様
に
前

記
の
議
案
を
お
諮
り
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

平
素
は
、
当
協
会
事
業
に
つ
き
ま
し

て
、
格
別
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
創
立
６０
周
年
を
迎
え
る
今
期

は
、
更
に
組
織
・
基
盤
を
磐
石
に
致
し

た
く
、新
会
員
の「
特
別
紹
介
運
動
」
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
時
節
柄
ご
多
用
の

折
誠
に
恐
縮
と
は
存
じ
ま
す
が
、
何
卒

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
よ
ろ
し
く
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

敬
具

記

１
、
期
間
は
平
成
１８
年
４
月
２６
日
〜
平

成
１８
年
６
月
末
日
。

２
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
な
お
か
つ
ご

入
会
賜
り
ま
し
た
場
合
は
、
平
成

１９
年
度
定
時
総
会
の
席
上
、
感
謝

状
並
び
に
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

捜
査

捜
査
機
関
（
警
察
な
ど
）
が
証
拠
の

収
集
な
ど
を
し
ま
す
。�

起
訴

検
察
官
が
被
疑
者
に
つ
い
て
裁
判
を

求
め
る
手
続
で
す
。

�

裁
判
の
準
備

充
実
し
た
裁
判
を
迅
速
に
行

う
た
め
に
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
人
が
、

前
も
っ
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
審
理
計
画
を

立
て
ま
す
。

�

裁
判
員
を
選
ぶ

裁
判
員
は
６
人
、
裁
判
官
は
３
人
で
す
。

た
だ
し
、
裁
判
員
４
人
、
裁
判
官
１
人
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。

�

裁
判
員
が
参
加
す
る
仕
事

裁
判
を
行
う

法
廷
で
証
人
の
話
を
聞
い
た

り
、
証
拠
を
調
べ
た
り
し
ま
す
。

�

評
議

裁
判
員
と
裁
判
官
で
、
有
罪
・
無
罪

や
刑
の
内
容
を
決
め
ま
す
。

�

判
決

ＱＱ
＆＆
ＡＡ

教教
ええ
てて
！！
裁裁
判判
員員
制制
度度
��

１Ｑ
裁
判
員
制
度
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
？

Ａ
国
民
の
み
な
さ
ん
が
裁
判
員
と
し
て
刑

事
裁
判
に
参
加
し
て
、
被
告
人
が
有
罪

か
ど
う
か
、有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す

る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
る
制
度
で
す
。

２Ｑ
な
ぜ
導
入
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
国
民
の
み
な
さ
ん
が
裁
判
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
の
専
門
家
で
は

な
い
人
た
ち
の
感
覚
が
、
裁
判
の
内
容
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

国
民
の
み
な
さ
ん
の
司
法
に
対
す
る
理
解
と

信
頼
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
は
、
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ

タ
リ
ア
な
ど
世
界
の
国
々
で
広
く
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

３Ｑ
裁
判
員
が
参
加
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う

な
裁
判
で
す
か
？

Ａ
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
第
一
審
の
刑

事
裁
判
の
う
ち
、
国
民
の
関
心
が
高
い

重
大
な
罪
の
裁
判
で

す
。
裁
判
員
が
参
加

す
る
裁
判
に
あ
た
る

罪
か
ど
う
か
は
、
法

律
で
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

４Ｑ
裁
判
員
は
ど
の

よ
う
に
し
て
選

ば
れ
る
の
で
す

か
？
資
格
は
い
ら
な

い
の
で
す
か
？

Ａ
選
挙
人
名
簿
を

も
と
に
、
く
じ

な
ど
で
選
ば
れ
ま
す
。

事
件
の
関
係
者
や
一

定
の
前
科
が
あ
る
人
な
ど
を
除
け
ば
、
２０
歳

以
上
の
国
民
は
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５Ｑ
裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
辞
退
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
も

ら
う
制
度
で
す
の
で
、
原
則
と
し
て
辞

退
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
�
７０
歳
以
上
の
方
�
学
生
�
一
定
の
や

む
を
得
な
い
理
由
（
※
）
が
あ
る
方
な
ど
は

辞
退
で
き
ま
す
。

※
や
む
を
得
な
い
理
由
と
は
、
例
え
ば
�
重

い
病
気
・
け
が
�
同
居
の
親
族
の
介
護
・

養
育
�
事
業
に
著
し
い
損
害
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と

〜
創
立
６０
周
年
記
念
〜

会
員
特
別
紹
介
運
動
の
実
施
お
願
い

�
埼
玉
県

経
営
者
協
会

会
長

原

宏

裁
判
員
制
度
講演�
要旨

平
成
２１
年

ス
タ
ー
ト

講
演
①
県
産
業
労
働
部
副
部
長

内
田
千
美
氏

講
演
②
さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
検
事
正

柳
俊
夫
氏

― ４ ―
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組
織
拡
大
表
彰
者
ご
芳
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

原

宏

武
州
瓦
斯
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

利
根

忠
博

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

社
長

宮
田

守
夫

県
体
協
前
会
長

児
玉

雅
俊

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

埼
玉
支
店
取
締
役
埼
玉
支
店
長

北
風

良
雄

株
式
会
社
ボ
ッ
シ
ュ
執
行
役
員

人
事
部
門
長

牛
窪

啓
詞

株
式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役

小
坂

雅
俊

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

株
式
会
社
顧
問

田
中

徳
尚

セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

山
嵜

浩
一

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

桶
川
支
店
支
店
長

※
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
�
デ
サ
ン
、
武
州
ガ

ス
の
三
社
は
前
記
の
通
り
、
十
年
連
続
で
毎

年
欠
か
さ
ず
新
会
員
を
ご
紹
介
賜
わ
り
、
特

別
表
彰
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

基基
本本
方方
針針

日
本
経
済
は
内
外
に
不
安
定
要
因
が
あ

る
も
の
の
、
長
く
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
出
口

を
捉
え
、
回
復
の
道
を
着
実
に
歩
み
出
し

た
。こ

こ
埼
玉
で
も
地
域
間
、
業
種
間
、
そ

し
て
企
業
規
模
に
よ
っ
て
回
復
感
に
多
少

の
温
度
差
は
あ
る
が
、
マ
ク
ロ
的
に
は
景

気
や
雇
用
状
況
に
好
転
が
見
ら
れ
る
な
ど

明
る
さ
が
増
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
当
協
会
は
今
年
創
立
６０

周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
県
内
の
中
心

的
、
中
核
企
業
を
結
集
し
て
産
業
の
振
興
、

雇
用
の
創
出
を
図
り
経
済
基
盤
の
強
化
に

注
力
し
て
き
た
。
結
果
、
現
在
で
は
当
県

は
国
内
有
数
の
産
業
県
に
発
展
し
た
。
こ

の
躍
進
に
当
協
会
が
果
た
し
た
貢
献
に
は

図
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、
昨
年
度
は
「
活
力
に
溢
れ
、

魅
力
あ
る
県
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
て

自
ら
行
動
す
る
」
こ
と
を
活
動
理
念
に
掲

げ
、
県
経
済
活
性
化
の
た
め
、
多
岐
に
わ

た
る
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。
具
体
的
に

は
、
県
が
次
期
長
期
計
画
策
定
を
前
に
し

て
、
上
田
知
事
以
下
１７０
名
の
県
幹
部
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
、
日
本

経
団
連
の
政
策
担
当
者
を
講
師
と
し
て
派

遣
し
た
り
、
産
業
の
活
性
化
に
は
技
術
・

技
能
の
高
度
化
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

大
学
や
研
究
機
関
と
の
連
携
強
化
に
も
努

め
て
き
た
。
ま
た
、
こ
こ
十
年
間
、
か
つ

て
の
対
立
関
係
か
ら
協
調
関
係
へ
と
移
行

し
た
連
合
埼
玉
と
の
連
携
に
も
従
前
に
増

し
て
注
力
し
た
。
更
に
は
、
次
代
の
県
社

会
の
担
い
手
と
な
る
若
年
者
対
策
に
、
会

を
挙
げ
て
取
組
む
な
ど
広
汎
な
事
業
を
展

開
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
言
い

換
え
れ
ば
、
ポ
ス
ト
創
立
６０
周
年
を
捉
え

た
、
将
来
を
見
据
え
た
活
動
に
外
な
ら
な

い
。そ

こ
で
、
創
立
６０
周
年
を
迎
え
る
節
目

と
な
る
本
年
度
は
、
従
前
の
永
続
的
取
組

を
継
承
し
、
そ
の
上
で
、
内
部
に
向
け
た

事
業
の
拡
充
を
図
り
、
県
経
済
社
会
が
抱

え
る
諸
課
題
に
、
県
政
や
関
係
機
関
と
更

に
連
携
し
、
日
本
一
安
心
・
安
全
で
元
気

な
県
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
で
総
合
経
済

団
体
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た

い
。活活

動動
理理
念念

当
協
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る

県
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
行
動

す
る
と
と
も
に
県
政
、
諸
機
関
、
諸
団
体
、

諸
大
学
そ
し
て
連
合
埼
玉
な
ど
と
の
連
携

を
図
り
、
県
経
済
社
会
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
。

行行
動動
原原
理理

１
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約
と

そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
か
ら
直
面
す

る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
・
ニ
ー
ズ
を

収
集
・
集
約
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
る
。

２
�
産
学
官
連
携
に
注
力

県
経
済
の
継
続
的
発
展
に
は
、
科
学
技

術
の
裏
打
ち
あ
る
県
産
業
社
会
の
構
築
が

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
産
業

界
と
国
・
県
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も
の
つ

く
り
大
学
な
ど
の
教
育
界
と
の
連
携
強
化

に
取
組
む
。

理 事 の 辞 任 ・ 選 任 に つ い て

１．辞任（敬称略・順不同） ４月２６日理事会決定

事 由

会 社 事 由

人 事 異 動

そ の 他

人 事 異 動

２．選任（敬称略・順不同）

事 由

人 事 異 動

そ の 他

人 事 異 動

役 職 名

取締役社長

管理本部長

代表取締役会長

取締役大宮工場長

役 職 名

管理本部長

代表取締役社長

取締役大宮工場長

会 社 名

�杉山チエン製作所

ブリヂストンサイクル�

モリヤ�

八木アンテナ� 大宮工場

会 社 名

ブリヂストンサイクル�

モリヤ�

八木アンテナ� 大宮工場

辞 任

杉山慎一郎

橋本 俊介

森谷 一典

樋口 博文

選 任

桑原 利次

森谷 周一

窪田 実

役員名

理 事

理 事

理 事

理 事

役員名

理 事

理 事

理 事

平平
成成
１１８８
年年
度度
事事
業業
計計
画画

― ５ ―



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

併
せ
て
、
県
や
市
町
村
の
人
材
部
門
、

県
教
育
局
と
も
連
携
し
、
県
内
人
財
力
の

多
様
化
・
向
上
に
努
め
る
。

３
�
日
本
社
会
が
抱
え
る
構
造
的
課
題
へ

の
対
応

２１
世
紀
の
日
本
が
目
指
す
べ
き
道
・
国

家
像
つ
ま
り
「
経
済
社
会
の
繁
栄
と
精
神

の
豊
か
さ
を
実
現
す
る
国
家
」
の
実
現
の

た
め
、
国
家
的
課
題
で
あ
る
少
子
・
高
齢

化
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
、
教

育
問
題
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
し
て
の
治
安
問

題
な
ど
に
会
を
挙
げ
て
取
組
む
。

４
�
提
言
活
動
の
展
開

活
動
理
念
に
掲
げ
る
県
経
済
社
会
の
実

現
の
た
め
、
各
種
の
提
言
活
動
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
具
現
化
に
努
め
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
組
織
基
盤
の
拡
充
と

財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

事事
業業
計計
画画

�
�
主
要
会
議
等

１
�
政
策
・
組
織
関
係

�
定
時
総
会
・
創
立
６０
周
年
記
念
事

業
�
理
事
会

�
正
・
副
会
長
会
議

�
常
任
理
事
会

２
�
事
業
・
委
員
会
関
係

�
新
年
会
員
懇
談
会

�
地
区
協
議
会
（
４
地
区
）

�
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
４
地
区
）

�
地
域
社
会
問
題
委
員
会

�
労
務
委
員
会

�
商
工
団
体
連
絡
会

�
そ
の
他

３
�
日
本
経
団
連
関
連

�
理
事
会

�
地
方
団
体
長
会

�
地
方
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会

�
教
育
・
環
境
・
社
会
保
障
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
等

�
エ
ー
ジ
フ
リ
ー
関
連
等

�
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

４
�
県
関
連

�
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

�
人
材
交
流
事
業
・
会
議

５
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

６
�
埼
玉
労
働
局
関
連

７
�
連
合
埼
玉
関
連

�
定
期
首
脳
懇
談
会

�
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

�
�
経
営
・
労
務
管
理
・
労
働
対
策
活
動

１
�
研
究
会
、
講
座
講
習

�
経
営
講
座

�
労
務
管
理
講
座

�
労
務
法
規
関
係
講
座

�
第
２４
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶

務
・
現
場
管
理
担
当
者
養
成
講
座

（
全
６
講
）

�
第
４２
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
全

７
〜
８
講
）

�
給
与
計
算
・
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

�
賃
金
・
税
務
・
財
務
・
経
理
セ
ミ

ナ
ー

２
�
労
組
と
の
情
報
・
意
見
交
換

�
�
教
育
啓
発
活
動

１
�
教
育
訓
練
、
講
座
講
習

�
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

�
新
入
社
員
研
修

２
�
洋
上
研
修
、
啓
発
集
会

�
第
２７
次
小
笠
原
洋
上
研
修
（
事
前

通
信
教
育
、
集
合
研
修
４
回
、
洋

上
・
島
内
研
修
）

�
第
２０
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流

の
集
い

３
�
通
信
教
育
の
普
及
、
教
育
相
談

�
能
力
開
発
通
信
教
育
の
紹
介
普
及

�
教
育
相
談

�
�
一
般
対
策
活
動

１
�
文
化
体
育

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

�
第
３４
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

�
�
海
外
視
察

�
社
会
経
済
視
察
団
の
編
成

�
�
県
と
の
共
同
事
業

�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業

１

年

�
�
産
学
連
携
事
業

�
埼
玉
大
学
・
も
の
つ
く
り
大
学
を

中
心
と
し
た
、
産
学
連
携
の
推
進

�
�
調
査
活
動

１
�
賃
金
関
係

�
春
季
賃
金
交
渉

�
新
規
学
卒
者
の
初
任
給

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金

�
賃
金
水
準

�
諸
手
当

�
年
末
賞
与
・
一
時
金

２
�
労
務
関
係

�
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇

�
退
職
金
・
年
金

�
定
年
制
、
勤
務
延
長

３
�
労
使
交
渉
資
料

�
賞
与
・
一
時
金
交
渉
の
た
め
の
参

考
指
標

�
春
季
賃
金
交
渉
の
た
め
の
参
考
指

標

４
�
労
働
情
報

�
春
季
賃
金
交
渉
速
報

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
年
末
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
労
働
経
済
一
般
の
情
報

５
�
そ
の
他

�
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調

査
�
部
会
・
諸
会
合
の
資
料
作
成

�
諸
規
定
の
収
集
と
整
備

６
�
会
員
調
査

	
�
広
報
活
動

１
�
会
報
の
発
行

�
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

２
�
会
員
名
簿
の
発
行

３
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

�
安
西

�
著
・
当
会
編
「
採
用
か

ら
退
職
ま
で
の
法
律
実
務
」
平
成

１７
年

新
改
訂
版
発
行

�
安
西

�
著
・
本
会
創
立
６０
周
年

記
念
出
版
「
個
人
情
報
保
護
法
と

雇
用
管
理
情
報
の
取
扱
」
平
成
１７

年

新
規
発
行

�
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

４
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の

紹
介
、
普
及

�
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、

資
料

�
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

�
そ
の
他
の
資
料
、
情
報



�
協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

１
�
労
務
相
談

２
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど

資
格
者
の
紹
介
等

３
�
人
材
の
紹
介

４
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡
旋
、

貸
出
し

５
�
各
種
情
報
の
提
供

６
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ

の
協
力

７
�
埼
玉
音
協
に
対
す
る
協
力

８
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス

�
�
青
年
経
営
者
部
会
活
動
に

対
す
る
協
力

�
�
組
織
活
動

１
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

２
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

３
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動
の
活

性
化
と
会
員
参
加
の
促
進

�

�
連
絡
活
動

１
�
日
本
経
団
連
と
の
連
絡
提
携
の
強

化
、
情
報
交
換

２
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協

と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交
換

３
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推

薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

４
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と

の
連
絡
、
情
報
交
換

５
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

６
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活
動


�
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

１
�
受
入
企
業
の
開
拓

２
�
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３
�
成
果
報
告
会
の
開
催


�
�
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

１
�
現
役
高
校
生
や
大
学
生
、
フ
リ
ー

タ
ー
、
ニ
ー
ト
な
ど
若
年
者
の
厳
し

い
就
職
状
況
に
対
応
し
、
不
安
を
感

じ
て
い
る
３５
才
未
満
の
未
就
職
者
等

を
支
援
す
る
事
業

◆
就
職
は
じ
め
の
一
歩
塾
の
開
催

◆
就
職
支
援
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
◆
効
率
高
等
学
校
進
路
指
導
者
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

◆
就
職
希
望
生
徒
に
対
す
る
４
者
面

談
会
の
開
催

２
�
２
０
０
７
年
問
題
に
対
応
し
、
定

年
離
職
予
定
者
を
対
象
と
し
、
離
職

前
か
ら
再
就
職
及
び
起
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

登
録
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の
ニ
ー

ズ
調
査
の
を
実
施

◆
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施

◆
求
職
者
・
起
業
希
望
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

登
録
希
望
者
情
報
リ
ス
ト
の
作
成

◆
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

◆
テ
レ
ビ
埼
玉
に
よ
る
特
別
報
道
番

組
の
放
送

３
�
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応
し
、
各

行
政
の
労
働
施
策
担
当
職
員
を
対
象

に
雇
用
施
策
の
専
門
性
を
高
め
、
労

使
の
立
場
で
の
き
め
細
や
か
な
就
職

を
支
援
す
る
事
業

◆
雇
用
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
講
座

― ６ ―



平
成
１８
年
度
主
要
会
議
、
講
座
・
講
習
会
実
施
予
定
表
（
○
印
は
実
施
予
定
月
、
○
の
中
の
数
字
は
開
催
日
）

３
月
下
旬

３
月
下
旬

中
旬��○中
旬

上
旬○○上
旬

２
月
下
旬

区
）

２
月
下
旬

中
旬地�中
旬

上
旬

（
４

上
旬

（
平
成１９年

）
１
月

下
旬○

（
平
成１９年

）
１
月

下
旬

中
旬��○中
旬○

上
旬

上
旬

１２
月
下
旬

１２
月
下
旬

中
旬���中
旬

上
旬○上
旬

１１
月
下
旬����

１１
月
下
旬

中
旬

）○○中
旬

上
旬区���ゴ
ル
フ
○

上
旬

１０
月
下
旬○○地�

１０
月
下
旬○

中
旬

（
４�○○中
旬

上
旬

	
～


上
旬

９
月
下
旬�

９
月
下
旬

中
旬��中
旬

上
旬�上
旬

８
月
下
旬

会
）

�

８
月
下
旬

中
旬事中
旬

上
旬

（
幹○上
旬

７
月
下
旬

７
月
下
旬

中
旬���
�

中
旬

上
旬	剣
道�

上
旬

６
月
下
旬

�
�

６
月
下
旬

中
旬○���中
旬

上
旬�ゴ
ル
フ
○

上
旬

	
～�

５
月
下
旬��

５
月
下
旬

中
旬��中
旬

上
旬

上
旬

（
平
成１８年

）
４
月

下
旬

（
平
成１８年

）
４
月

下
旬

中
旬�中
旬

上
旬�上
旬

事
業

名

定
時
総
会

正
・
副
会
長
会
議

理
事
会

常
任
理
事
会

新
年
会
員
懇
談
会

地
区
協
議
会（
南
部
、中
部
、西
部
、北
部
）

労
務
委
員
会

地
域
社
会
問
題
委
員
会

理
事
会

地
方
団
体
長
会

地
方
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会

教
育
・
環
境
・
社
会
保
障
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
（
随
時
）

産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談

人
材
交
流
事
業
・
会
議（
随
時
）

教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業（
随
時
）

（
随
時
）

（
随
時
）

（
随
時
）

定
期
首
脳
懇
談
会・個

別
協
議（
随
時
）

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
の
実
施
報
告
お

よ
び
維
持
継
続（
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
連
携
）

社
会
経
済
視
察
団

（
随
時
）

労
務
管
理
講
座

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務

担
当
者
養
成
講
座
（
全
６
講
）

賃
金・税

務・経
営・財

務
セ
ミ
ナ
ー

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
全
７
～
８
講
）

給
与
計
算
と
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

職
務
分
析
セ
ミ
ナ
ー

小
笠
原
洋
上
研
修

生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

新
入
社
員
研
修

剣
道
大
会
・
ゴ
ル
フ
大
会

労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

第１０８回
人
事・労

務
管
理
者
大
会

項
目

会
議
、
委

員
会
等
の

開
催

日
本
経
済

団
体
連
合

会
関
連

県
関
連

関東経済産業局

埼
玉
労
働
局

地
域
労
使
就

職
支
援
機
構

連
合
埼
玉
関
連

産
学
連
携
事
業

海
外
視
察
等

経
営
講
座

経
営
労
務

管
理
・
労

働
対
策
活

動教
育
啓
発

活
動

文
化
・
体
育
活
動

日
本
経
団
連

主
催
事
業

会務事業

― ７ ―
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こ
の
人
は
、
恐
ら
く
最
も
忙
し
い
�
仕
事
師
�
か

も
知
れ
な
い
。
埼
玉
製
作
所
長
の
他
、
生
産
・
販
売
、

そ
れ
に
全
世
界
の
原
動
機
系
を
担
当
、
年
間
国
内
と

海
外
の
生
産
課
題
へ
の
対
応
で
仕
事
に
追
わ
れ
て
お

り
、
本
拠
地
・
狭
山
市
で
は
席
暖
ま
る
に
暇
あ
ら
ず

―
ら
し
い
。

東
京
都
生
ま
れ
の
五
十
八
歳
。
日
大
高
校
を
卒
業

し
、
昭
和
四
十
六
年
本
田
技
研
工
業
に
入
社
。
日
本

本
部
四
輪
車
生
産
本
部
埼
玉
製
作
所
エ
ン
ジ
ン
事
業

部
長
、
同
工
場
長
を
経
て
、
平
成
十
年
六
月
国
内
生

産
本
部
栃
木
製
作
所
長
、
同
十
二
年
六
月
取
締
役
就

任
、
昨
年
四
月
常
務
執
行
役
員
と
し
て
埼
玉
製
作
所

長
に
着
任
し
た
。

開
口
一
番
、
こ
の
人
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
失
敗
、

挫
折
を
経
験
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
過
程
で
人
も
会

社
も
成
長
す
る
」
と
強
調
。
ホ
ン
ダ
の
企
業
行
動
は

常
に
「
夢
」
を
原
動
力
に
し
て
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
と
解
説
す
る
。

「
夢
と
は
空
想
で
は
な
く
、
実
現
可
能
な
個
人
・

社
会
へ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
提
供
を
軸
に
『
商
品
』
と

い
う
形
に
す
る
こ
と
だ
。
従
っ
て
、
発
想
の
時
点
で

は
空
想
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
真
剣
に
考
え
て

い
く
と
実
現
出
来
る
も
の
は
、
案
外
た
く
さ
ん
あ
る
。

一
般
大
衆
が
思
い
描
か
な
い
こ
と
を
、
あ
る
日
突
然

具
現
化
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
。
た
だ
、
そ
う
い

う
社
風
だ
と
、
や
は
り
目
立
つ
人
間
が
非
常
に
評
価

さ
れ
る
社
会
に
な
る
。
だ
が
、
そ
の
後
始
末
を
き
ち

ん
と
す
る
人
が
大
事
で
あ
り
、
裏
方
で
よ
く
見
え
な

い
が
、
そ
の
体
制
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
ホ
ン

ダ
五
十
八
年
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
た
風
土
だ
」。

小
鷲
さ
ん
が
、
今
日
ま
で
最
も
力
を
入
れ
て
き
た

の
が
人
材
の
育
成
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に

す
る
と
い
う
《
人
間
尊
重
》
の
考
え
方
が
、
独
創
性

を
尊
ぶ
自
由
闊
達
な
社
風
を
醸
成
、「
企
業

の
ポ
リ
シ
ー
も
人
と
現
場
を
大
事
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
ホ
ン
ダ
に
は
こ
れ
し
か
な
い
。

企
業
は
人
（
コ
ス
ト
で
は
な
く
可
能
性
）
と

い
う
が
、
そ
の
質
を
引
き
伸
ば
す
こ
と
が
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

私
は
『
ホ
ン
ダ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
塾
』
で
十

五
、
六
年
前
か
ら
ホ
ン
ダ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
現
場

を
通
じ
て
の
人
づ
く
り
に
、
山
本
五
十
六
の

「
や
っ
て
見
せ
…
」
で
経
営
幹
部
の
育
成
に

注
力
。
結
果
、
そ
れ
を
テ
コ
に
し
て
海
外
事

業
所
の
開
設
と
か
、
新
製
品
開
発
の
上
で
の

大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
言
う
な
れ
ば
、

人
材
育
成
と
事
業
の
成
長
拡
大
と
い
う
二
つ
の
役
割

を
果
た
し
て
き
た
わ
け
で
、
そ
の
母
体
づ
く
り
が
私

た
ち
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
」。

一
方
、
強
く
印
象
に
残
る
生
産
部
門
の
仕
事
で
は
、

栃
木
製
作
所
時
代
の
本
格
的
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
『
Ｓ
２

０
０
０
』
の
立
ち
上
げ
と
い
う
。
た
ま
た
ま
創
立
五

十
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
従
業
員
か
ら
記
念
モ
デ
ル

（
四
輪
、
二
輪
、
汎
用
各
車
一
種
類
）
の
発
売
が
提

案
さ
れ
、
四
輪
車
は
小
鷲
さ
ん
の
担
当
と
な
っ
た
。

「
決
ま
っ
た
時
期
が
遅
く
、
発
売
予
定
日
に
遅
ら
す

こ
と
は
で
き
ず
、
大
変
な
思
い
を
し
た
。
と
に
か
く

２
０
０
０
�
で
２
５
０
馬
力
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る

等
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
高
い
技
術
レ
ベ
ル
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
吉
野
社
長
（
当
時
）
の
強
烈
な
思
い
入
れ
で

あ
り
、
そ
の
情
熱
は
格
別
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に『
Ｓ

２
０
０
０
』
が
完
成
し
た
時
の
社
員
の
喜
び
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
研
究
所
泣
か
せ
と
も
言
わ
れ
た
凄
く

高
い
技
術
者
レ
ベ
ル
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
一
丸
と

な
る
所
員
全
体
が
、
目
標
が
明
快
な
ら
突
き
進
む
ホ

ン
ダ
魂
を
実
践
し
、
い
い
仕
事
を
し
た
と
思
っ
て
い

る
」。とこ

ろ
で
、
こ
こ
狭
山
市
の
「
埼
玉
製
作
所
」
と

い
え
ば
、
現
在
の
ホ
ン
ダ
の
隆
盛
を
築
い
た
原
点
。

小
鷲
さ
ん
に
は
古
巣
で
も
あ
る
。
付
加
価
値
の
高
い

高
機
能
、
高
価
格
車
を
製
造
。
二
本
の
ラ
イ
ン
で
生

産
す
る
十
二
種
類
の
乗
用
車
は
六
〇
％
が
海
外
向
け
。

「
国
に
よ
っ
て
保
安
基
準
や
嗜
好
な
ど
が
違
う
た
め
、

十
二
種
類
で
も
輸
出
先
の
国
数
だ
け
種
類
が
あ
り
、

何
万
種
類
と
い
う
車
を
瞬
時
に
判
断
し
て
生
産
し
て

い
る
」
そ
う
だ
。

小
鷲
さ
ん
は
超
多
忙
の
中
、
極
力
現
場
に
足
を
運

ん
で
は
社
員
と
対
話
し
、
自
由
闊
達
な
職
場
づ
く
り

を
心
掛
け
て
い
る
。
人
が
多
け
れ
ば
事
故
も
増
え
が

ち
な
の
で
、
安
全
対
策
に
は
常
に
先
手
を
打
っ
て
対

応
し
て
い
る
、
と
も
い
う
。

経
営
哲
学
は
「
人
を
大
事
に
し
、
人
が
主
役
の
現

場
」。
即
ち
、
現
場
で
役
立
つ
こ
と
が
仕
事
で
あ
り
、

実
効
性
を
伴
わ
な
い
も
の
は
仕
事
で
は
な
い
、
と
言

い
切
る
。

好
き
な
言
葉
が
、「
正
義
・
誠
実
」「
先
憂
後
楽
」。

「
曲
が
っ
た
こ
と
は
ダ
メ
だ
し
、か
た
く
な
に
正
義
・

誠
実
を
意
識
す
る
。
会
社
自
体
も
そ
う
な
の
だ
が
…
。

そ
れ
に
も
う
一
つ
、
や
は
り
人
よ
り
先
に
憂
い
、
人

よ
り
後
に
楽
し
む
「
先
憂
後
楽
」
の
精
神
も
大
切
だ
」。

今
後
の
目
標
は
、
一
つ
は
生
産
者
と
消
費
者
を
う

ま
く
結
び
つ
け
る
女
性
の
セ
ン
ス
や
粘
り
強
さ
、
正

義
感
を
重
視
し
、「
女
性
の
雇
用
こ
そ
が
豊
か
な
日

本
の
将
来
に
繋
が
る
」
と
主
張
、
そ
れ
を
積
極
的
に

す
す
め
た
い
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
が
、
今
、
最
大
の

目
標
で
あ
る
安
全
で
安
心
し
て
、
仕
事
に
打
ち
込
め

る
環
境
、
信
頼
性
の
高
い
職
場
づ
く
り
。
つ
ま
り「
最

新
の
安
全
環
境
を
整
え
た
車
を
生
産
す
る
工
場
は
、

安
全
で
環
境
に
優
し
い
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
だ
」
と
い
う
。

な
お
、
つ
い
で
に
言
う
な
ら
、
こ
の
人
は
工
場
の

生
産
活
動
が
外
部
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
環
境
面
に

も
意
を
用
い
、
循
環
型
工
場
と
し
て
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
抑
え
、
廃
棄
物
は
自
己
処
理
す
る
最
新
シ
ス
テ
ム

を
導
入
。
工
場
内
施
設
を
開
放
し
て
地
域
住
民
に
隠

さ
ず
見
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
夏
祭
り
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
地
域
貢
献
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

小
川
町
在
住
で
、
家
族
は
現
在
妻
順
子
さ
ん
と
長

女
真
衣
さ
ん
（
高
校
生
）
の
三
人
暮
ら
し
。
長
男
良

平
さ
ん
と
次
男
鉄
平
さ
ん
は
都
内
に
住
み
、
そ
れ
ぞ

れ
会
社
に
勤
め
て
い
る
。

趣
味
は
、
時
間
が
な
い
の
で
仕
事
が
趣
味
？
み
た

い
な
も
の
だ
。
た
ま
に
ゴ
ル
フ
を
…
。

（
葛
）

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

常
務
執
行
役
員

埼
玉
製
作
所
長

小

鷲

照

雄
氏

― ８ ―
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�
企
業
理
念

Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
は
創
業
以
来
、
今
日
に
至

る
ま
で
、
夢
を
原
動
力
に
歩
ん
で
き
ま
し

た
。「
世
界
中
の
お
客
様
に
喜
び
を
提
供

し
た
い
」
と
い
う
企
業
理
念
に
基
づ
き
、

高
価
値
・
高
品
質
の
商
品
を
適
正
な
価
格

で
お
客
様
に
お
届
け
す
る
こ
と
で
そ
の
夢

を
一
つ
ひ
と
つ
形
に
し
て
き
ま
し
た
。

人
々
の
暮
ら
し
や
社
会
に
役
立
ち
、
よ
り

優
れ
た
商
品
、
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
為
、
時
代
の
要
請
に
先
駆
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め
る
と
共
に
、
地
球

環
境
の
保
全
や
よ
り
良
い
交
通
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
た
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

こ
う
し
た
重
要
な
課
題
に
真
正
面
か
ら

立
ち
向
か
う
こ
と
が
モ
ビ
リ
テ
イ
社
会
の

新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
道
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
人
と
地
球
に
最
適
で
、
そ

し
て
「
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
な
ら
で
は
」
の
新
し

い
価
値
を
持
っ
た
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
創

造
を
通
じ
て
、世
界
中
の
人
々
に「
喜
び
」

を
提
供
す
る
た
め
、
私
た
ち
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
ま
す
。
そ
し
て
、

企
業
活
動
全
体
を
通
し
「
喜
び
の
創
造
」

「
喜
び
の
拡
大
」「
喜
び
を
次
世
代
へ
」

の
３
つ
を
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
の
総
合
力
で
実
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
中
の
人
々
と
喜

び
を
分
か
ち
合
い
「
存
在
を
期
待
さ
れ
る

企
業
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

�
埼
玉
製
作
所
の
概
要

埼
玉
製
作
所
は
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
に
お
け
る

自
動
車
の
本
格
的
な
量
産
工
場
と
し
て
昭

和
３９
年
に
設
立
。
現
在
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
・

プ
レ
ス
・
溶
接
・
塗
装
の
各
工
程
を
は
じ

め
、
完
成
車
の
検
査
ま
で
一
貫
し
た
生
産

を
し
て
お
り
ま
す
。
生
産
機
種
と
し
て
は
、

レ
ジ
ェ
ン
ド
・
ア
コ
ー
ド
・
オ
デ
ッ
セ
イ
・

Ｃ
Ｒ
‐
Ｖ
な
ど
９
車
種
を
２
本
の
ラ
イ
ン

で
、
１
日
２
１
５
０
台
生
産
し
、
国
内
／

外
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

・
設

立
�
１
９
６
４
年（
昭
和
３９
年
）

５
月
〈
同
年
１１
月
稼
動
〉

・
所
在
地
�
埼
玉
県
狭
山
市

新
狭
山
市
１
―
１
０
―
１

・
敷
地
面
積
�
３
８
４
、９
０
０
�

（
１１
�
７
万
坪
）

※
東
京
ド
ー
ム
約
９
個
分

・
建
屋
面
積
�
２
２
３
、８
０
０
�

（
６
�
８
万
坪
）

・
従
業
員
数
�
約
６
、５
０
０
名（
期
間
従

業
員
約
１
３
０
０
含
む
）

・
年
間
生
産
�
５
２
１
、６
１
２
台

（
２
０
０
５
年
）

・
生
産
機
種
�
レ
ジ
ェ
ン
ド
／
ア
コ
ー

ド
／
ア
コ
ー
ド
ワ
ゴ
ン
／

オ
デ
ッ
セ
イ
／
エ
リ
シ
オ

ン
／
Ｃ
Ｒ
‐
Ｖ
／
ス
テ
ッ

プ
ワ
ゴ
ン
／
イ
ン
ス
パ
イ

ア
ー

�
地
域
と
密
着
し
た
積
極
的
な

環
境
保
全
活
動
と
社
会
貢
献
活
動

地
球
環
境
の
保
全
を
重
要
課
題
と
す
る

社
会
の
一
員
と
し
て
、
事
業
活
動
を
通
じ

期
待
さ
れ
続
け
る
事
業
所
を
目
指
し
豊
な

職
場
造
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。「
元
か

ら
出
さ
な
い
」「
貴
重
な
資
源
の
有
効
利

用
」「
適
切
な
処
理
」
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
積
極
的
な
環
境
保
全
対
策
と
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

１
９
９
８
年
１
月
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
を
認
証
取
得
し
、
環
境
負
荷
低
減
活
動

向
上
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

工
場
廃
水
の
集
中
管
理
下
水
道
法
に
対
し

て
６０
％
低
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
率
的
利
用
と
CO２
低
減
を
目
的
に

都
市
ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
コ
・
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
発
電
シ
ス
テ
ム
を
２
基
導
入
し
、

資
源
の
有
効
利
用
を
目
的
に
副
産
物
の
分

別
を
さ
ら
に
細
分
化
を
行
い
、
回
収
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
２
０
０
０
年
に
埋
め
立
て

廃
棄
物
ゼ
ロ
化
を
達
成
し
ま
し
た
。

製
作
所
の
周
囲
に
広
が
る
豊
か
な
森
は
、

「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、

１
９
７
６
年
６
月
に
従
業
員
ひ
と
り
一
人

が
植
林
し
ま
し
た
。
今
で
は
野
鳥
の
憩
い

の
場
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
子
供
た
ち
を
対
象
と
し

た
環
境
ワ
ゴ
ン
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト

に
よ
る
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
ホ
ン

ダ
野
球
部
・
ホ
ン
ダ
陸
上
部
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
走

り
の
基
本
は
「
安
全
」
で
あ
る
と
い
う
考

え
の
も
と
、
地
域
を
中
心
に
二
輪
／
四
輪

セ
ー
フ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
開
催
し
、

安
全
運
転
普
及
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
生
産
活
動
に
留
ま
ら
ず
、

地
域
社
会
と
の
共
生
を
大
切
に
、
地
域
の

皆
様
に
「
存
在
を
期
待
さ
れ
る
企
業
」
を

目
指
し
て
、
今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会員企業紹介

存
在
を
期
待
さ
れ
る
企
業
目
指
し

Honda埼玉製作所

ホ
ン
ダ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
工
場
を
維
持

― ９ ―



������
������
������
������
������
������

������
������
������
������
������
������

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け

て
我
々
経
済
人
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
二
人
の
人

物
が
、
こ
の
世
を
去
っ
た
。

著
書
「
ネ
ク
ス
ト
ソ
サ
エ

テ
ィ
」
の
中
で
、
未
だ
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
社
会
の
到
来
に
対
し
て
啓
示
を
与
え
て

く
れ
た
Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
と
、
こ
れ

ま
た
一
世
を
風
靡
し
た
著
書
「
不
確
実
性

の
時
代
」
の
中
で
、
資
本
主
義
の
行
き
過

ぎ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
ジ
ョ
ン
・
ケ
ネ
ス
・

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
両
氏
。
享
年
は
九
十
五

歳
と
九
十
七
歳
。
歴
史
が
大
き
く
動
い
た

二
十
世
紀
に
生
き
、
僅
か
で
は
あ
る
が
激

動
の
二
十
一
世
を
覗
い
た
二
人
。

《
二
人
の
啓
示
》

こ
の
二
人
の
巨
星
が
終
生
発
信
し
続
け

た
の
が
、経
済
万
能
、経
済
至
上
主
義
へ
の

警
鐘
。
残
念
な
が
ら
現
在
の
世
界
の
情
況

は
、
二
人
の
啓
示
が
的
中
し
そ
の
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
。
世
界
各
地
で
起
き
て
い

る
紛
争
や
、
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
な
ど
、

二
人
が
共
に
指
摘
し
た
社
会
性
、
公
共
性

を
軽
視
し
た
付
け
が
今
私
達
に
大
き
く
伸

し
掛
っ
て
い
る
。

《
総
括
》

県
内
の
中
心
的
、
中
核
企
業
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
当
協
会
も
、
こ
う
し
た
厳
し
い

指
摘
が
あ
る
時
代
を
生
き
て
き
た
し
、
生

き
抜
い
て
き
た
。
そ
の
年
数
は
実
に
六
十

年
。
人
生
に
例
え
れ
ば
、
生
ま
れ
た
年
の

え

と
干
支
が
本
卦
帰
り
、
つ
ま
り
一
巡
す
る
還

暦
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
六
十
年
前
と

い
え
ば
、
太
平
洋
戦
争
に
負
け
て
、
ゼ
ロ

か
ら
出
発
し
た
年
を
指
す
。
そ
の
後
の
情

況
は
、
メ
ン
バ
ー
企
業
が
辿
っ
た
道
と
同

様
で
、
筆
舌
も
及
ば
な
い
苦
難
に
遭
遇
し

て
き
た
が
、
都
度
乗
り
越
え
六
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
二
人
の
巨
星
が
指
摘
し
た
六

十
年
間
の
垢
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
、
こ
の
機
に
総
括
し
新
た
な
道
を
歩

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
走
り
な
が
ら
考
え
て
い
た
日
本
》

と
こ
ろ
で
、
時
代
へ
の
警
鐘
は
何
も
海

の
外
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
国
内
に
お
い

て
も
経
済
が
好
調
だ
っ
た
一
九
八
〇
年
当

時
多
く
の
知
識
人
が
鳴
ら
し
て
い
た
。

私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
当
時
の
著
書

に
内
田
忠
夫
・
小
松
左
京
監
修
の
『
活
識

の
時
代
』
が
あ
る
が
、
中
で
こ
れ
か
ら
の

一
九
八
〇
年
以
降
は
従
来
の
よ
う
な
考
え

方
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
と
し
、
し
っ
か

り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
（
構
想
）
を
持
つ
こ

と
が
極
め
て
重
要
と
指
摘
し
た
。
同
時
に

構
想
の
構
築
に
は
先
見
性
や
判
断
力
に
裏

打
ち
さ
れ
た
見
識
、
つ
ま
り
「
活
識
」
が

ポ
イ
ン
ト
と
説
い
て
い
た
。

そ
う
し
た
見
識
に
立
ち
取
り
組
む
課
題

と
し
て
著
書
で
は
「
国
際
化
、
技
術
立
国
、

国
際
摩
擦
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
雇
用
、
高
齢

化
、
環
境
、
研
究
開
発
」
な
ど
の
項
目
を

取
り
あ
げ
、
取
り
組
み
方
に
言
及
す
る
と

と
も
に
、
構
想
の
前
提
に
は
社
会
性
、
公

共
性
の
考
え
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示

唆
し
た
。
ま
た
興
味
深
い
こ
と
に
、
現
在
、

社
会
問
題
化
し
て
い
る
危
機
管
理
に
も
触

れ
て
い
た
こ
と
だ
。

著
書
が
世
に
出
て
二
十
五
年
が
経
っ
た

今
日
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
色
褪
せ
る
ど
こ

ろ
か
、
国
や
社
会
、
そ
し
て
我
々
企
業
社

会
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
指

摘
さ
れ
た
項
目
に
「
少
子
化
、
人
口
減
少
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
な
ど
を
足
せ

ば
現
在
で
も
立
派
に
通
用
し
て
し
ま
う
。

世
紀
が
変
っ
て
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た

と
い
う
の
に
課
題
が
同
じ
と
い
う
と
こ
ろ

に
現
代
社
会
の
複
雑
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。

《
警
鐘
に
対
応
し
て
き
た
当
会
の
歩
み
》

前
述
の
難
度
の
高
い
課
題
の
「
解
」
に
、

世
界
が
、
日
本
が
、
そ
し
て
我
々
企
業
社

会
は
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
今
で
も
挑
戦

し
て
い
る
。
当
協
会
と
て
埒
外
で
は
な
く
、

六
十
年
の
歩
み
は
ま
さ
に
こ
れ
ら
課
題
の

「
解
」
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
と
云
っ

て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
果
断
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

一
連
の
活
動
を
通
し
て
分
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
県
内
の
中
核
的
な
企
業
の

結
合
体
で
あ
る
当
協
会
の
活
動
が
会
の
内

部
、
つ
ま
り
身
内
に
向
け
た
も
の
だ
け
で

よ
い
の
か
と
い
う
声
が
バ
ブ
ル
の
崩
壊
後
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
内
部

か
ら
急
速
に
高
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
人

事
・
労
務
分
野
に
特
化
し
、
メ
ン
バ
ー
企

業
の
隆
盛
と
発
展
を
主
要
任
務
と
し
て
き

た
従
来
の
同
士
的
結
合
の
団
体
か
ら
、
地

域
社
会
や
国
の
発
展
に
も
貢
献
す
る
組
織
、

つ
ま
り
総
合
経
済
団
体
へ
転
換
す
る
切
っ

掛
け
と
な
り
、
五
十
周
年
を
迎
え
た
平
成

八
年
頃
か
ら
意
図
的
に
活
動
領
域
を
拡
げ

て
き
た
。

《
新
た
な
段
階
》

メ
ン
バ
ー
の
全
面
的
な
支
援
を
得
て
当

協
会
の
活
動
は
年
々
拡
大
し
多
方
面
に
及

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
活

動
に
対
し
外
部
の
評
価
も
日
増
し
に
高
ま

り
、
総
合
経
済
団
体
へ
の
転
換
は
順
調
に

推
移
し
た
。

《
目
指
す
方
向
》

会
の
性
格
が
総
合
経
済
団
体
に
転
換
し

た
か
ら
に
は
埼
玉
県
を
「
活
力
に
溢
れ
、

魅
力
あ
る
経
済
社
会
」
に
し
た
い
と
す
る

思
い
は
強
く
、
こ
こ
数
年
総
会
の
都
度
会

員
各
位
に
こ
う
し
た
思
い
を
伝
え
事
業
計

画
に
盛
り
込
ん
で
き
た
。
六
十
周
年
を
迎

え
た
只
今
、
こ
の
時
、
こ
の
考
え
は
更
に

強
く
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
六
十
周
年
と
い
う
節
目
に
あ

た
る
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
に
も
こ
う

し
た
考
え
を
色
濃
く
盛
り
込
ん
だ
。
計
画

の
規
範
と
な
る
「
基
本
方
針
」
に
、
会
員

向
け
事
業
の
拡
充
に
加
え
、
県
経
済
社
会

が
直
面
す
る
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
明

記
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
公
約
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
担
保
す
る
た
め
の
足
枷
と
な
る

「
活
動
理
念
」
と
「
行
動
原
理
」
を
別
途

定
め
た
。

要
旨
は
こ
う
だ
。
活
動
理
念
に
は
活
力

に
溢
れ
、
魅
力
あ
る
県
経
済
社
会
の
実
現

に
向
け
て
自
ら
行
動
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
理
念

の
実
現
を
図
る
た
め
に
日
常
活
動
の
原
則

と
な
る
四
項
目
の
行
動
原
理
を
決
め
た
。

一
つ
は
、
会
の
存
在
意
義
と
方
向
性
を

違
え
な
い
た
め
、
常
に
会
員
並
び
に
経
済

界
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
、
そ
の
実
現
に
努
め

る
。二

つ
め
に
は
、
ニ
ー
ズ
の
集
約
と
そ
の

実
現
に
は
内
部
の
英
知
の
結
集
に
加
え
て

他
機
関
と
の
連
携
、
つ
ま
り
産
学
官
の
連

携
に
注
力
す
る
。

三
つ
め
は
、
時
代
は
常
に
流
動
的
で
あ

り
、
新
た
な
課
題
に
迅
速
且
つ
的
確
に
対

応
す
る
。

最
後
の
四
つ
め
は
、
総
合
経
済
団
体
と

し
て
の
使
命
を
果
た
す
に
は
、
会
の
足
腰

の
強
化
と
安
定
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら

会
員
の
増
強
と
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る

こ
と
を
明
記
し
た
。

《
存
在
意
義
と
そ
の
証
明
》

六
十
年
の
歴
史
は
、
会
そ
の
も
の
が
常

に
進
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
続
け
た
こ

あ
か
し

と
の
証
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

左
は
さ
り
な
が
ら
、
当
会
が
今
遭
遇
し

て
い
る
こ
の
時
代
は
、
今
迄
に
経
験
し
た

ど
の
時
代
と
比
べ
て
も
高
度
に
複
雑
、
多

様
化
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
当
会
と
し

て
も
六
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
油
断
す

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
間
断
の
な
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
続
け
る
こ
と
が
一

層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
機
に
会
内
外
の
連
携
を

更
に
強
め
、
県
内
の
主
要
経
済
団
体
と
し

て
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
で
、
二
人
の
巨

星
や
内
田
氏
等
の
啓
示
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
ば
か
り
か
、
当
協
会
の
存
在
を
県

経
済
社
会
の
中
で
示
す
こ
と
に
な
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
る
。

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点

活活

識識

専
務
理
事

野
上

武
利
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今
年
度
で
四
年
目
を
迎
え
た
埼
玉
県

地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
の
平
成
十
七

年
度
事
業
報
告
会
な
ら
び
に
平
成
十
八

年
度
事
業
計
画
説
明
会
が
、
四
月
十
一

日
�
午
後
、
浦
和
区
の
あ
け
ぼ
の
ビ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
支
援
機
構
の
母
体
で
あ
る
本

会
原
宏
会
長
、
連
合
埼
玉
片
山
修
三
会

長
、
来
賓
と
し
て
埼
玉
労
働
局
村
上
文

局
長
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
長
島
徹
副

部
長
な
ど
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
三
十

名
が
参
集
し
、
テ
レ
ビ
埼
玉
や
新
聞
な

ど
の
マ
ス
コ
ミ
も
取
材
に
訪
れ
た
。

会
は
野
上
武
利
使
側
代
表
（
本
会
専

務
理
事
）
が
「
埼
玉
で
は
、
連
合
埼
玉

と
本
会
の
間
で
産
業
を
活
性
化
さ
せ
て

雇
用
を
創
出
さ
せ
る
た
め
の
『
彩
の
国

新
産
業
・
雇
用
創
出
共
同
研
究
会
』
を

十
年
前
に
発
足
さ
せ
、
両
者
の
課
題
を

論
議
し
な
が
ら
研
究
を
重
ね
て
き
た
。

当
機
構
の
特
色
あ
る
事
業
は
こ
う
し
た

素
地
が
あ
っ
て
実
施
で
き
た
も
の
で
、

労
使
が
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
代
表
挨
拶
、
片
山
連
合
埼
玉
会

長
は
「
若
年
者
の
失
業
率
は
改
善
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
全
体
平
均
の
二
倍
程

度
と
依
然
と
し
て
高
く
、
憂
慮
す
べ
き

状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
当
機
構
で
実

施
し
て
い
る
若
年
者
の
就
職
支
援
に
対

す
る
事
業
の
評
価
は
高
く
、
今
年
度
も

期
待
す
る
。
雇
用
が
な
け
れ
ば
、
行
政

の
財
源
で
あ
る
税
収
が
減
少
す
る
こ
と

は
必
須
で
、�
雇
用
の
崩
壊
は
地
域
社

会
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
�
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
」
と
雇
用
の
重
要
性
を

訴
え
、
原
本
会
会
長
は
、「
当
県
に
お

け
る
景
気
の
上
昇
や
雇
用
状
況
の
好
転

に
は
、
連
合
埼
玉
と
本
会
が
こ
こ
十
年

間
雇
用
問
題
に
対
し
て
真
剣
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
貢
献
し

て
い
る
と
思
う
。
若
年
者
対
策
な
ど
高

い
評
価
を
得
て
い
る
の
は
、
労
働
局
、

産
業
労
働
部
、
教
育
局
の
皆
さ
ん
と
の

連
携
が
長
年
に
亘
っ
て
密
に
行
わ
れ
た

か
ら
こ
そ
と
思
う
」
と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
村
上
文
埼
玉
労
働
局
局

長
と
長
島
徹
県
産
業
労
働
部
副
部
長
か

ら
来
賓
挨
拶
を
頂
戴
し
、
そ
の
後
、
平

成
十
七
年
度
事
業
実
施
報
告
な
ら
び
に

平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
説
明
会
が
行

わ
れ
た
。
事
業
報
告
お
よ
び
計
画
の
説

明
は
、
本
会
と
連
合
埼
玉
の
主
管
事
業

ご
と
に
三
国
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
本

会
常
務
理
事
事
務
局
長
）
と
竹
花
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
連
合
埼
玉
事
務
局

長
）
が
行
っ
た
。

平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
で
は
、
若

年
者
就
職
支
援
事
業
と
し
て
「
は
じ
め

の
一
歩
塾
」「
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
」「
進

路
指
導
者
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」「
四
者
面

談
会
」
と
市
町
村
行
政
の
雇
用
施
策
支

援
事
業
と
し
て
「
雇
用
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
継
続
実
施
し
、

二
〇
〇
七
問
題
対
応
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
団
塊
の
世
代
の
定
年
離
職
予
定
者
を

対
象
に
離
職
後
の
動
向
を
ニ
ー
ズ
調
査

し
、
社
会
参
画
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
そ
の
模
様

を
特
別
報
道
番
組
と
し
て
放
映
す
る
な

ど
を
新
た
な
事
業
と
し
て
紹
介
し
た
。

報
告
会
後
の
意
見
交
換
で
は
、
参
加

者
か
ら
二
〇
〇
七
問
題
の
調
査
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
若
年
者
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
や
、
事

業
内
容
に
関
す
る
感
想
な
ど
、
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。
村
上
労
働
局
長
は

「
埼
玉
の
機
構
は
発
足
当
時
か
ら
評
価

さ
れ
て
い
た
。
特
に
若
年
者
雇
用
に
対

す
る
取
り
組
み
は
他
県
に
類
を
見
な
い

素
晴
ら
し
い
内
容
だ
と
思
う
。
今
年
度

も
期
待
し
た
い
。」
と
の
感
想
を
語
ら

れ
た
。

最
後
に
、
労
側
代
表
を
務
め
た
佐
藤

宏
連
合
埼
玉
顧
問
が
退
任
し
、
竹
花
康

雄
連
合
埼
玉
事
務
局
長
（
現
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
が
労
側
新
代
表
に
就
任
す

る
こ
と
を
発
表
し
閉
会
し
た
。

◆
事
業
報
告
会
出
席
者

〔
本

会
〕

原
宏
会
長
、
野
上
武
利
専
務
理
事
、
三

国
雅
裕
常
務
理
事
事
務
局
長
、
野
口
寛

治
法
規
部
長
、
宮
田
信
久
調
査
部
長
、

鈴
木
孝
幸
総
務
課
長

〔
連
合
埼
玉
〕

片
山
修
三
会
長
、
佐
藤
宏
顧
問
、
竹
花

康
雄
事
務
局
長
、
内
藤
光
雄
副
事
務
局

長
、
佐
藤
道
明
副
事
務
局
長
、
木
村
俊

之
副
事
務
局
長
、
小
川
明
副
事
務
局
長

〔
埼
玉
労
働
局
〕

村
上
文
局
長
、
高
橋
恵
子
職
業
対
策
課

課
長
、
梅
沢
隆
職
業
対
策
課
係
長

〔
埼
玉
県
産
業
労
働
部
〕

長
島
徹
副
部
長
、
山
岸
隆
勤
労
者
福
祉

課
課
長
、
岩
橋
薫
雇
用
対
策
課
課
長
、

鈴
木
亨
若
年
者
就
業
支
援
室
室
長
、
斉

藤
義
昭
勤
労
者
福
祉
課
総
務
・
労
働
団

体
担
当
主
幹
、
齋
田
克
巳
勤
労
者
福
祉

課
労
働
団
体
担
当
主
査

〔
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
〕

杉
木
貴
喜
高
校
教
育
指
導
課
課
長
、
峰

稔
浩
高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事
、
持

田
雄
一
高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

〔
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
〕

越
河
澄
子
専
務
理
事

〔
中
小
企
業
研
究
所
〕

観
音
寺
一
嵩
常
務
理
事

労
使
就
職
支
援
機
構
が
事
業
報
告
と
計
画
説
明
会

離離
職職
後後
のの
団団
塊塊
のの
世世
代代
にに
照照
準準

新
年
度

計

画

社
会
参
画
意
識
の
高
揚
図
る

事
業
実
績
・
計
画
説
明

村
上
文
埼
玉
労
働
局
局
長
来
賓
挨
拶

原
会
長
挨
拶
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委 託 事 業 の 内 容

○高校生の就職支援施策として、県内公立高校の就職希望の生徒・保護者・進路指導
教諭・企業経営者による４者面談会を実施する。
◆「就職希望生徒の４者面談会」 ●１／１４・２８開催（４１組）

○高校生の職業・就職意識の醸成と実効ある進路指導の普及を図るため、県内公立高
校の進路指導教諭及び関係者による「進路指導セミナー」を開催する。
◆「公立高等学校進路指導者啓発セミナー」 ●９／６開催（１５０名）

○“中小企業人材確保戦略調査ガイドライン”にもとづき、中小企業経営者を対象に
「中小企業人材確保セミナー」を開催し、中小企業における雇用のミスマッチ解消
を図る。
◆中小企業人材確保セミナー ●２／２４開催（１７名）

○フリーター等、３５才未満の若年未就職者で就職希望者、在校中で就職希望者や就業
への不安を感じている学生等を対象に、自己キャリア形成、また、企業が重視してい
るコミュニケーション能力・職業人意識・ビジネスマナー等のスキル習得から悩み解
消のためのフォローアップまでを含めた塾を開催する。
◆「就職はじめの一歩塾」 ●計６回開催（１５０名）

●フォローアップ開催（２９名）

○厳しい雇用環境の中、就職活動している若者たちにとって保護者の役割は極めて大
きく、最も身近な支援者であり、相談者である。悩みを抱えた求職者に保護者とし
て“どう向き合い、どう対応していくのか”をテーマに、子どもの就職を支援する
ための「保護者セミナー」を開催する。
◆「親が子どもに伝える希望の未来セミナー」 ●９／１７開催（２５０名）

○経済のグローバル化や IT 時代のもと、多様な就業形態が一層増大する新しい時代
が進む中で「こころ豊かな生き方や働き方とは？」をテーマに、取り組み事例・環
境整備・課題など調査・研究する。
◆「事例研究等検討会の開催」 ●２回開催（２講師）
○多様な就業形態・環境整備に取り組んでいる企業経営者をパネリストとしたフォー
ラムを開催する。●１２／１５開催（４５０名）
◆「こころ豊かな生き方・働き方」フォーラム
○県内企業労使及び県民へ普及活動として広報活動を実施する。
◆「テレビ埼玉による特別報道番組の放送」 ●９０分番組１月放映

○昨年実施した「市町村就労実態アンケート調査」では、最も身近な行政機関の雇用
支援の必要性が明らかになっていることから、常設的な雇用支援機関や支援機能の
整備・拡充に向け、担当職員が今日の雇用構造の現状や今後の課題を認識すると同
時に、当該地域住民のニーズに即した有効的な雇用施策を企画立案し、その施策を
実践するコーディネート力を持つために、労働施策担当職員を対象に、その専門性
を身に着ける講座を開催する。
◆「雇用支援コーディネーター養成講座」 ●３／１５開催（１４名）

平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日

委託事業の事項

１．学校教育と連携
した高校生の就
職促進事業

２．中小企業の人材
確保支援

３．フリーターや３５
才未満の未就職
若年者に対する
就職支援事業

４．「就職未決定高
卒者」「求職活動
中の若者」「就職
活動を控えてい
る学生」等の保
護者を対象にし
た就職支援事業

５．活力ある多様な
生き方と働き方
の調査・研究・
普及活動の推進

６．市町村における
就労・雇用支援

事 業 期 間

平成１７年度 地域労使就職支援事業 実績
埼玉県地域労使就職支援機構
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平成１８年度 地域労使就職支援事業実施計画
埼玉県地域労使就職支援機構

委 託 事 業 の 内 容

１．３５才未満の未就職若年者及び就業への不安を感じている学生等を対象に、
自己キャリア形成から、企業が重視しているコミュニケーション能力・職
業人意識・ビジネスマナー等のスキル習得から悩み解消のためのフォロー
アップまでを含めたセミナー（就職はじめの一歩塾）を開催する。
�「就職はじめの一歩塾」の開催
・自己分析編（対象５０人 年４回 合計２００人）
・活動支援編（対象５０人 年４回 合計２００人）
・フォローアップ編（対象５０人 年２回 合計１００人）

２．フリーターやニートの保護者の役割は極めて大きく、最も身近な支援者
であり、相談者でなければならない。悩みを抱えた求職者に保護者として
また、労使の立場でフリーターやニートの増加に歯止めをかけるために、
“どう向き合い、どう対応していくのか”をテーマにセミナーを開催する。
�「就職支援保護者セミナー」の開催（対象２５０人 年１回）
３．進路指導担当者の指導力の向上を図るために、県内公立高校の進路指導
教員を対象に、長期（１年間）民間企業就業体験教員と受入経営者による
パネルディスカッションを行うセミナーを開催する。
�「公立高等学校進路指導者啓発セミナー」の開催（対象１５０人 年１回）

４．企業や社会が求める人材像を相互に確認するとともに、自分を見つめ直
し、進路選択を適正に絞り込む機会を提供するために、県内公立高校の就
職希望の生徒・保護者・進路指導担当教員・企業経営者の４者による面談
会を開催する。
�「就職希望生徒に対する４者面談会」の開催

（対象各２０組、年２回、合計４０組）

１．定年離職予定者に対し、ニーズ調査を実施し、再就職・起業・NPO登
録の希望等を把握、求職者情報、起業希望者情報、NPO登録希望者情報
を作成する。
�ニーズ調査の実施

（対象：埼玉経協会員企業、連合埼玉加盟組織、ほか １，０００社）
�求職者・起業希望者・NPO登録希望者情報リストの作成

２．定年離職予定者と労使を対象に、社会参画意識の高揚を図るためにフォ
ーラムを開催するとともに、フォーラムを中心に県内企業労使及び県民へ
普及活動として広報活動を実施する。
�「こころ豊かな生き方・働き方」フォーラムの開催

（対象３００名 年１回）
�「テレビ埼玉による特別報道番組」の放送 ・９０分番組（１月）
※ニーズ調査に基づき、求人ニーズ調査・合同面接会・セミナー・交流会の
追加事業を申請予定。

１．平成１６年度に実施した「市町村就労実態アンケート調査」では、最も身
近な行政機関の雇用支援の必要性が明らかになっていることから、常設的
な雇用支援機関や支援機能の整備・拡充に向け、担当職員が今日の雇用構
造の現状や今後の課題を認識すると同時に、当該地域住民のニーズに即し
た有効的な雇用施策を企画立案し、その施策を実践するコーディネート力
を持つために、労働施策担当職員を対象に、その専門性を身に着ける講座
の実施。
�「雇用支援コーディネーター養成講座」（対象１５０名 年２回）

平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日

委託事業の事項

�．現役高校生や大学生、フ
リーター、ニートなど若
年者の厳しい就職状況に
対応し、不安を感じてい
る３５才未満の未就職者等
を対象に早期就職を支援
する事業。

�．２００７年問題に対応し、定
年離職予定者を対象とし、
離職前から再就職及び起
業、NPO登録などを支
援するために、ニーズ調
査を実施する。

�．厳しい雇用情勢に対応し、
各行政の労働施策担当職
員を対象に雇用施策の専
門性を高め、労使の立場
で地域でのきめ細やかな
就職を支援する事業。

事 業 期 間

―１３―



��������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������

第
一
九
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
」
が
三
月
八
日
、
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
で
、
参
加
者
・
関
係
者
を

合
わ
せ
合
計
五
二
名
が
出
席
し
て
開
か

れ
た
。

生
き
生
き
過
ご
す
た
め
の
「
私
の
働

き
方
」
を
テ
ー
マ
に
職
場
体
験
の
事
例

発
表
や
意
見
交
換
な
ど
、
自
己
啓
発
に

取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
の
ヒ

ン
ト
な
ど
を
探
っ
た
。

午
前
中
は
、四
人
の
女
性
に
よ
る「
体

験
事
例
発
表
」、
午
後
か
ら
は
「
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」「
グ
ル
ー
プ

で
体
験
交
流
（
話
し
て
み
よ
う
、
聞
い

て
み
よ
う
）」と
続
く
三
部
構
成
。

第
一
部
の
体
験
事
例
発
表
で
は
、
四

人
の
女
性
が
様
々
な
立
場
か
ら
自
分
の

体
験
談
を
交
え
て
発
表
し
た
。

�
山
手
学
院
の
川
崎
淳
子
さ
ん
は
、

『
教
育
者
と
し
て
、
企
業
人
と
し
て
』

と
題
し
て
、
入
社
３
年
目
の
経
験
談
を

発
表
。
社
内
で
女
性
社
員
は
一
人
だ
け

と
い
う
環
境
の
中
で
、「
ど
う
し
た
ら

子
供
た
ち
や
保
護
者
の
方
の
信
頼
を
得

ら
れ
る
か
？
」「
愛
さ
れ
る
教
室
づ
く

り
と
は
？
」
と
い
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
る
中
で
の
体
験
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
て
語
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
「
私

に
し
か
出
来
な
い
仕
事
が
あ
る
は
ず
、

い
つ
か
は
責
任
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

続
い
て
エ
ー
ザ
イ
�
の
富
川
千
恵
子

さ
ん
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
６
年
経
験
す
る
中
で
保

全
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、

社
内
で
は
女
性
初
と
い
う

保
全
の
仕
事
に
携
わ
ら
れ

る
ま
で
と
、
現
在
の
経
験

を
『
保
全
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
』

と
題
し
て
発
表
。
保
全
技

能
士
の
資
格
を
取
得
し
た

り
、
社
内
の
勉
強
会
に
参

加
す
る
な
ど
の
経
験
を
積

み
、
今
で
は
そ
の
勉
強
会

の
講
師
を
担
当
し
て
い
る
。

「
今
後
は
今
ま
で
社
内
で

実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

女
性
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
き
っ
か
け
を
作
れ
れ

ば
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

そ
し
て
生
き
生
き
働
く
た

め
の
秘
訣
は
「
目
標
を
持

つ
こ
と
」
と
「
人
生
を
楽
し
む
こ
と
」

と
ま
と
め
た
。

続
い
て
、
日
本
電
鍍
工
業
�
の
伊
藤

麻
美
さ
ん
は
、
代
表
取
締
役
に
就
任
す

る
ま
で
と
就
任
後
６
年
間
の
経
験
を

「
願
い
は
叶
う
！
」
と
題
し
て
発
表
。

目
標
を
し
っ
か
り
持
ち
、
そ
れ
に
ど
う

到
達
す
る
か
を
考
え
、
ま
ず
は
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
が
大
切
と
語
り
、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
な
い
人
生
は
つ
ま
ら
な
い
し
、

願
い
は
叶
う
と
信
じ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

い
く
こ
と
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

続
い
て
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
の
山
田
知
穂
さ
ん

は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
３
年
活
躍
さ

れ
た
後
、
社
内
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
研
修
を
き
っ
か
け
に
、
営
業
部
門

に
異
動
、
そ
の
後
地
方
公
共
団
体
の
研

修
業
務
も
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で

の
経
験
を『「
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
〜

私
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
〜
』
と

題
し
て
発
表
し
た
。「
伝
え
て
い
く
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と
自
問
を

繰
り
返
す
中
で
「
自
分
の
中
で
伝
え
た

い
と
強
く
思
う
こ
と
と
、
相
手
を
思
っ

て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ

い
た
」
と
語
っ
た
。「
い
つ
か
は
自
分

流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
確
立

す
る
た
め
に
、
日
々
仕
事
を
し
て
い

る
」
と
目
標
を
語
っ
た
。

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
社
員
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

石
川
信
子
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

事
例
発
表
者
四
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎

え
、「
入
社
の
動
機
、
そ
し
て
当
時
ど

ん
な
働
き
方
を
考
え
て
い
た
か
？
」「
逆

境
に
あ
る
時
、
ど
う
過
ご
し
た
か
？
」

「
目
標
は
ど
う
定
め
た
ら
い
い
か
？
」

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
仕
事
の
両
立
の
バ

ラ
ン
ス
は
？
」「
ス
ト
レ
ス
の
発
散
方

法
は
？
」「
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

は
？
」
な
ど
に
つ
い
て
討
議
。

「
な
り
た
い
と
思
っ
て
具
体
的
に
動

い
た
結
果
、
今
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
っ

た
」「
目
標
を
持
っ
て
い
れ
ば
気
持
ち

が
ぶ
れ
な
い
。
何
が
あ
っ
て
も
、
気
持

ち
を
切
り
替
え
ら
れ
る
」
ま
た
「
組
織

の
中
に
い
る
と
大
き
な
目
標
は
持
ち
ず

ら
い
こ
と
も
あ
る
が
、
目
の
前
に
あ
る

仕
事
の
完
成
度
を
高
め
る
、
と
い
う
の

も
目
標
の
ひ
と
つ
」「
つ
ま
づ
い
た
時

は
自
分
を
見
直
す
い
い
機
会
。
自
分
の

性
格
と
向
き
合
っ
て
み
た
結
果
、
新
し

い
目
標
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
」
な

ど
、
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
様
々

な
意
見
が
出
た
。

続
い
て
の
第
三
部
で
は
、
参
加
者
が

六
、
七
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
体
験
を
も
と
に
意
見
交

換
を
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
す
ぐ
に
評

価
に
つ
な
が
ら
な
く
て
も
、
ほ
め
ら
れ

る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
」「
後
で
振
り

返
っ
た
時
に
あ
の
時
あ
あ
し
て
良
か
っ

た
と
、
思
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

「
小
さ
な
目
標
で
も
そ
れ
を
積
み
重
ね

て
い
け
ば
、
会
社
の
た
め
、
自
分
の
た

め
に
な
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
出
た
。

ま
と
め
と
し
て
石
川
信
子
氏
は
「
目

標
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と

で
、
自
分
自
身
が
達
成
感
を
味
わ
う
こ

と
」
そ
し
て
「
日
々
の
仕
事
を
大
切
に

こ
つ
こ
つ
と
続
け
る
こ
と
で
評
価
を
受

け
、
や
が
て
そ
の
人
の
意
見
が
経
営
に

反
映
さ
れ
て
い
く
。
そ
ん
な
地
道
な
こ

第第１１９９回回 生生きき生生きき職職場場体体験験交交流流のの集集いい
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『体験事例』発表など３部構成

４
人
４
様
の
「
生
き
生
き
」
が
様
々
な
体
験
を
交
え
て

語
ら
れ
た
事
例
発
表
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と
が
ま
だ
ま
だ
必
要
」
と
締
め
く
く
っ

た
。終

了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者

か
ら
「
簡
単
に
あ
き
ら
め
ず
、
も
っ
と

前
向
き
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
み
た
く

な
っ
た
」「
女
性
だ
か
ら
こ
そ
、
と
い

う
考
え
方
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
職

場
の
中
で
い
い
流
れ
を
作
っ
て
い
き
た

い
」「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
一
歩
踏
み
出

す
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
」

「
色
々
な
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
、
働
い
て

い
く
こ
と
が
楽
し
み
に
な
っ
た
」「
働

く
女
性
の
環
境
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
が
、

一
人
ひ
と
り
が
目
標
を
持
ち
、
生
き
生

き
働
く
こ
と
で
社
会
を
変
え
て
い
け
る

と
思
う
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

発
表
者
だ
け
で
は
な
く
、
参
加
者
一

人
ひ
と
り
の
「
働
く
こ
と
に
前
向
き
な

姿
勢
」
と
「
参
加
者
同
士
の
熱
心
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
明
日
か
ら

の
活
力
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
「
熱
気
」

を
生
み
出
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
「
生
き
生
き
と
働

い
て
い
く
」
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ

れ
に
感
じ
取
っ
た
よ
う
だ
。

事事
例例
とと
発発
表表
者者

�「
教
育
者
と
し
て
、企
業
人
と
し
て
」

�
山
手
学
院

川
崎
淳
子
様

�「
保
全
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」

エ
ー
ザ
イ
�
美
里
工
場

製
剤
部
注
射
剤
室

富
川
千
恵
子
様

�「
願
い
は
叶
う
！
」

日
本
電
鍍
工
業
�

代
表
取
締
役

伊
藤
麻
美
様

�「『
伝
え
る
』
と
い
う
こ
と
〜
私
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
〜
」

Ａ
Ｇ
Ｓ
�
公
共
事
業
本
部

公
共
営
業
部

山
田
知
穂
様

集集
会会
スス
タタ
ッッ
フフ

《
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
》

社
員
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト石

川
信
子

《
ス
タ
ッ
フ
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

町
田

恭
子

宮
田

信
久

星
�
恵
美
子

（
敬
称
略
）

参参
加加
会会
社社
・・
組組
織織

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、

伊
藤
鉄
工
�
�
、
�
イ
ビ
サ
�
、
岩
堀

建
設
工
業
�
�
、
エ
ー
ザ
イ
�
美
里
工

場
�
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
�
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

埼
玉
支
店
�
、
�
亀
屋
�
、
川
口
信
用

金
庫
�
、
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�
�
、
�
久

喜
菖
蒲
工
業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー
�
、

�
コ
ー
セ
ー
�
、
サ
イ
ボ
ー
�
�
、
三

協
食
品
工
業
�
�
、
三
州
製
菓
�
�
、

昭
和
管
工
�
�
、
大
東
ガ
ス
�
�
、
�

太
洋
社
印
刷
所
�
、
通
信
興
業
�
川
越

工
場
�
、
東
彩
ガ
ス
�
�
、
�
ど
ん
�
、

内
藤
環
境
管
理
�
�
、
日
本
電
鍍
工
業

�
�
、
日
本
ノ
ッ
ズ
ル
精
機
�
�
、
�

パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
�
、
�
ピ

ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
、
武

州
ガ
ス
�
�
、
武
州
産
業
�
�
、
�
メ

デ
カ
ジ
ャ
パ
ン
�
、
�
山
手
学
院
�
、

�
リ
ビ
ン
グ
広
告
社
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
五
二
名
。

新
入
社
員
研
修
が
四
月
四
日
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
、
四
六
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
野
上
武
利
専
務
理

事
よ
り
挨
拶
。

続
い
て
「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ

と
」
と
題
し
て
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業

�
総
務
部
人
事
サ
ー
ビ
ス
担
当
兼
安
全

健
康
管
理
担
当
部
長

小
川
鉄
雄
氏
に

よ
る
基
調
講
演
。

小
川
氏
か
ら
は
「
企
業
と
は
」「
働

く
と
は
」「
夢
を
持
つ
」
と
い
っ
た
テ

ー
マ
の
も
と
ご
講
演
頂
い
た
。
そ
の
中

で
小
川
氏
は
「
仕
事
と
は
、
ど
う
し
た

ら
そ
れ
が
出
来
る
か
を
考
え
、
実
行
す

る
こ
と
」「
目
標
に
な
る
人
を
見
つ
け

る
こ
と
」「
夢
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か

い
、
１
年
後
に
振
り
返
る
、
そ
れ
を
繰

り
返
し
て
い
く
こ
と
」
と
い
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
�

研
修
事
業
部
主
任
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

河
合
か
ほ
る
氏
に
よ
る
講
義
・
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
学
生
か
ら

社
会
人
へ
」「
効
率
的
な
仕
事
を
す
る

た
め
に
」「
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」「
自
己
啓
発
と
自

己
管
理
」。

速
や
か
に
職
場
に
対
応
し
、
ま
た
、

一
日
も
早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
よ
う
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
本
的
な
心
構

え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

�
久
保
田
製
作
所
藤
岡
工
場
�
、
�
埼

玉
県
生
態
系
保
護
協
会
�
、
サ
イ
デ
ン

化
学
�
�
、
信
越
ポ
リ
マ
ー
�
	
、
積

水
武
蔵
加
工
�
�
、
土
田
物
産
�
�
、

�
デ
ン
ソ
ー
�
、
東
京
セ
キ
ス
イ
工
業

�
�
、
日
本
電
波
工
業
�
�
、
�
ビ
ー

ジ
ー
シ
ス
テ
ム
�
、
武
州
ガ
ス
�



○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
四
六
名
。

小
川
氏（
日
産
デ
ィ
ー

ゼ
ル
工
業

）が
基
調
講
演

新
入
社
員
研
修
に
４６
名
が
参
加

「
訪
問
の
マ
ナ
ー
」
で
は
名
刺
交
換
の
マ
ナ
ー

を
学
ん
だ

「
目
標
の
定
め
方
」「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
仕
事

の
バ
ラ
ン
ス
」
な
ど
、
よ
り
身
近
な
テ
ー
マ
で

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
本
音
で
話
し
合
え
た
。
そ
し
て
自
分
の
仕
事

や
物
事
を
、
客
観
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
体
験
交
流

「
目
標
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
、

生
き
生
き
と
し
た
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
大

切
」
と
語
る
石
川
講
師
。

「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
と
題
し
て
基
調

講
演
を
す
る
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
�

小
川

鉄
雄
氏

―１５―
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熊
谷
工
業
団
地
に
立
地
す
る
�

と
く
で
ん
れ
ん
ま

徳
田
練
磨
工
作
所
の
所
在
地
は
熊

み

い

づ

が
は
ら

谷
市
の
御
稜
威
ケ
原
。
同
社
を
訪

問
し
た
折
、
説
明
を
受
け
た
社
名

と
地
名
の
読
み
方
と
由
来
に
興
味

を
抱
い
た
。
ま
ず
社
名
に
つ
い
て

は
、「
道
徳
科
学
専
攻
塾
（
現
麗

澤
大
学
）」を
開
設
し
た
教
育
者
廣

池
千
九
郎
博
士
と
深
耕
の
あ
っ
た

同
社
の
創
業
者
黒
田
熊
吉
氏
が
博

士
に
社
名
の
命
名
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、『
人
徳
は
稲
穂
の
如
く
田

畑
に
育
み
、
実
る
に
従
っ
て
頭
を

垂
れ
る
よ
う
に
、
心
の
練
磨
を
怠

る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
』
と
の
意

と
く
で
ん
れ
ん
ま

味
で
『
徳
田
練
磨
』
の
掲
額
を
賜

り
こ
れ
を
社
名
と
し
た
。
ま
た
、

み

い

づ

が
は
ら

地
名
の
御
稜
威
ケ
原
は
、
こ
の
地

域
が
旧
陸
軍
飛
行
学
校
だ
っ
た
当

時
の
昭
和
十
二
年
、
昭
和
天
皇
が

学
校
を
訪
ね
た
時
、
お
名
付
に
な

っ
た
と
い
う
。

特
殊
鋼
の
異
形
み
が
き
棒
鋼
の

引
抜
工
場
と
し
て
昭
和
六
年
に
創

業
し
、
自
動
車
部
品
や
産
業
機
械

用
に
使
用
さ
れ
る
み
が
き
棒
鋼
や

冷
間
圧
造
用
鋼
線
を
冷
間
引
き
抜

き
で
製
造
し
て
い
る
同
社
は
今
年

で
創
業
七
十
五
年
と
い
う
歴
史
を

持
つ
。
素
材
の
棒
鋼
や
線
材
を
熱

を
か
け
ず
に
冷
間
（
常
温
）
で
引

き
抜
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
�

肌
が
き
れ
い

�
強
度
が
高
い

�
精
度
の
高
い
物
が
で
き
る
事
な

ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
殊
鋼
の

冷
間
引
き
抜
き
に
は
高
い
強
度
の

金
型
が
必
要
で
、
さ
ら
に
、
客
先

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
は
確
か
な
技
術
力
と
品
質
の

維
持
、
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、

冷
間
引
き
抜
き
工
法
で
の
製
造
メ

ー
カ
ー
は
埼
玉
県
内
で
は
四
社
だ

け
だ
と
い
う
。

同
社
の
経
営
基
本
方
針
の
第
一

項
に
「
品
質
第
一
を
基
本
と
し
た

事
業
の
展
開
」
を
、
そ
し
て
今
期

経
営
方
針
で
も
一
番
目
に
「
品
質

を
最
上
位
に
置
い
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
掲
げ
て
い
る
。

平
成
十
二
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

２
、
平
成
十
五
年
に
は
自
動
車
業

界
の
品
質
シ
ス
テ
ム
Ｑ
Ｓ
‐
９
０

０
０
（
米
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
）
の
認

証
を
取
得
し
、
今
年
は
さ
ら
に
高

水
準
の
品
質
保
証
を
掲
げ
、
最
高

水
準
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｓ
１
６
９
４
９

（
２
０
０
２
）
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０

０
１
（
２
０
０
０
）
を
二
月
に
受

審
し
、
五
月
に
認
証
取
得
し
た
。

品
質
シ
ス
テ
ム
取
得
を
牽
引
す
る

蘆
田
社
長
は
、「
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
取
得
・
継
続
す

る
こ
と
は
大
変
だ
が
、
品
質
と
は

仕
事
の
質
と
も
捉
え
、
規
格
や
手

順
の
整
備
・
遵
守
に
積
極
的
に
取

り
組
み
顧
客
満
足
に
つ
な
げ
た

い
」
と
語
っ
た
。
基
本
の
質
を
大

切
に
す
る
「TO

K
U
D
EN

」
は
日

本
の
も
の
づ
く
り
メ
ー
カ
ー
と
し

て
品
質
最
優
先
に
と
こ
と
ん
こ
だ

わ
っ
て
い
た
。

蘆田昭雄社長

三
協
食
品
工
業
�
は
食
品
素
材

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
昭
和
三
九
年

の
創
業
以
来
、
多
く
の
食
品
会
社

に
新
商
品
開
発
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、

「
粉
末
、
造
粒
食
品
素
材
」
を
提

供
し
て
き
た
。

近
年
の
多
様
化
・
多
彩
化
す
る

食
品
市
場
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

素
材
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
粉
末

食
品
素
材
で
は
、
ス
プ
レ
ー
ド
ラ

イ
に
よ
る
製
造
を
主
業
務
と
す
る

企
業
は
全
国
で
も
数
少
な
く
、
同

社
は
こ
の
分
野
で
独
自
の
製
造
技

術
を
培
い
、
常
に
時
代
を
先
取
り

し
た
商
品
開
発
と
、
ユ
ー
ザ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
多
彩
な
食
品

素
材
の
提
供
に
努
め
て
き
た
。

ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
法
（
噴
霧
乾

燥
法
）
と
は
液
体
を
微
細
な
霧
状

に
し
、
こ
れ
を
熱
風
中
に
噴
出
さ

せ
、
瞬
間
的
に
粉
状
の
乾
燥
物
を

得
る
方
法
で
、
粉
乳
、
ク
リ
ー
ミ

ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
、
粉
末
油
脂
、
粉

末
調
味
料
、粉
末
果
汁
な
ど
、様
々

な
食
品
・
素
材
が
製
品
化
さ
れ
て

い
る
。
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
法
と
比

べ
同
法
は
短
時
間
で
多
量
の
製
造

が
可
能
で
あ
る
た
め
、
製
造
コ
ス

ト
が
安
価
で
、
し
か
も
食
品
の
風

味
の
劣
化
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

こ
と
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
か

ら
同
社
の
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

製
造
品
目
は
粉
末
チ
ー
ズ
、
粉

末
油
脂
と
し
て
バ
タ
ー
、
ゴ
マ
油
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
の
調
理
油

脂
パ
ウ
ダ
ー
、
醤
油
や
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
、
ネ
リ
ゴ
マ
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
の

調
味
料
油
脂
パ
ウ
ダ
ー
製
品
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
や
カ
プ
チ
ー
ノ
ク
リ
ー

マ
ー
な
ど
の
食
品
素
材
パ
ウ
ダ
ー
、

ポ
ー
ク
・
チ
キ
ン
な
ど
の
畜
肉
エ

キ
ス
調
味
料
を
扱
っ
て
い
る
。
パ

ウ
ダ
ー
食
品
は
、
保
存
性
・
計
量

性
・
流
通
性
に
優
れ
、
食
品
加
工

分
野
で
広
く
利
用
さ
れ
、
製
菓
・

製
パ
ン
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

冷
凍
食
品
な
ど
が
あ
り
、
最
近
は

機
能
性
食
品
分
野
で
も
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。

同
社
で
は
他
社
に
先
駆
け
て
Ｄ

Ｈ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
高
度
不
飽

和
脂
肪
酸
の
高
安
定
性
パ
ウ
ダ
ー

を
実
現
、
最
新
の
設
備
・
装
置
を

駆
使
し
、
そ
の
技
術
力
に
よ
り
機

能
性
の
高
い
食
品
素
材
を
提
供
し

て
い
る
。

特
色
は
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
顧

客
と
同
社
の
研
究
開
発
部
門
・
製

造
部
門
が
一
体
と
な
っ
て
顧
客
の

要
望
に
マ
ッ
チ
し
た
製
品
を
造
り

込
ん
で
い
る
点
に
あ
る
。

一
方
、同
社
は「
安
心
と
信
頼
」

を
企
業
理
念
に
掲
げ
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
手
法
を
段
階
的
に
取
り
入
れ
、

品
質
管
理
の
徹
底
を
計
る
と
と
も

に
、
環
境
対
応
で
は
、
廃
棄
物
、

CO２
、
排
水
量
の
削
減
、
燃
料
の
効

率
使
用
な
ど
に
取
組
み
、
昨
年
環

境
省
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
認
証

も
取
得
し
て
い
る
。

なな話話題題 北北 西西 南南 中中

北
部
�
徳
田
練
磨
工
作
所

基
本
の
質
を
大
切
に
、
品
質
最

優
先
の
『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
』

西
部

三
協
食
品
工
業
�

「
安
心
と
信
頼
」
の
加
工
用
・
業

務
用
食
品
素
材
の
専
門
メ
ー
カ
ー
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会
社
に
お
伺
い
す
る
と
、
事

務
所
に
ま
で
美
味
し
そ
う
な
食

材
の
香
り
「
今
、
新
製
品
の
テ

ス
ト
中
で
失
礼
し
ま
す
」
と
野

倉
専
務
。

株
式
会
社
ピ
ア
ッ
ト
は
創
業

以
来
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
安
全
性

に
優
れ
て
い
る
学
校
給
食
用
の

食
材
を
通
じ
、
食
生
活
の
向
上
、

食
文
化
の
創
造
に
貢
献
し
て
い

る
食
品
総
合
商
社
で
あ
る
。

沿
革
は
昭
和
五
十
七
年
、
農

林
水
産
省
の
認
可
団
体
、
全
国

給
食
物
資
販
売
共
同
組
合
連
合

会
の
全
額
出
資
に
よ
り
、
�
全

給
販
物
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設

立
。
平
成
八
年
、
連
合
会
所
有

の
当
社
株
式
を
全
額
譲
り
受
け
、

独
立
社
と
な
る
。
平
成
九
年
、

商
号
を
ピ
ア
ッ
ト
と
改
称
、
現

在
に
至
る
。

販
売
先
は
や
は
り
学
校
給
食

関
係
で
約
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
と

高
い
。
そ
こ
で
、
他
業
種
へ
の

参
入
は
、
と
の
質
問
に
、
自
称

「
営
業
本
部
長
」
と
し
て
、
全

国
を
飛
び
回
る
天
野
弘
治
社
長

は
「
回
転
寿
司
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
等
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に

も
入
っ
て
い
る
が
、
品
質
管
理

面
等
々
で
は
学
校
関
係
が
一
番

厳
し
く
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
参

入
し
易
い
で
す
よ
」
と
自
信
を

見
せ
る
。

食
材
に
つ
い
て
は
、
国
内
に

限
ら
ず
世
界
各
地
か
ら
の
原
材

料
、
製
品
の
輸
入
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
海

道
そ
し
て
中
国
に
は
契
約
農
場

が
あ
り
、
自
然
豊
か
な
中
で
安

全
な
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
。

常
に
安
全
・
安
定
・
低
廉
を
基

本
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

独
自
の
環
境
方
針
を
策
定
し
、

平
成
十
七
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
の
認
証
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

商
品
開
発
に
つ
い
て
も
天
野

社
長
の
食
を
通
し
て
の
教
育
へ

の
情
熱
が
、
ア
イ
デ
ア
と
し
て

注
が
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
ん
の

一
例
は
、
飽
食
の
時
代
に
あ
え

て
地
味
で
単
純
な「
す
い
と
ん
」。

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
の
子
供
た
ち

に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
牛
乳
の
約

二
十
倍
の
「
か
え
り
煮
干
」。

焼
目
の
入
っ
た
ボ
イ
ル
加
熱
で

食
べ
ら
れ
る
「
丸
餅
」。
噛
む

こ
と
で
味
覚
の
発
達
、
肥
満
防

止
、
言
葉
の
発
音
を
明
瞭
に
す

る
「
か
み
か
み
昆
布
」
や
「
す

る
め
カ
ム
ち
ゃ
ん
」
等
々
で
あ

る
。天

野
社
長
は
こ
の
道
五
十
年
、

食
品
の
プ
ロ
、
食
育
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
と
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き

る
食
を
通
し
て
、
食
文
化
を
創

造
し
て
行
く
こ
と
に
、
七
十
二

歳
の
熱
き
心
は
今
で
も
少
し
の

揺
る
ぎ
も
な
い
。

天野弘治社長

「『
や
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
』、

と
お
褒
め
い
た
だ
く
一
方
で
、『
な

ぜ
変
え
た
の
』
と
の
声
も
一
部
に
あ

る
」
と
語
る
伊
勢
丹
の
松
浦
信
一
執

行
役
員
浦
和
店
長
。
海
外
店
を
含
め

営
業
畑
を
長
く
歩
ん
で
き
た
が
、「
お

客
様
の
『
マ
イ
イ
セ
タ
ン
』
へ
の
想

い
、
浦
和
と
い
う
地
元
を
盛
り
た
て

る
風
土
・
郷
土
心
は
、
今
ま
で
の
店

舗
で
は
経
験
が
な
い
ほ
ど
の
レ
ベ

ル
」
と
い
う
。

開
店
二
十
五
周
年
を
機
に
、
四
十

億
円
を
か
け
て
全
館
リ
モ
デ
ル
し
た

が
、
す
べ
て
は
『
顧
客
起
点
』。「
当

店
を
大
事
に
し
て
下
さ
っ
た
お
客
様

の
要
望
や
意
見
に
こ
だ
わ
り
、
こ
の

声
に
対
応
し
た
店
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
」。
と
り
わ
け
施
設
面
で

は
、
ト
イ
レ
は
す
べ
て
改
装
し
、
各

階
に
待
ち
合
わ
せ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

す
る
な
ど
、
く
つ
ろ
ぎ
と
ゆ
と
り
、

更
に
は
高
級
感
を
提
供
す
る
環
境
整

備
に
は
余
念
が
な
い
。
一
方
商
品
面

で
は
、
婦
人
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

を
一
フ
ロ
ア
ー
拡
張
さ
せ
、
ブ
ラ
ン

ド
も
三
割
程
度
新
し
く
な
っ
た
よ
う

だ
が
、
そ
の
代
表
は
な
ん
と
い
っ
て

も
県
内
初
登
場
の
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
。

「
注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
し
、

良
く
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
お
客
様
か
ら
の
要
望
で
最
も
多

か
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
が『
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
』
だ
っ
た
。
こ
れ
に
お
応

え
し
た
結
果
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」
は
意

外
な
応
え
。
こ
れ
を
機
に
商
圏
を
広

げ
、
新
規
の
顧
客
を
獲
得
す
る
と
い

う
以
上
に
、あ
く
ま
で『
顧
客
志
向
』

を
強
調
す
る
。

当
店
は
伊
勢
丹
の
中
で
は
本
店
に

次
ぐ
業
容
で
、
ち
な
み
に
本
州
内
埼

玉
以
北
で
も
常
に
ト
ッ
プ
を
争
う
営

業
規
模
。
来
年
三
月
期
の
売
上
目
標

は
、
四
九
〇
億
円
を
掲
げ
る
。
も
と

も
と
衣
食
住
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

店
舗
構
成
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
各

フ
ロ
ア
に
専
門
知
識
を
持
つ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
を
設
置
し
た

り
、
購
入
し
た
商
品
を
当
日
の
午
後

五
時
ま
で
に
配
送
す
る
「
食
料
品
サ

ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
」（
受
付
は
午

前
十
一
時
ま
で
）
や
「
保
冷
ボ
ッ
ク

ス
」、
手
荷
物
の
一
時
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
、
更
に
「
ベ
ビ
ー
休
憩
所
」
な

ど
ソ
フ
ト
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
も
拡
充

さ
せ
た
。

「
わ
ざ
わ
ざ
都
心
に
行
か
な
く
て

も
す
む
よ
う
な
店
づ
く
り
を
、
今
後

も
進
め
た
い
。
有
難
い
こ
と
に
当
店

に
は
、
三
世
代
に
わ
た
り
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
お
客
様
が
大
勢
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
伊
勢
丹
な
ら
で
は

の
、
上
質
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
ご
提
供
す
る
こ
と
で
、『
私

の
街
の
私
の
店
』
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
人
材
力
・

現
場
力
の
強
化
に
努
め
た
い
」
と
決

意
を
語
る
。

さ
て
、
も
と
も
と
デ
パ
ー
ト
と
い

う
と
男
性
の
居
場
所
が
限
定
さ
れ
る

と
こ
ろ
（
？
）。
今
回
の
全
面
改
装

の
相
乗
効
果
で
、
店
内
は
女
性
客
で

賑
わ
い
を
一
層
増
し
て
い
る
が
、
わ

れ
わ
れ
紳
士
も
の
売
り
場
も
、
フ
ロ

ア
こ
そ
変
更
に
な
れ
ど
、
ス
ペ
ー
ス

は
従
前
が
キ
ー
プ
さ
れ
て
い
る
の
で

ご
安
心
あ
れ
。

松浦信一店長

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部

�
ピ
ア
ッ
ト

学
校
給
食
用
食
材
を
通
じ
食
生
活

の
向
上
、
食
文
化
の
創
造
に
貢
献

中
部

伊
勢
丹
浦
和
店

開
店
２５
周
年
機
に
全
館
リ
モ
デ

ル
、「
顧
客
起
点
」
で
取
組
む

DATA

会 社 名：�伊勢丹 浦和店

所 在：さいたま市浦和区高砂１‐１５‐１

開 業：１９８１年４月

電 話：０４８‐８３４‐１１１１

営業時間：午前１０時から午後８時

従 業 員：６３０名

DATA

会 社 名：株式会社ピアット
本 社：戸田市笹目１‐４１‐４
代 表 者：代表取締役 天野弘治
設 立：昭和５７年４月１日
事業内容：業務用食材の販売、輸入、開発
資 本 金：９，５００万円
電 話：本社０４８‐４２２‐００８１
http : //www.piatto.co.jp

賑
わ
う
店
内

�
ピ
ア
ッ
ト
本
社
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１．合成橋梁の合理的設

計法の開発

２．岩石の等の長期劣化

予測モデルの開発

３．高減衰ゴム等の構成

則モデルの開発

４．免震ゴム支承の耐震

設計用力学モデルの

開発

奥井 義昭

（おくい よしあき）

１９８５年 埼玉大学大学院

理工学研究科修

士課程修了

１９８５年―１９８９年

川崎重工業�勤
務

１９８９年―１９９３年

埼玉大学助手

１９９３―現在 同助教授

１９９３年 工学博士（東京

大学）

１９９６年―１９９７年

デルフト工科大

学客員研究員

橋梁などの社会基盤構造物のデ
ザイン・設計基準や設計手法の開

発・構造解析、岩石やゴムなどの力学モデルの開
発を主に行っています。
修士課程修了後、川崎重工業に勤務しましたが、
そこでは斜張橋などの長大橋梁に関わる研究開発
や橋梁設計に携わりました。そのため、現在でも
橋梁に関わる研究開発には興味を持って取り組ん
でいます。橋梁などの社会基盤構造物の場合、民
間企業が発注者となることはまず無いため、民間
企業との共同研究はそれほど多くはありません。
しかし今までに、鋼コンクリート合成床版の共同
開発や実験などを行ってきました。さらに、最近
では社会基盤構造物のコスト縮減の要求は非常に
強く、これを受けた形で中小橋梁でも構造形態や
設計法の見直し、新しい橋梁形式の開発が急ピッ
チで行われています。その様な背景から、共同研
究を行う機会はますます多くなるものと期待して
います。
一方、岩石などの材料の力学モデルの研究は博
士論文で取り組みました。花崗岩などの硬岩の短
期強度と応力腐食に伴う材料劣化を考慮した超長
期挙動を予測するモデルを検討しました。この研
究は、岩盤内の貯蔵庫や廃棄物処理施設の長期安

定性を予測する研究に結びつき、研究を続けてい
ます。
高減衰ゴムの研究も材料レベルの力学モデルの
研究として、ここ数年重点的に取り組んできた研
究の一つで
す。高減衰
ゴムは構造
物の免震用
に近年にな
って開発・
実用化され
た材料で、
力学的に非
常におもしろい挙動
をします。ただ、新
しく開発されたこと
もあり既往の数値シ
ミュレーションモデ
ルでは、その挙動が
再現されないことが
多いのが現状です。
そのため高減衰ゴム
用の力学モデルの開
発行っています。

１．糖を原料とした生理
活性を有する高機能
材料の開発

２．シクロデキストリン
利用した高機能材料
の開発

３．多糖を基盤とした生
分解性プラスチック
の開発

４．天然多糖の高次機能
化と利用

５．医療材料を目的とし
た酵素阻害剤の開発

６．新規合成高分子の開
発

松岡 浩司
（まつおか こうじ）
成蹊大学および北海道
大学大学院において複合
糖質糖鎖の機能に関する
研究を行った。その後、
埼玉大学工学部において、
それら糖鎖の集積化を行
い、細胞表層の模倣と高
い生理活性の発現に関す
る研究の展開を行ってい
る。博士（理学）。

糖タンパク質、糖脂質、プロテ
オグリカンと呼ばれる複合糖質は、

生体内において普遍的に存在し、様々な生命現象
に関わっている。それら複合糖質中の糖鎖は、ペ
プチド、核酸に次ぐ第三の生命鎖とも呼ばれ、重
要な生命現象に関連した情報の担い手となってい
る。最近の研究において、細胞表層上では、糖タ
ンパク質や糖脂質が、それら自身で集積化した領
域を形成することにより糖鎖の集積化（クラスタ
ー化）が起こり、その結果として糖鎖に対する親
和力の向上が発現していると考えられている。こ
のような背景を踏まえ、機能性の糖鎖誘導体の合
成とそれらのクラスター化を行っている。
工学部機能材料工学科では、物理、生物、化学
の基礎領域を重ね合わせた学際領域と呼ばれる分
野の教育と研究を行っている。私たちのグループ
では、化学と生物の境界領域の研究を行っている。
まず、化合物の作製は、有機化合物を巧みに操る
有機合成手法と酵素などの水系において高い効率
で反応を行うことのできる生化学手法の２種類の
異なる手法を用いて行っている。さらに、細胞表
層を模倣するために、糖鎖のクラスター化を行い、
多価型の化合物へと誘導している。これらの最終
目的物は、天然の糖鎖の機能を模倣しているため、

いずれも水溶性の化合物となり、水系の生物学的
評価により活性評価を行っている。例えば、日本
において最初の事例となった浦和の幼稚園児のO
１５７感染は、大腸菌O１５７：H７の産生するベロ毒
素が根源である。このベロ毒素は、特定の糖脂質
の糖鎖に接着し、細胞内に毒素を侵入させる。我々
は、上述の手法を用いて、毒素のブロッカーを作
製し、完全に中和できる化合物の合成に世界に先
駆け成功した。
このような機能性糖鎖の人工クラスターは、多
価の糖鎖の機能を発現し、著しい活性の向上がで
きるため、広い分野に展開できると期待している。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

構造設計と材料力学モデルの開発
大学院理工学研究科 環境科学・社会基盤部門 奥 井 義 昭 助教授

糖鎖の機能とクラスター化
大学院理工学研究科 物質科学部門 松 岡 浩 司 助教授

建設中の日本・エジプト友好橋

合成桁の実験

実験風景

―１８―
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CAE技術に関する研究、高精度解析のための新有
限要素の開発、PCクラスターによる大規模解析の研
究等が専門です。
CAEとは、広義には１９８０年代に米 SDRC社が提案

した解析・設計・試験の統合化の概念ですが、狭義に
は最近ではCAEソフトを利用した計算・解析の意味
で用いられます。CAEの活用により、設計の合理化・
高効率化・高信頼性化・新製品開発等に貢献すること
が出来ます。
設計はものづくりのベースであり、CAEは設計の
強力なツールといえます。然しCAEソフトウェアは
入力さえすれば何らかの結果が得られるものであり、
結果を正しく評価し、設計に適切に反映させることが
重要であることを、私は授業等で強調しています。そ
のためにはCAEソフトウェアの処理内容を理解する
ことが肝要であり、本学製造学科での有限要素教育で

はそこに力点をおいた授業を行っています。
埼玉県産業界とのCAEに関する相談は現在のとこ
ろ、それほど多くはありませんが、一昨年には飛行場
滑走路等におけるマンホール鉄蓋の強度計算という相
談がありました。マンホール蓋の設計計算には慣用的
な方法が用いられて来ましたが、これを更に合理化す
るにはどうしたら良いかと言う相談でした。
本県産業界でCAE技術を使っての各種解析相談が
あれば是非、大学の門を叩いて頂きたいと考えていま
す。本学には最新のCADと CAEソフトウェアを備
えていますので、強度設計分野のみならず、鋳造・鍛
造等のプロセス分野でもお役に立てられるのではない
かと考えています。
最近、第１期の卒業生が戻って言う事には、「先生、
現場でもCAE使ってますよ！」確かにそのような時
代になって来ていると痛感しています。

建築のデザインコード、生活空間の設計手法、アジ
アの伝統住宅など、建築を取り巻くものつくりの過程
とその使われ方に関する研究です。
たとえば札幌に彫刻家イサム・ノグチが設計した敷

地１８８ha という広大なモエレ沼公園があります。ここ
を訪れる人は一様に「いいなあー」と、とくに子供は
思わず駆け出すのですが、それはなぜかについて研究
を試みました。その理由のひとつに、そこにはピラミ
ッドや富士山のような、いわゆる錐体の巨大な築山が
沢山あって、錐体ですから垂直な壁はほとんどなく誰
でもどこでも行けないところはほとんどありません。
つまり公園全体を手で触れる仕組みになっています。
これは芸術と公園デザインが一体になった好例ですが、
無機質な論理優先の社会構造の中で人間性を取り戻す
にはどうすればいいかも研究のコンセプトです。
その切っ掛けは１９８６年から２年間の中国での留学生

ヤオトン

活です。黄土高原で当時４０００万人が住んでいた窰洞と
呼ばれる穴居の研究です。穴居といっても決して原始
的ではなく、ここでは黄土高原の風土を劇的なまでに
利用して伝統的なライフスタイルを守っています。「住
文化」の頑固さというか気合のようなものを学びまし
た。
地域文化と街つくりの関係でいえば、たとえば浦和
などは駅と県庁の間に幾筋もの細い路地が通っていて
歩行者優先のヒューマンスケールを感じますし、また
行田は往時の浮き城と蔵の街という面影がいまも狭い
路地に息づいています。こうした地域の歴史・伝統を
見失わない街つくりに貢献していきたいと思います。
蛇足ですが、中国では凧を使った空撮写真で穴居集落
の分析をしてきましたので、高度１００�くらいまでの
至近距離の空撮でしたら協力できると思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回

新製品開発、生産性向上に必要なCAE技術
製造技能工芸学科 野 村 大 次 教授

野村大次（のむら だいじ）教授・学科長 名古屋工業大学大学院（修士課程）修了、三井造船�勤務をへて２００１年からものつ
くり大学教授、技術士（情報処理部門・情報数理）、特種情報処理技術者、CAE・構造解析・有限要素法・計算力学・材料力学
等が専門で支援可能分野。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４５）

貢献したい歴史・伝統を生かした手触りの街つくり
建設技能工芸学科 八 代 克 彦 助教授

八代克彦（やしろ かつひこ）助教授・工学博士 東京工業大学、大学院卒業、２００５年４月からものつくり大学助教授、住宅建
築の設計手法、人体－建築―都市に関する共時的研究、中国・東アジアの伝統的住居、至近距離からの空撮、デザイン教育の歴
史と方法が専門で支援可能分野。（連絡先：０４８‐５６４‐３８５９）
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県
税
収
入
に
一
定
の
回
復
は
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
県
財
政
は
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
選
択
と

集
中
」
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
事
務
事

業
の
取
捨
選
択
を
行
い
、
県
内
企
業
の
活

性
化
と
雇
用
環
境
の
改
善
に
直
結
す
る
緊

急
性
の
高
い
事
業
へ
の
重
点
化
を
図
り
ま

し
た
。

◆
主
な
新
規
事
業
及
び
重

要
施
策

（

）
内
は
平
成
１８
年
度
の
予
算
額

（
単
位：

千
円
）

１

中
小
企
業
の
経
営
安
定
と

経
営
革
新
へ
の
支
援

�
中
小
企
業
向
け
制
度
融
資

（
１
、４
０
２
、２
８
７
）

中
小
企
業
へ
の
金
融
支
援
を
積
極
的
に

行
う
た
め
、
融
資
枠
４
、０
０
０
億
円
を

確
保

�
元
気
の
出
る
商

店
街
サ
ポ
ー
ト

事
業

（
２
８
、３
７
９
）

空
き
店
舗
や
歴

史
的
建
造
物
な
ど

を
活
用
し
た
事
業

へ
の
補
助
や
商
店

街
等
の
一
店
逸
品

開
発
を
推
進
し
、

魅
力
と
活
力
あ
る

商
店
街
づ
く
り
を

支
援

�
埼
玉
あ
き
ん
ど
未
来
塾

事
業

（
１
、８
７
９
）

�
安
全
・
安
心
な
商
店
街

づ
く
り
支
援
事
業

（
１
５
、０
０
０
）

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
か
ら
商
店
街

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
取
組
を
支
援

�
外
資
系
関
連
施
設
誘
致
・
海
外
支
援
事

業

（
２
６
、２
７
９
）

外
国
企
業
・
外
資
系
企
業
の
一
層
の
誘

致
促
進
を
図
る
と
と
も
に
米
国
に
お
い
て

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

２

新
事
業
の
創
出
に
向
け
た産

業
の
育
成

�
明
日
の
埼
玉
を
創
る
渋
沢
ス
ピ
リ
ッ
ツ

人
材
育
成
事
業

（
４
、９
４
５
）

教
育
局
と
連
携
し
、
産
業
の
担
い
手
と

な
る
若
者
の
人
材
育
成
を
推
進

�
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
支
援

事
業

（
１
８
、９
３
０
）

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
施
設

を
整
備
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
自
立
、

安
定
化
を
支
援

�
産
学
交
流
プ
ラ
ザ
管
理
運
営
費

（
１
０
４
、７
７
２
）

平
成
１９
年
４
月
開
設
を
予
定
す
る
（
仮

称
）
新
産
学
交
流
プ
ラ
ザ
の
開
設
準
備
を

行
う

�
産
学
連
携
・
産
業
創
出
総
合
支
援
事
業

（
２
０
、５
５
２
）

（
仮
称
）
産
学
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
を

６
月
（
予
定
）
開
設
し
、
相
談
機
能
、
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援
機
能
を
強
化

３

新
た
な
産
業
集
積
の
推
進

�
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
産
業

集
積
促
進
事
業
費

（
５
、４
９
３
）

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
け
る
産

業
集
積
を
民
間
主
導
で
促
進

�
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
整
備
事

業
費

（
２
４
、５
９
８
）

４

観
光
の
振
興
と
県
産
品
の
普
及

�
埼
玉
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
戦
略
事
業

（
７
、８
６
０
）

「
花
と
い
え
ば
埼
玉
」
と
い
う
観
光
イ

メ
ー
ジ
の
一
層
の
定
着
を
図
り
、
埼
玉
県

へ
の
誘
客
を
促
進

５

厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応
し
た

就
業
支
援

�
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
運
営

費

（
４
７
、４
７
９
）

�
若
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設

置
費

（
１
８
、７
７
７
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
、

「
ニ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
若
者
の
就
業
活

動
の
支
援
拠
点
を
整
備

�
精
神
障
害
者
就
労
支
援
モ
デ
ル
事
業

（
４
、７
７
６
）

精
神
障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
普
及
を
図
る
こ
と
で
精

神
障
害
者
の
雇
用
を
促
進

６

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

人
材
の
育
成

�
技
能
の
達
人
継
承
事
業
費（４

、６
６
２
）

高
度
な
技
能
を
有
す
る
企
業
Ｏ
Ｂ
等
の

登
録
及
び
県
内
中
小
企
業
へ
の
派
遣

７

働
く
人
の
生
活
支
援
と

労
働
問
題
へ
の
対
応

�
中
小
企
業
の
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援

対
策
事
業

（
２
、２
４
９
）

中
小
企
業
に
よ
る
子
育
て
支
援
へ
の
取

組
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
そ
の
取
組

を
サ
ポ
ー
ト

問
合
せ

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
７
１
５
）

我
が
国
で
は
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
数
が

急
速
に
減
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
進
行

は
、
国
の
将
来
を
左
右
す
る
大
き
な
問
題

で
す
。

近
い
将
来
の
若
年
労
働
力
の
減
少
や
、

働
く
人
の
意
識
の
変
化
に
対
応
し
た
企
業

経
営
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
従
業
員

の
仕
事
と
子
育
て
・
家
庭
生
活
の
両
立
支

援
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

県
で
は
、
企
業
の
皆
様
の
こ
う
し
た
取

組
を
支
援
す
る
た
め
、
�
「
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
員
」、
�
「
子
育
て
応

援
宣
言
企
業
」
の
登
録
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
登
録
い
た
だ
き
ま
す
と
、
県

が
子
育
て
応
援
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け

し
た
り
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
な

ど
に
よ
り
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い

ず
れ
も
応
募
の
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

企
業
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
両
制
度
へ
の

登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
�
は
県
子
育
て
支
援
課

（
０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
３
４
３
）、

�
は
県
勤
労
者
福
祉
課

（
０
４
８
‐
８
３
０
‐
４
５
１
３
）へ

地
域
、
業
種
、
企
業
規
模
に
よ
っ
て

は
温
度
差
が
あ
る
も
の
の
、
県
内
景
気

は
大
分
明
る
く
な
っ
て
き
た
。
回
復
の

最
大
の
要
因
は
企
業
自
身
の
努
力
だ
が
、

こ
こ
埼
玉
で
は
産
業
振
興
機
関
の
統
廃

合
や
、
特
別
融
資
制
度
の
拡
充
、
創
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
や
企
業
誘
致
の
推
進

な
ど
、
県
が
主
導
し
て
の
役
割
が
極
め

て
大
き
い
。
現
在
、
そ
の
施
策
の
何
れ

も
が
高
い
成
果
を
治
め
て
い
る
。

十
八
年
度
予
算
は
、
そ
れ
ら
の
施
策

の
継
続
に
加
え
て
、
当
協
会
が
会
を
挙

げ
て
取
り
組
む
産
学
連
携
や
、
若
年
者

の
人
材
育
成
策
に
も
留
意
し
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
評
価
し
て
い
る
。
同
時
に

施
策
に
当
協
会
の
主
張
が
数
多
く
採
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
本
会
と
し

て
も
県
と
連
携
し
て
、
こ
れ
ら
施
策
の

遂
行
に
あ
た
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

彩
の
国
か
ら
第第２２９９回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

産業労働部一般会計予算

伸び率

▲３．７％

―

平成１７年度

１９，７０３，３３１

１．２％

平成１８年度

１８，９７８，１３５

１．１％

予 算 総 額

一般会計構成比※

平平
成成
１１８８
年年
度度

産産
業業
労労
働働
部部
主主
要要
施施
策策

〜
産
業
労
働
部
が
重
点
的
に

取
り
組
む
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

「「
ワワ
ーー
クク
ララ
イイ
フフ
ババ
ララ
ンン
スス
推推
進進
員員
」」

「「
子子
育育
てて
応応
援援
宣宣
言言
企企
業業
」」にに
登登
録録
をを

〜
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め
の

企
業
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
�
〜

※県の一般会計予算に占める産業労働部事業予算
の割合

―２０―
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広
く
県
内
外
か
ら
参
加
者
募
集

第
３４
回

埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

第
二
十
七
次

小
笠
原
「
き
づ

き
・
ふ
り
か
え
り
」
洋
上
研
修
の

参
加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

こ
の
研
修
は
、
二
十
六
年
間
と

い
う
長
き
に
わ
た
り
一
貫
し
て
職

場
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
築
し
て
お
り
、
参
加
企
業
も
過

去
約
一
五
三
社
、
参
加
者
は
約
一
、

八
四
〇
名
以
上
を
数
え
る
実
績
が

あ
り
ま
す
。

研
修
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
を
通
信
教

育
で
学
び
な
が
ら
、
事
前
事
後
研

修
四
回
、
洋
上
・
島
内
研
修
六
日

間
、
延
べ
約
半
年
間
で
、
各
企
業
で
活

躍
が
期
待
さ
れ
、次
代
を
担
う「
人
材
」

が
、
組
織
の
核
と
な
る
職
場
リ
ー
ダ
ー

へ
と
成
長
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
、

知
識
・
技
術
・
態
度
を
総
合
的
に
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

研
修
ス
タ
イ
ル
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

よ
る
体
験
型
研
修
を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
編
成
さ
れ
て
お
り
、
異
業
種
や
他

企
業
研
修
生
と
の
相
互
啓
発
に
よ
り
、

�
変
革
の
時
代
�
に
不
可
欠
な
発
想
の

転
換
や
マ
ン
ネ
リ
の
打
破
に
つ
な
が
る

�
自
己
革
新
�
を
始
動
す
る
き
っ
か
け

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
信
頼
さ
れ

る
職
場
リ
ー
ダ
ー
」
形
成
へ
の
ヒ
ン
ト

を
与
え
る
自
己
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

本
研
修
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

参
加
者
の
派
遣
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。洋

上
研
修
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

電
話
〇
四
八
―
六
四
七
―
四
一
〇
〇

担
当
�
宮
田
、
町
田

当
会
主
催
の
実
業
団
剣
道
大
会
を
左

記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
剣
道
大
会
は
、
会
員
企
業

の
体
育
・
文
化
活
動
の
支
援
を
目

的
と
し
て
昭
和
四
十
五
年
に
第
一

回
大
会
を
開
催
し
、
回
を
重
ね
ま

し
て
今
年
が
第
三
十
四
回
目
と
な

る
歴
史
あ
る
大
会
で
す
。
現
在
は

会
員
企
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
を

問
わ
ず
企
業
・
団
体
に
属
す
る
社

会
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
大
会
と
い
た
し
て
お
り
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、
日
頃
の
稽
古

の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
い
た
し

ま
し
て
、
多
く
の
企
業
・
選
手
の

出
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
催

社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

後
援

財
団
法
人

埼
玉
県
剣
道
連
盟

株
式
会
社

埼
玉
新
聞
社

主
管

財
団
法
人

埼
玉
県
剣
道
連
盟
北
本
支
部

【
開
催
要
項
】

一
、
日
時

平
成
十
八
年
七
月
二
日
�

午
前
九
時
開
会

二
、
会
場

北
本
市
『
解
脱
錬
心
舘
』

（
げ
だ
つ
れ
ん
し
ん
か
ん
）

所
在
地
�
北
本
市
中
央
一
―
一
二
三

三
、
参
加
資
格

企
業
の
社
員
（
男
女
、

年
齢
、
会
員
非
会
員
、
埼
玉
県
内
外

不
問
）

四
、
参
加
費

団
体
戦

一
社
一
チ
ー
ム
参
加
の
場
合

六
、
〇
〇
〇
円

一
社
二
チ
ー
ム
参
加
の
場
合

八
、
〇
〇
〇
円

一
社
三
チ
ー
ム
参
加
の
場
合

一
〇
、
〇
〇
〇
円

個
人
戦

一
名
に
つ
き

一
、
〇
〇
〇
円

※
但
し
、
団
体
戦
出
場
者
は
、
個
人

戦
の
参
加
費
は
無
料
と
い
た
し
ま
す
。

五
、
申
込
〆
切

平
成
十
八
年
六
月

九
日
�

〔
申
込
方
法
、
お
問
合
せ
先
〕

社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

〇
四
八
―
六
四
七
―
四
一
〇
〇

担
当
�
宮
田
、
町
田

☆
全
研
修
日
程

二
〇
〇
六
年
六
月
〜
十
一
月

◆
事
前
研
修

第
一
回
�
七
月
二
十
六
日
�

第
二
回
�
八
月
二
十
八
日
�

第
三
回
�
九
月
二
十
五
日
�

◆
洋
上
・
島
内
研
修

十
月
五
日
�
〜
十
日
	

◆
フ
ォ
ロ
ー
研
修

十
一
月
二
日
�

◆
通
信
教
育

六
月
〜
九
月

☆
定

員

六
十
名

☆
対

象

職
場
リ
ー
ダ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
候
補

☆
使
用
客
船

お
が
さ
わ
ら
丸
（
六
、
六
七
九
ｔ
）

☆
参

加

費

一
名

一
八
三
、
〇
〇
〇
円

第２７次

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成

小
笠
原
洋
上
研
修
参
加
者
募
集

第２６次研修団集合写真 父島出航日

剣
道
大
会
の
熱
戦
の
模
様

―２１―
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日日
本本
経経
団団
連連

第第
９９８８
回回
労労
働働
法法
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム

「
格
差
差
別
事
件
、
改
正
均
等
法
、
セ

ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
を
め
ぐ
る
法
的

留
意
点
」

６
月
５
日
�
１０
時
〜
１７
時（
�
）

〜
６
日
�
９
時
３０
分
〜
１６
時（
�
）

ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
２１
東
京
（
東
京
都

江
東
区
）

テ
ー
マ
の
よ
う
な
差
別
、
均
等
法
、

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
が
喫
緊
の

課
題
と
な
り
、
法
改
正
な
ど
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
的
留
意
点
を

検
討
い
た
し
ま
す
。
進
行
は
弁
護
士
の

講
演
と
質
疑
・
討
論
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。

�
「
男
女
差
別
、
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
、

均
等
法
改
正
、
男
女
差
別
以
外
の
格

差
差
別
事
件
（
最
近
の
裁
判
例
）
等

を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

弁
護
士

深
野
和
男
氏

�
「
母
性
保
護
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
紛
争
解
決
機
関
等
を
め
ぐ
る
諸

問
題
」

弁
護
士

岡
芹
健
夫
氏

会

費

１
名
四
八
三
〇
〇
円

（
消
費
税
込
み
、資
料
代
・
昼
食
費
含
む
）

問
い
合
わ
せ

日
本
経
団
連
労
働
法
制
グ
ル
ー
プ

�
０
３
‐
５
２
０
４
‐
１
９
１
５

第２４期 人事・労務・総務・庶務・現場管理担当者養成講座 全６講
＝開講満２４周年＝ ２００６年６月～７月、毎週午後開講、２１時間３０分コース

本会主催ご案内
ご指導講師

弁護士
外井 浩志 氏

弁護士
外井 浩志 氏

弁護士
外井 浩志 氏

弁護士
外井 浩志 氏

社会保険労務士
佐藤 基彦 氏

社会保険労務士
佐藤 基彦 氏

注）詳細のご案内状は後日お届けいたします。
会 費 �全講参加： 全講一括参加 会 員 ７５，０００円

（１名に付） 非会員 ９３，０００円
�特定講参加： 個別の希望講 会 員 １３，０００円
（１講・１名に付） ご参加 非会員 １６，０００円

◎会費振込み先： 埼玉りそな銀行 大宮西支店 埼玉県経営者協会名義 普通預金口座 �３７２２１２
または武蔵野銀行 本店 同名義 同口座 �０４４４１９

申込・問い合わせ先 〒３３０‐８６６９ さいたま市大宮区桜木町１－７－５ソニックシティビル９F
社団法人 埼玉県経営者協会 担当：法規部 会場は事務局と同じ住所（大宮駅西口正面２００�）
TEL ０４８―６４７―４１００� FAX ０４８―６４１―０９２４〈主会場・ソニックシティビル TEL ０４８―６４７―４１１１�〉

※参加お申込は FAXでも可能です。後程参加費をお振込み下さい。または、申込書に参加費を添えて現金書留でお送り下さい。
送金費用はご負担下さい。
※全講一括ご参加（その場合は交代出席も可能です、会費割引）はもとより、ご希望の個別講分割参加も可能です。

◎定 員 各講 ４０名（申込先着順〆切）

テ ー マ

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務管
理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース（採用、労働
契約、労働慣行、職場生活の基礎、賃金）～

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務管
理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース（労働時間、
外勤・裁量のみなし労働時間、休憩・休日、時間外・休日労働、
サービス残業）～

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務管
理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース（休暇、企業
内・外人事異動、懲戒、退職、解雇）～

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務管
理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース（パート・臨
時・嘱託、就業規則、男女均等と母性保護、セクハラ、個別紛争
解決手続、労働審判制度）～

すぐ役立つ社会保険の実務 パート�
～社会保険実務コース（健康保険・厚生年金保険、改正点を含め
て）～

すぐ役立つ労働保険の実務 パート�
～労働保険実務コース（労災保険・雇用保険、改正点を含めて）
～

時 間

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

日程・会場

６月１４日�
ソニックシティ
９０２研修室（９F）

６月２１日�
同 上

８０２研修室（８F）

６月２７日�
同 上

８０４研修室（８F）

７月５日�
同 上

９０１研修室（９F）

７月１２日�
同 上

９０１研修室（９F）

７月１９日�
同 上

９０１研修室（９F）

講番号

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

お茶代、資料代、参考図書代（講によって配布）、消費税などの費用を
含みます。全講参加お申込の場合、交代でのご参加もけっこうです。
会場は、すべてソニックシティビル８階または９階、講義時間には、
休憩・質問時間が含まれています。受付はいずれも開講１０分前から
（１３時頃）。

―２２―



解雇…意思表示必要
（解雇予告必要）

退職…約定終了事由

解雇猶予

長期の債務
不履行事由発生
（長期傷病欠勤）

期
間
満
了

解
雇
事
由

前
回
か
ら
精
神
障
害
社
員
等
の
取
扱

い
を
め
ぐ
っ
て
最
近
問
題
が
生
じ
て
い

る
私
傷
病
に
よ
る
休
職
制
度
と
そ
の
復

職
、
あ
る
い
は
休
職
期
間
満
了
時
の
取

扱
い
、
と
い
っ
た
休
職
を
め
ぐ
る
問
題

と
企
業
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
は
、
そ
の
第

二
回
目
で
あ
る
。

三

傷
病
休
職
と
期
間
満
了

退
職
と
の
関
係
は

�
休
職
期
間
満
了
退
職
と
同
解
雇
と
の

差
異
は

傷
病
休
職
制
度
は
、
前
回
に
述
べ
た

と
お
り
、
本
来
は
就
業
規
則
の
定
め
る

普
通
解
雇
事
由
で
あ
る
「
傷
病
に
よ
り

長
期
に
わ
た
り
業
務
に
耐
え
な
い
と

き
」
と
い
っ
た
正
常
な
勤
務
、
す
な
わ

ち
労
働
契
約
の
本
旨
に
従
っ
た
労
務
の

給
付
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
で
き
な
い

状
態
（
労
働
者
側
の
事
由
に
よ
る
著
し

い
債
務
不
履
行
状
態
）
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
民
事
契
約
関
係
の
一
般
的
通
則

に
従
っ
て
契
約
解
除
（
雇
用
契
約
の
場

合
は
解
雇
）
事
由
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
休
職
制
度
と
い
う

の
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
労

働
者
保
護
の
た
め
、
本
来
は
、
直
ち
に

契
約
解
除
す
な
わ
ち
解
雇
す
べ
き
と
こ

ろ
を
、
こ
の
よ
う
な
傷
病
欠
勤
状
態
の

発
生
時
に
お
い
て
直
ち
に
は
解
雇
の
意

思
表
示
を
し
な
い
で
、
一
定
の
猶
予
期

間
を
置
い
て
傷
病
状
態
の
回
復
状
況
を

待
つ
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
解
雇
の
期
限
つ
き
の
猶
予
の
制
度
で

あ
る
か
ら
、
休
職
期
間
が
満
了
し
て
も

復
職
で
き
な
い
と
き
は
、
解
雇
な
い
し

退
職
の
猶
予
期
間
が
経
過
し
た
こ
と
に

な
り
、
猶
予
条
件
が
切
れ
た
こ
と
と
な

る
た
め
、
休
職
期
間
満
了
時
に
よ
る
退

職
又
は
解
雇
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
図
示
す
れ
ば
別
図
の
と

お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
別
図
の
と
お
り
休
職
期

間
の
満
了
に
よ
る
雇
用
契
約
の
終
了
に

は
「
解
雇
」
と
「
退
職
」
の
二
つ
の
区

分
が
あ
り
、
解
雇
は
休
職
期
間
満
了
を

理
由
と
す
る
労
働
契
約
の
解
約
で
あ
る

か
ら
、
期
間
満
了
時
に
解
雇
す
る
旨
の

意
思
表
示
が
必
要
と
な
る
。
解
雇
で
あ

る
か
ら
、
労
働
基
準
法
の
解
雇
予
告
の

適
用
が
あ
る
。

一
方
、
休
職
期
間
満
了
に
よ
る
「
退

職
」
は
、
雇
用
期
間
満
了
と
同
じ
で
あ

り
、
あ
ら
か
じ
め
契
約
し
た
当
然
終
了

事
由
と
な
る
。
従
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

の
意
思
表
示
は
い
ら
な
い
（
法
律
上
の

要
件
で
は
な
い
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
休
職
期
間
満
了
と

し
て
退
職
と
な
る
場
合
は
、
�
期
間
満

了
の
翌
日
等
一
定
の
日
に
雇
用
契
約
が

自
動
終
了
す
る
こ
と
を
、
�
明
白
に
就

業
規
則
に
定
め
明
示
し
、
�
か
つ
そ
の

取
扱
い
に
つ
い
て
例
外
的
な
運
用
が
な

さ
れ
て
い
な
い
、
な
ら
ば
定
年
と
同
じ

よ
う
に
終
期
の
到
来
に
よ
る
労
働
契
約

の
終
了
と
な
り
「
解
雇
の
問
題
は
生
じ

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
（
昭
二
・
七
・

二
五
基
収
第
一
六
二
八
号
通
達
）。

判
例
で
も
、
一
定
の
休
職
事
由
を
設

け
そ
の
該
当
者
が
一
定
期
間
休
職
を
続

け
た
と
き
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ

て
当
然
退
職
す
る
旨
の
定
を
な
し
た
と

き
は
、
就
業
規
則
に
よ
っ
て
定
年
制
を

設
け
、
所
定
の
年
齢
に
達
し
た
と
き
当

然
退
職
す
る
旨
の
定
を
な
し
た
場
合
と

同
様
、
該
当
事
実
の
発
生
に
よ
っ
て
何

ら
の
意
思
表
示
を
要
す
る
こ
と
な
く
退

職
即
ち
雇
傭
契
約
終
了
の
効
果
を
生
ず

る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
或
い
は

こ
の
よ
う
な
場
合
に
解
雇
の
意
思
表
示

又
は
解
約
告
知
を
必
要
と
す
る
説
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
労
働
法
が
雇
傭
契
約
の

終
了
に
は
常
に
一
般
的
に
解
雇
の
意
思

表
示
を
要
求
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ

き
根
拠
は
な
く
、
ま
た
前
記
の
よ
う
な

場
合
に
解
約
告
知
を
要
求
し
て
い
る
も

の
と
解
す
べ
き
理
由
は
な
い
も
の
と
考

え
る
。
従
っ
て
就
業
規
則
に
よ
っ
て
休

職
期
間
満
了
ま
た
は
停
年
に
よ
る
当
然

退
職
の
規
定
を
設
け
て
も
そ
の
規
定
自

体
を
無
効
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
申
請
人
は
休

職
を
命
じ
た
こ
と
が
基
準
法
第
二
〇
条

に
い
わ
ゆ
る
解
雇
の
予
告
に
当
た
る
も

の
と
解
釈
し
そ
の
予
告
の
効
力
に
つ
い

て
論
争
を
展
開
す
る
け
れ
ど
も
被
申
請

人
が
前
記
規
程
に
基
づ
い
て
休
職
を
命

じ
た
こ
と
は
解
雇
の
予
告
そ
の
も
の
で

な
い
こ
と
勿
論
で
あ
り
、
右
論
争
は
休

職
命
令
に
解
雇
の
効
力
が
あ
る
と
の
法

律
的
見
解
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
前

記
の
と
お
り
当
裁
判
所
は
休
職
期
間
満

了
に
よ
る
雇
傭
契
約
の
当
然
終
了
に
つ

い
て
解
約
告
知
を
必
要
と
し
な
い
と
解

す
る
か
ら
、
予
告
の
効
力
に
つ
い
て
判

断
を
加
え
る
ま
で
も
な
く
契
約
終
了
の

効
果
に
影
響
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」（
昭
三
〇
・
九
・
二
三

東
京
地
裁
決
定
、
電
気
学
園
事
件
）
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
に
「
原
告

は
、
私
傷
病
休
職
の
場
合
の
休
職
期
間

満
了
に
よ
る
退
職
も
い
わ
ゆ
る
解
雇
に

あ
た
る
と
の
考
え
を
前
提
と
し
て
そ
の

主
張
を
な
し
て
い
る
が
、
労
働
協
約
、

就
業
規
則
上
従
業
員
は
休
職
期
間
満
了

ま
で
に
復
職
し
な
い
と
き
は
解
雇
ま
た

は
退
職
と
さ
れ
、
右
条
項
は
そ
の
効
力

発
生
の
た
め
に
特
段
の
意
思
表
示
が
要

件
と
さ
れ
て
い
る
と
は
解
さ
れ
ず
、
ま

た
、
右
要
件
が
充
足
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
会
社
に
退
職
さ
せ
る
か
否
か
を
決

定
す
る
裁
量
権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
と

も
解
さ
れ
ず
、
定
年
退
職
と
同
様
該
当

事
実
の
発
生
に
よ
っ
て
何
ら
の
意
思
表

示
な
く
雇
傭
契
約
終
了
の
効
果
を
生
ず

る
運
用
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、

右
休
職
期
間
満
了
に
よ
る
退
職
は
解
雇

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
八
十
一
回
―

傷
病
休
職
制
度
と
復
職
を

め
ぐ
る
問
題
（
そ
の
２
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―２３―



〈参考例A〉
休職期間満了による退職の規定

（休職期間満了自動退職）
第○○条 第○○条第○項第○号および第

○号の事由により、休職を命ぜら
れた者が前条の休職期間中に、そ
の事由が消滅せず、復職を命ぜら
れないときは、休職期間の満了日
をもって自動退職とする。

〈参考例B〉
休職期間満了による解雇の規定

（休職期間満了等）
第○○条 前条第○項に規定する休職期間

が満了する前に休職事由が消滅し
たときは、復職を命ずるものとす
る。
② 前項により復職が命ぜられない
ときは、休職期間満了日をもって
解雇となる。この場合においては、
休職期間満了解雇の１か月前に予
告するものとする。

〈参考例C〉
（休職期間満了の予告）
第○○条 会社は、第○○条第○項により、

休職期間中の社員が休職期間の満
了までに復職を命ぜられないとき
は、休職期間の満了の３０日前まで
に予告して解雇するものとする。

〈参考例D〉
（休職期間満了前の受診・解雇通知）
第○○条 会社は第○○条第○項により休

職中の社員に対し休職期間満了日
の１か月前までに復職できるか否
か会社の指定する医師の診断を受
けさせるものとする。
② 前項の診断結果、本人の常況、
疾病の回復状況、本人の傷病状態
と症状の変化その他の事情等を総
合的に判断して、会社は復職を命
ずるか、期間満了解雇となるかを
休職期間満了日の３０日前までに通
知するものとする。

で
は
な
く
、
雇
用
契
約
の
自
動
終
了
事

由
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。」（
昭
六

〇
・
五
・
三
一
千
葉
地
裁
判
決
、
昭
和

電
工
事
件
、
労
判
四
六
一
号
六
五
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
規
定
の
ち
が
い
を

就
業
規
則
で
規
定
化
す
れ
ば
、別
掲〈
参

考
例
Ａ
・
Ｂ
〉
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
参
考
例
Ａ
〉
は
、
休
職
期
間
満
了

を
理
由
と
す
る
退
職
制
度
の
例
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
場
合
に
は
前
記
通
達
の

要
件
を
充
足
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

何
日
付
を
も
っ
て
退
職
と
な
る
か
が
明

白
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
何
ら
の
意
思

表
示
を
要
し
な
い
こ
と
を
表
す
た
め

「
自
動
退
職
と
す
る
」
と
い
う
用
語
と

な
る
。

〈
参
考
例
Ｂ
〉
は
、
休
職
期
間
満
了

を
理
由
と
す
る
解
雇
の
例
で
あ
り
、
解

雇
の
意
思
表
示
と
解
雇
予
告
の
規
定
が

必
要
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
就
業
規
則
の
規
定

と
し
て
明
白
に
定
め
て
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。

�
休
職
期
間
中
に
「
休
職
事
由
が
消
滅

し
な
い
」
場
合
の
取
扱
い
は

休
職
事
由
の
消
滅
に
よ
る
復
職
お
よ

び
休
職
期
間
中
に
復
職
で
き
る
状
態
に

回
復
せ
ず
期
間
が
満
了
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
休
職
の

事
由
に
よ
り
本
来
、
本
人
の
意
思
次
第

に
か
か
っ
て
い
る
も
の
（
た
と
え
ば
、

「
海
外
留
学
生
に
応
募
し
て
留
学
す

る
」
と
か
、「
母
校
登
山
隊
の
海
外
登

山
に
参
加
す
る
」
等
）
と
、
客
観
的
な

出
勤
不
能
状
態
の
継
続
と
い
う
事
実
に

か
か
っ
て
い
る
も
の
（
た
と
え
ば
、「
私

病
に
よ
る
欠
勤
が
三
か
月
に
及
ん
だ
と

き
」
と
か
「
犯
罪
を
犯
し
逮
捕
、
勾
留

さ
れ
た
と
き
」
等
）
と
が
あ
る
が
、
両

者
は
性
質
が
異
な
る
の
で
そ
の
取
扱
い

も
別
と
な
る
。

前
者
の
本
人
の
意
思
に
よ
る
休
職
に

つ
い
て
は
、
休
職
期
間
満
了
ま
で
に
復

職
し
よ
う
と
思
え
ば
可
能
で
あ
り
、
規

定
さ
れ
て
い
る
休
職
期
間
中
に
復
職
し

な
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
本
人
の
意
思

に
基
づ
く
休
職
期
間
満
了
で
あ
り
、
そ

れ
は
退
職
又
は
解
雇
の
承
認
の
黙
示
の

意
思
表
示
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
傷
病
休
職
の
よ
う
な
場
合
の

休
職
期
間
の
満
了
時
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
前
述
の
と
お
り
こ
れ
を
「
当
然

退
職
」
と
す
る
も
の
と
「
解
雇
」
と
す

る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
傷
病
の
回

復
か
否
か
と
い
う
客
観
的
な
事
実
関
係

に
か
か
っ
て
く
る
（
こ
の
よ
う
に
必
ず

し
も
単
純
に
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
は

次
回
に
検
討
す
る
。）。
こ
の
場
合
、
前

者
の
当
然
（
自
動
）
退
職
の
場
合
に
は

約
定
雇
用
終
了
期
限
の
到
来
と
解
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
休
職
期
間
中

に
復
職
で
き
る
状
態
に
回
復
し
な
か
っ

た
就
労
不
能
ま
た
は
就
労
困
難
状
態
の

継
続
を
理
由
と
し
て
解
雇
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
前
述

の
と
お
り
就
業
規
則
の
定
め
い
か
ん
に

よ
る
。

な
お
、後
者
の
休
職
期
間
満
了
を「
解

雇
事
由
」
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
労

基
法
第
二
〇
条
に
従
い
休
職
期
間
満
了

時
の
少
な
く
と
も
三
〇
日
前
に
は
期
間

満
了
と
と
も
に
解
雇
に
な
る
旨
を
予
告

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、

「
会
社
は
、
組
合
員
が
左
の
各
号
の
一

に
該
当
す
る
と
き
に
解
雇
す
る
。

一

業
務
に
よ
ら
な
い
負
傷
又
は
疾

病
の
た
め
、
連
続
し
て
欠
勤
し
た
日
数

（
休
日
を
含
む
。）
が
左
の
期
間
を
超

え
た
と
き

結
核
性
疾
患

十
八
か
月

そ
の
他
の
疾
患

九
か
月

（
以
下
略
）」

と
い
っ
た
定
め
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
通
達
に
よ
れ
ば
、

「
貴
社
労
働
協
約
が
『
会
社
は
…
…
解

雇
す
る
』
と
規
定
し
て
い
る
点
よ
り
み

る
と
、
同
条
第
一
号
中
の
『
左
の
期
間

を
超
え
た
と
き
』
に
お
け
る
労
働
契
約

の
終
了
は
労
働
基
準
法
第
二
十
条
に
い

う
解
雇
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
同
法
所

定
の
解
雇
の
予
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。」（
昭
二
七
・

七
・
二
五

基
収
一
六
二
八
号
）

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
企
業
と
し
て
は
休
職
期
間

満
了
「
解
雇
制
」
を
定
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
別
掲
〈
参
考
例
Ｃ
・
Ｄ
〉
の
よ
う

に
就
業
規
則
で
明
白
に
予
告
に
つ
い
て

も
定
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

�
休
職
期
間
の
延
長
に
関
す
る
規
定

―
休
職
期
間
の
延
長
制
は

ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
―

企
業
に
よ
っ
て
は
、
休
職
期
間
の
延

長
制
度
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
傷
病
休
職
の
場
合
に

は
休
職
期
間
の
延
長
と
い
う
も
の
は
、

こ
れ
を
設
け
な
い
方
が
労
使
間
で
の
無

用
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
秘
訣
と

考
え
ら
れ
、
企
業
と
し
て
は
、
一
見
妥

当
と
み
え
る
こ
の
制
度
を
設
け
な
い
方

が
問
題
を
生
じ
な
い
こ
と
と
な
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
事
労
務

の
画
一
的
な
取
扱
い
と
し
て
の
休
職
期

間
満
了
に
よ
る
雇
用
関
係
の
終
了
と
い

う
点
か
ら
み
る
と
、
特
例
や
例
外
ケ
ー

―２４―



自由裁
量延長期
間

自由裁
量適用延
長期間

延長期間確定的

延長期間確定的

延
長
か
否
か

自
由
裁
量

一
定
要
件
充
足
に

よ
る
自
動
延
長

ス
を
設
け
な
い
方
が
の
ぞ
ま
し
い
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
い
う
の
は
、

休
職
期
間
の
延
長
制
度
が
あ
る
場
合
に

は
、
特
に
「
傷
病
休
職
」
の
場
合
に
つ

い
て
は
、
休
職
期
間
の
延
長
が
な
さ
れ

れ
ば
傷
病
が
治
癒
し
た
は
ず
だ
、
な
ぜ

休
職
期
間
の
延
長
規
定
を
適
用
せ
ず
、

治
癒
し
な
か
っ
た
と
し
て
解
雇
や
退
職

と
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

生
ず
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
休
職
期
間
の
延
長
制
度
の

あ
る
と
き
は
、
な
ぜ
延
長
し
様
子
を
み

な
か
っ
た
か
と
い
う
点
に
合
理
的
理
由

を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、
解
雇
権
の
濫

用
等
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
労
務
管
理
上
延

長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
得
る
の
で
、
延
長
制
度
を
設
け
る
場

合
で
も
、
最
長
延
長
期
間
を
限
る
こ
と

が
適
用
上
の
明
確
性
と
平
等
・
公
平
性

か
ら
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
休
職
期
間
を
延
長
す
る
か
ど
う
か

が
使
用
者
の
自
由
裁
量
と
な
っ
て
い
る

場
合
に
は
、前
述
の
休
職
期
間
満
了「
退

職
」
の
法
定
要
件
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

休
職
期
間
満
了
「
退
職
」
は
、
あ
く
ま

で
も
「
一
定
期
間
内
に
労
働
契
約
関
係

が
終
了
す
る
こ
と
が
明
白
に
定
め
ら
れ

て
い
る
」
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
も
、
使
用
者
が
休
職
期
間
を

延
長
せ
ず
雇
用
の
終
了
を
さ
せ
る
（
こ

れ
は
解
雇
の
意
思
表
示
）
と
の
意
思
表

示
が
延
長
制
度
を
有
す
る
企
業
で
は
必

ず
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
休
職
期
間
の
延
長
を
行
う
場

合
に
、
一
定
の
要
件
に
基
づ
く
自
動
的

延
長
と
な
る
場
合
と
、
そ
の
延
長
期
間

を
ど
う
す
る
か
は
使
用
者
が
自
由
に
定

め
ら
れ
る
場
合
と
、
就
業
規
則
に
お
い

て
「
三
か
月
間
延
長
す
る
」
と
か
「
三

〇
日
以
内
に
限
っ
て
延
長
す
る
」
と
い

っ
た
定
め
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
問
題
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
休

職
期
間
の
設
定
変
更
が
使
用
者
の
自
由

裁
量
で
実
際
上
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
期
間
満
了
に
よ
っ
て
雇
用
契
約
を

終
了
さ
せ
る
と
の
意
思
表
示
が
必
要
と

な
り
、
単
に
形
式
的
な
就
業
規
則
の
文

言
に
か
か
わ
り
な
く
従
来
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
実
態
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か

が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
休
職
期
間

満
了
が
解
雇
と
な
る
場
合
に
は
、
解
雇

猶
予
期
間
の
設
定
の
仕
方
が
自
由
裁
量

的
な
場
合
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
延
長
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
自
動
退
職
と
し
て
も
よ
い

背
景
が
あ
る
。
こ
の
関
係
を
図
示
す
れ

ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

退
職
金
は
、
そ
の
支
給
が
就
業
規
則
そ
の

他
で
明
白
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

賃
金
に
該
当
す
る
（
昭
二
二
・
九
・
一
三
発

基
一
七
号
）
が
、
退
職
金
制
度
を
定
め
る
か

否
か
は
企
業
の
自
由
で
あ
り
、
使
用
者
は
退

職
金
を
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
義
務
は
な
い
（
平
一
・
七
・
一
一
大
阪

地
裁
判
決
、
富
士
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
事

件
）。
し
た
が
っ
て
、「
退
職
金
支
払
い
の
約

束
も
、
退
職
金
支
給
の
慣
行
も
存
し
な
い
」

場
合
に
は
、
退
職
金
は
発
生
し
な
い
（
昭
六

〇
・
三
・
一
九
大
阪
地
裁
判
決
、
楠
ボ
イ
ラ

ー
産
業
事
件
）。

ま
た
、
正
社
員
に
は
支
給
す
る
が
、
嘱
託

等
に
は
支
給
し
な
い
と
い
う
取
扱
い
も
差
し

支
え
な
く
、
判
例
上
も
会
社

の
就
業
規
則
は
、
従
業
員
と

し
て
「
社
員
」
の
み
を
定
め

て
お
り
、就
業
規
則
で
は「
正

社
員
の
退
職
金
に
関
す
る
事

項
は
、
別
に
定
め
る
退
職
金

支
給
規
程
に
よ
る
」
と
定
め
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
退
職
金
規

程
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
嘱
託
社
員
に
つ

い
て
何
ら
規
定
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、「
被

告
会
社
に
は
従
業
員
の
種
類
と
し
て
、
社
員

の
ほ
か
に
嘱
託
社
員
の
区
分
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
、
就
業
規
則
及
び
退
職
金
規
程
は
社

員
の
み
を
対
象
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
」、
嘱
託
社
員
は
「
基
本
給
・
賞
与
の
額

が
一
般
社
員
よ
り
二
〇
〜
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト

減
額
さ
れ
る
こ
と
及
び
退
職
金
と
諸
手
当
は

支
給
さ
れ
な
い
旨
の
通
知
を
受
け
て
い
た
こ

と
、
そ
し
て
、
嘱
託
社
員
に
つ
い
て
、
現
実

に
右
通
知
内
容
ど
お
り
の
取
り
扱
い
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
」
等
か
ら
、「
右
認
定
の
事

実
の
も
と
で
は
、
原
告
主
張
の
退
職
金
規
程

は
、
嘱
託
社
員
で
あ
る
原
告
に
は
適
用
な
い

し
準
用
が
な
い
も
の
と
解
す
る
。」（
昭
五
六
・

一
・
二
八
東
京
地
裁
判
決
、西
鉄
運
輸
事
件
）

と
判
示
し
て
請
求
権
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
退
職
金
額
に
関
し
て
も
同
様

で
あ
り
、
例
え
ば
「
定
年
退
職
金
支
給
額
は

民
間
企
業
の
平
均
支
給
水
準
を
著
し
く
下
回

る
点
に
お
い
て
不
合
理
か
つ
社
会
通
念
上
著

し
く
妥
当
性
を
欠
く
」
と
の
訴
え
に
対
し
、

「
労
働
基
準
法
上
、
退
職
手
当
の
定
め
は
就

業
規
則
の
い
わ
ゆ
る
相
対
的
記
載
事
項
と
さ

れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
（
同
法
八
九
条
）、

退
職
金
制
度
を
設
け
る
か
否
か
に
つ
い
て
さ

え
も
使
用
者
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
る
と
、
被
告
の
退
職
金
支
給
規
定

の
定
め
る
退
職
金
額
が
民
間
企
業
の
平
均
的

支
給
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、

右
退
職
金
規
定
が
不
合
理
か
つ
社
会
通
念
上

著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
、
原
告
の
右
主
張
は
失
当
で

あ
る
。」（
平
四
・
三
・
二
七
東
京
地
裁
判
決
、

日
拓
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
事
件
）
と
さ
れ
て

い
る
。

そ
し
て
、「
早
期
退
職
割
増
金
制
度
」
に

つ
い
て
も
、「
本
件
早
期
退
職
制
度
は
、
被

告
会
社
と
従
業
員
と
の
間
で
雇
用
契
約
を
解

約
し
て
退
職
す
る
旨
の
合
意
が
成
立
す
る
こ

と
を
要
件
と
し
て
お
り
、
こ
の
合
意
が
成
立

せ
ず
に
い
ず
れ
か
一
方
か
ら
雇
用
契
約
の
解

約
告
知
を
す
る
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と

の
趣
旨
で
制
定
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

こ
の
点
に
つ
き
原
告
ら
は
、
合
意
解
約
か

解
約
告
知
か
は
退
職
に
当
た
っ
て
通
常
そ
の

区
別
を
意
識
し
な
い
し
、
被
告
会
社
も
こ
れ

を
峻
別
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

合
意
解
約
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
と
す
る
べ

き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
が
、
右
認
定
の
と

お
り
、
被
告
会
社
で
は
早
期
退
職
を
し
て
ほ

し
く
な
い
従
業
員
を
選
別
し
て
慰
留
す
る
趣

旨
で
、
会
社
が
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と

を
要
件
と
し
て
定
め
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
法
律
的
に
意
味
付
け
れ
ば
、
合
意
解

約
に
限
る
こ
と
を
制
度
適
用
の
要
件
と
し
た

と
見
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。」と
し
、「
割

り
増
し
退
職
金
の
支
給
要
件
を
欠
き
、
こ
れ

を
受
け
ら
れ
な
い
。」（
平
三
・
一
二
・
一
四

東
京
地
裁
判
決
、
浅
野
工
事
事
件
）
と
判
示

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

退
職
金
は
必
ず

支
給
す
べ
き
か

弁
護
士

安
西

�

解雇

解雇

解雇

退職

休
職
期
間
の
延
長

休
職
期
間
の
延
長

休職期間の延長

―２５―



元第一東京弁護士会副会長・元労働基準監督官・労働省基準局監督課勤務の経歴を持つ著者が、各種の新法施行、法改正に基
づいて全面改訂。労働諸条件等の取扱いをハンディにまとめた担当者座右の書……弁護士（元最高裁判所司法研修所教官、
東京最低賃金審議会会長、中央大学法科大学院客員教授）安西 �（あんざい まさる）著

人事・労務・総務担当者必携資料 A５版 本文３５８頁 限定版 埼玉経協編

採用から退職までの法律実務
《増頁、４表追加》 平成１７年９月１日付改訂＝新改訂版・改訂版、新規発行＝頒布中

頒価 一冊に付１１００円（送料
１冊２２０円、２冊３００円、３冊
５００円、４～５冊６００円、６～
１０冊９００円、１１～１００冊 １２００
円、１０１冊以上２２００円）

〒３３０‐８６６９
さいたま市大宮区桜木町１―７―５―８７

ソニックシティビル９階

社団法人 埼玉県経営者協会

電話０４８―６４７―４１００�
FAX０４８―６４１―０９２４

お
申
し
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直
接
右
記
へ

採 用 時間外・休日労働の適用除外
契約と条件の決定 休 暇
労働慣行 人事異動
職場生活の基礎 懲戒処分
賃 金 退 職
労働時間 解 雇
外勤・みなし パート・臨時・嘱託
裁量労働 就業規則
休憩・休日 男女均等と母性保護
時間外・休日労働 個別紛争解決手続
いわゆるサービス残業 労働審判制度

全２３章 ページ追加

◇
主

な

内

容
◇

平成１７年９月１日付、時勢
変化の状況に伴い、新法施
行、法改正などを期に大幅
刷新改訂。６０の図表掲載。

管理・監督者
の た め の

元第一東京弁護士会副会長・元労働基準監督官・労働省基準局監督課勤務の経歴を持つ著者が、個人情報保護法の施行に伴
い、その雇用管理面に的をしぼり、取扱いを網羅した担当者座右の書……弁護士（元最高裁判所司法研修所教官、東京最低
賃金審議会会長、中央大学法科大学院客員教授）安西 �（あんざい まさる）著

本会創立６０周年記念出版 A５版 本文８８頁 限定版 埼玉経協編

個人情報保護法と雇用管理情報の取扱い
《２８のわかり易い図表を掲載》 平成１７年９月１０日付発行＝新規発行＝頒布中

頒価 一冊に付６００円（送料１
～２冊２００円、３～４冊２５０円、
５～７冊３５０円、８～１５冊６００
円、１６～５０冊８００円、５１～１００
冊１０００円、１０１冊以上１５００円）

〒３３０‐８６６９
さいたま市大宮区桜木町１―７―５―８７

ソニックシティビル９階

社団法人 埼玉県経営者協会

電話０４８―６４７―４１００�
FAX０４８―６４１―０９２４

お
申
し
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直
接
右
記
へ

第１．個人情報保護法と雇用管理
情報

第２．個人情報保護法と企業等の
対応

第３．個人情報取扱事業者の義務

第４．事業者の雇用管理情報の取
扱いをめぐって

第５．企業の安全配慮義務と健康
情報をめぐって

全５章 ２８図表掲載

◇
主

な

内

容
◇

平成１７年９月１０日付、本会
創立６０周年を記念した、類
書のほとんどない実務書。
２８の図表掲載。

労務図書

～人事・労務図書～ 安西 � 弁護士 著

本会創立６０周年記念出版

「個人情報保護法と雇用管理情報の取扱い」
「管理・監督

者のための採用から退職までの法律実務」
発行・社団法人 埼玉県経営者協会新規発行及び新改訂版・改訂版発行 頒布のご案内

新規
発行

改訂
発行

―２６―



会
報
三
六
〇
号（
０５
年
４
・
５
月
号
）

に
ご
紹
介
し
た
以
後
（
０６
年
３
月
３１
日

現
在
）
の
埼
玉
県
労
働
委
員
会
に
提
訴
、

解
決
・
係
属
さ
れ
た
不
当
労
働
行
為
事

件
と
調
整
事
件
の
各
一
覧
及
び
関
連
の

統
計
表
を
ご
参
考
に
掲
載
す
る
。

不
当
労
働
行
為
事
件
で
は
、
昨
年
度

か
ら
の
係
属
は
八
件
で
、
そ
の
後
の
申

立
は
九
件
（
昨
年
は
五
件
）
と
な
っ
て

い
て
計
十
七
件
。
解
決
が
八
件
（
そ
の

う
ち
命
令
二
件
、
棄
却
一
件
、
和
解
四

件
、
取
下
げ
一
件
）
で
あ
り
、
九
件
が

次
年
度
繰
越
と
な
っ
た
。

調
整
事
件
は
二
十
二
件
（
昨
年
は
十

七
件
）
と
な
り
、
次
年
度
へ
の
繰
越
は

三
件
。
経
済
的
事
項
が
六
件
と
昨
年
よ

り
二
件
減
少
し
、
非
経
済
的
事
項
は
二

十
七
件
で
七
件
増
加
し
た
。

な
お
、
本
欄
は
三
月
末
現
在
で
、
そ

の
後
の
申
し
立
て
や
解
決
事
案
も
あ
り

う
る
の
で
付
記
し
て
お
く
。

最
近
に
お
け
る

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況

平
成
１７
年
度
不
当
労
働
行
為
事
件
の
概
要
（
■
は
終
結
し
た
事
件
）

審
査
実
施
回
数（
１７
年
度
）
計１�５�１�６�８�―３�５�１�６�

和
解―３�―２	１�―１�２	―１�

審
問―�―�―�―５�―１�―――

調
査１
２�１�４�２�―１�３�１�５�

審
査
状
況

（
終
結
状
況
）

１７
．１１
．１８

命
令
交
付

棄
却

１１２８
日

調
査
中

次
回
�
調

１７
．１０
．１８

命
令
交
付

一
部
救
済

８０３
日

和
解
中

次
回
�
和

１８
．３
．２３

命
令
交
付

一
部
救
済

５４９
日

１８
．３
．２９

取
下
げ５５５
日

１７
．７
．２５

関
与
和
解

２１８
日

１７
．１１
．１５

関
与
和
解

３０２
日

１７
．７
．２５

関
与
和
解
３９
日

調
査
中
次
回
�
調

企
業
規
模

１５０
人

１８０
人

１５０
人

２５４
人

５２
人

５２
人

４６０
人

約
６０
人

４６０
人

７５
人

業
種

教
育
、
学
習
支
援
事

業
（
自
動
車
教
習
所

を
含
む
）

運
輸
業

［
道
路
貨
物
運
送
業
］

教
育
、
学
習
支
援
事

業
（
自
動
車
教
習
所

を
含
む
）

教
育
、
学
習
支
援
事

業
（
自
動
車
教
習
所

を
含
む
）

医
療
・
福
祉

［
社
会
保
険
・
社
会

福
祉
・
介
護
事
業
］

医
療
・
福
祉

［
社
会
保
険
・
社
会

福
祉
・
介
護
事
業
］

製
造
業

［
電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
製
造
業
］

サ
ー
ビ
ス
業

［
娯
楽
業
］

製
造
業

［
電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
製
造
業
］

教
育
、
学
習
支
援
業

（
自
動
車
教
習
所
を

含
む
）

被
申
立
人

学
校
法
人
A

株
式
会
社
B

学
校
法
人
C

学
校
法
人
D

社
会
福
祉
法
人
E

社
会
福
祉
法
人
E

株
式
会
社
F

株
式
会
社
G

株
式
会
社
H

有
限
会
社
I

加
盟
上

部
団
体

無
所
属

連
合

全
労
協

全
労
連

連
合

連
合

無
所
属

全
労
連

無
所
属

連
合

申
立
人
別

組
合

組
合

上
部

上
部

組
合

上
部

個
人

組
合

上
部

組
合

上
部

組
合

組
合

組
合

組
合

申
立
人

学
校
法
人
A
全
職
域
労
働
組
合

�
関
東
化
学
一
般
労
働
組
合

�
関
東
化
学
一
般
労
働
組
合
B
支
部

全
労
協
全
国
一
般
東
京
労
働
組
合

�
D
高
等
学
校
教
職
員
組
合

�
埼
玉
県
私
立
学
校
教
職
員
組
合
連
合

�
D
１
�
D
２
�
D
３
�
D
４
�
D
５
	
D
６


D
７

�
D
８
�
D
９

�
E
労
働
組
合

�
ユ
ニ
オ
ン
連
合
埼
玉

�
E
労
働
組
合

�
ユ
ニ
オ
ン
連
合
埼
玉

全
国
一
般
埼
京
ユ
ニ
オ
ン

全
労
連
・
全
国
一
般
労
働
組
合
埼
玉
地
方
本

部全
国
一
般
埼
京
ユ
ニ
オ
ン

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
、
全
国
交
通
運
輸

労
働
組
合
総
連
合
、
埼
玉
交
通
運
輸
労
働

組
合
、
I支
部

該
当
号

１
２

１
２
３

１
２

１
３

１
３

１
２
３

１
２
３

１
２
３１

１
２
３

主
な
請
求
す
る
内

容
原
職
復
帰
（
解
雇
）

団
体
交
渉
応
諾

文
書
手
交
・
掲
示

原
職
復
帰
（
解
雇
）

不
利
益
取
扱
撤
回

団
体
交
渉
応
諾

文
書
手
交
・
掲
示

団
体
交
渉
応
諾

原
職
復
帰
（
解
雇
）

不
利
益
取
扱
撤
回

バ
ッ
ク
ペ
イ

支
配
介
入
禁
止

文
書
掲
示

支
配
介
入
禁
止

不
利
益
取
扱
撤
回

文
書
掲
示
・
交
付

原
職
復
帰
（
解
雇
）

不
利
益
取
扱
撤
回

バ
ッ
ク
ペ
イ

団
体
交
渉
応
諾

文
書
掲
示
・
交
付

配
転
命
令
撤
回

不
利
益
取
扱
撤
回

バ
ッ
ク
ペ
イ

団
体
交
渉
応
諾

他
組
合
と
の
差
別
取
扱
禁
止

原
職
復
帰

バ
ッ
ク
ペ
イ

不
利
益
取
扱
撤
回

団
体
交
渉
応
諾

文
書
掲
示
・
交
付

支
配
介
入
禁
止

再
雇
用
拒
否
撤
回

不
利
益
取
扱
撤
回

バ
ッ
ク
ペ
イ

団
体
交
渉
応
諾

文
書
掲
示
・
交
付

支
配
介
入
禁
止

申
立

年
月
日

１４
．１０
．１８

１５
．
１
．
９

１５
．
８
．
８

１６
．
３
．１２

１６
．
９
．２１

１６
．
９
．２１

１６
．１２
．２０

１７
．
１
．１８

１７
．
６
．１７

１７
．
６
．３０

事
件
名

ABCDEEFGHI

事
件
番
号

１４
―６

１５
―１

１５
―３

１６
―３

１６
―５
の
１

１６
―５
の
２

１６
―６

１７
―１

１７
―２

１７
―３

�１２３４５６７８９１０

（
平
成
１８
年
３
月
３１
日
現
在
）

― ２７―



平
成
１７
年
度
調
整
事
件
の
概
要

終
結
区
分

解
決

自
主
解
決

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

取
下
げ

主
張
対
立

取
下
げ

組
合
解
散

解
決

自
主
解
決

解
決

自
主
解
決

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

取
下
げ

会
社
倒
産

解
決

自
主
解
決

打
切
り

主
張
対
立

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

解
決

自
主
解
決

解
決

自
主
解
決

取
下
げ

主
張
対
立

調
整

回
数

１０３１２４２０１１０３１４

所
要

日
数５６２２

１４２

１０８

１２３

１１９

１０７７

１１２２９１４

１６４８７

１３３

終
結

年
月
日

１７
．
４
．１４

１７
．
４
．１４

１７
．
８
．１６

１７
．
７
．２１

１７
．
９
．
１

１７
．１０
．１１

１７
．１０
．１１

１７
．
７
．
５

１７
．１０
．２４

１７
．
８
．３０

１７
．
８
．２３

１８
．
３
．
２

１７
．１２
．１５

１８
．
３
．３０

調
整

事
項

１
団
交
促
進

２
諸
手
当
の
原
状
回
復

１
団
交
促
進

２
組
合
活
動

１
解
雇
撤
回

２
団
交
促
進

１
団
交
促
進

１
組
合
活
動

２
賃
下
げ

１
賃
金
の
原
状
回
復

２
団
交
促
進

１
組
合
承
認
・
組
合
活
動

１
団
交
促
進

１
団
交
促
進

１
賃
金
体
系

２
労
働
時
間

１
団
交
促
進

１
組
合
活
動

２
賃
金
の
原
状
回
復

３
労
災
補
償

１
組
合
活
動

１
誠
実
団
交

申
請

年
月
日

１７
．
２
．１８

１７
．
３
．２４

１７
．
３
．２８

１７
．
４
．
５

１７
．
５
．
２

１７
．
６
．２４

１７
．
６
．２７

１７
．
６
．２９

１７
．
７
．
５

１７
．
８
．
２

１７
．
８
．１０

１７
．
９
．２０

１７
．
９
．２０

１７
．１１
．１８

加
盟

上
部
団
体

全
労

連

全
労

連

全
労

連

全
労

連

全
労

協

無
所

属

連
合

全
労

連

全
労

連

連
合

全
労

連

無
所

属

連
合

全
労

連

申
請
者

区
分

労労労労使労労労労労労労労労

組
合
員
数

（
事
業
所
内
組
合
員
）

従
業
員
数

７５４４３１
４３３
１８０
３５５８１２２１
４００
�
５０
１３０
２０１７２０１５
３７５
７４５
１
，０１７
５１９
３５０�
３０
１２１
２１７
９３
�
１７０

業
種

宿
泊
業

道
路
貨
物
運
送
業

社
会
福
祉

道
路
旅
客
運
送
業

社
会
福
祉

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業

一
般
機
械
器
具
製
造
業

道
路
貨
物
運
送
業

道
路
貨
物
運
送
業

地
方
公
務

パ
ル
プ
・
紙
・

紙
加
工
品
製
造
業

非
鉄
金
属
製
造
業

化
学
工
業

学
術
・
開
発
研
究
機
関

所
在
地

皆
野

町

日
高

市

日
高

市

川
越

市

さ
い
た
ま
市

さ
い
た
ま
市

川
口

市

川
越

市

日
高

市

熊
谷

市

春
日
部
市

滑
川

町

川
越

市

熊
谷

市

調
整

区
分

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

事
件
名

ABCDEFGHIJKLMN

事
件
番
号

１７
―１

１７
―２

１７
―３

１７
―４

１７
―５

１７
―６

１７
―７

１７
―８

１７
―９

１７
―１０

１７
―１１

１７
―１２

１７
―１３

１７
―１４

�１２３４５６７８９１０１１１２１３１４

３�２�３�２�―
（
０
）

―
（
０
）

―
（
０
）

４６

―――――――１０

―――――――６

３�２�３�２�―
（
０
）

―
（
０
）

―
（
０
）

３０

１８
．１
．３０

関
与
和
解

１７２
日

調
査
中

次
回
�
調

調
査
中

次
回
�
調

調
査
中

次
回
�
調

調
査
中

次
回
�
調

調
査
中

次
回
�
調

調
査
中

次
回
�
調

年
度

計

１
，０
１
７

人１１０
人

７６
人

８０６
人

６
人

３２００
人

８０６
人

（
注
）
審
査
実
施
回
数
の
上
段
は
平
成
１７
年
度
、
下
段
（

）
内
は
、
通
算
回
数
で
あ
る
。

公
務

［
市
町
村
機
関
］

運
輸
業

［
道
路
旅
客
運
送
業
］

サ
ー
ビ
ス
業

［
廃
棄
物
処
理
業
］

教
育
、
学
習
支
援
業

（
自
動
車
教
習
所
を

含
む
）

サ
ー
ビ
ス
業

［
物
品
賃
貸
業
］

公
務

［
市
町
村
機
関
］

教
育
、
学
習
支
援
事

業
（
自
動
車
教
習
所

を
含
む
）

J
市

有
限
会
社
K

L
株
式
会
社

国
立
大
学
法
人
M

有
限
会
社
N

O
市

国
立
大
学
法
人
P

連
合

全
労
連

無
所
属

全
労
連

無
所
属

無
所
属

全
労
連

組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

�
J職
員
労
働
組
合

�
J職
員
労
働
組
合
水
道
部
会

�
K
労
働
組
合

L
株
式
会
社
労
働
組
合

東
京
公
務
公
共
一
般
労
働
組
合

全
国
一
般
埼
京
ユ
ニ
オ
ン

O
地
区
教
職
員
組
合

東
京
公
務
公
共
一
般
労
働
組
合

２

１
２
３

１
３

１
２
３

１
２
３

１
２
３

１
２

３
４

団
体
交
渉
応
諾

文
書
交
付
・
掲
示

不
利
益
取
扱
撤
回

損
害
金
等
請
求

団
体
交
渉
応
諾

支
配
介
入
禁
止

文
書
掲
示

不
利
益
取
扱
撤
回

バ
ッ
ク
ペ
イ

支
配
介
入
禁
止

不
利
益
取
扱
撤
回

バ
ッ
ク
ペ
イ

団
体
交
渉
応
諾

支
配
介
入
禁
止

文
書
掲
示

不
利
益
取
扱
撤
回

団
体
交
渉
応
諾

原
職
復
帰
（
解
雇
）

不
利
益
取
扱
撤
回

支
配
介
入
禁
止

団
体
交
渉
応
諾

不
利
益
取
扱
撤
回

支
配
介
入
禁
止

団
体
交
渉
応
諾

１７
．
８
．１２

１７
．１１
．２８

１７
．１２
．１５

１８
．
１
．
６

１８
．
３
．
７

１８
．
３
．１３

１８
．
３
．２４

JKLMNOP

１７
―４

１７
―５

１７
―６

１８
―１

１８
―２

１８
―３

１８
―４

１１１２１３１４１５１６１７

（
平
成
１８
年
３
月
３１
日
現
在
）

※
�
１
～
�
３
は
１６
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
事
件

― ２８―



表１ 不当労働行為事件 取扱状況

１７年度

８

９

１７

１

―

４

―

２

１

―

８

９
[ ]内数字は、関与和解のうち勧告和解の数で内数。

１６年度

１１

５

１６

１

４

―

―

２

１

―

８

８

１５年度

１３

５

１８

１

１

２

―

２

１

―

７

１１

１４年度

１２

６

１８

―

２

―

―

２

１

―

５

１３

１３年度

１２

１０

２２

１

３

３［０］

―

３

―

―

１０

１２

区 分

前 年 度 繰 越

新 規 申 立 て

計

取 下 げ

自 主 和 解

関 与 和 解

全 部 救 済

一 部 救 済

棄 却

却 下

計

次 年 度 繰 越

取
下
・
和
解

命
令
・
決
定

係
属
件
数

終

結

件

数

表２ 当該年度の取扱件数（前年度繰越＋新規申請）

１７年度

３

１９

２２

当該年度における終結件数（前年度繰越分を含む）

１７年度

１０

５

０

４

１９

６６．６

３
※解決率＝解決件数／解決件数＋打切り・不調件数
×１００

１６年度

４

１３

１７

１６年度

４

１０

０

３

１７

２８．６

０

１５年度

４

２９

３３

１５年度

１１

１２

１

５

２９

４７．８

４

項 目

前年度繰越

新 規 申 請

計

項 目

解 決

打切り・不調

不 開 始

取 下 げ

計

解決率（％）

次 年 度 繰 越

取
扱
数

終

結

件

数

表３ 組合の上部団体別件数

１７年度

５�

１１�

１�

５�

２２�

１６年度

５�

８�

２�

２�

１７�

１５年度

７�

１８	

２�

６�

３３


区 分

連 合

全 労 連

全 労 協

無 所 属

計

表５ 調整事項別件数

１７年度

０�
１�
０�
０�
５�
６�
７�
１�
１�
２�
４�
１１�
１�
２７�

３３

１６年度

２�
２�
１�
１�
２�
８�
１�
１�
０

３�
５�
１０�
０

２０

２８

１５年度

１�
６�
３�
４�
３�
１９�
３�
１�
２�
８�
１�
１９	
１�
３３


５２�

区 分

ａ 賃 上 げ

ｂ 賃金減額

ｃ 一 時 金

ｄ 退 職 金

ｅ その他賃金に
関するもの

小 計

ｆ 組合活動

ｇ 労働協約

ｈ 労働時間・休日休暇

ｉ 解雇・雇止め

ｊ その他の経営・人事

ｋ 団交促進

ｌ そ の 他

小 計

合 計

経

済

的

事

項

非

経

済

的

事

項

表４ 業種別件数

１７年度

０
６�
０
５�
２�
３�
０
０
０
１
４�
４�
０
４�
２�

２２�

１６年度

０
３�
０
３�
０
３�
０
０
０
０
４�
６�
３
３�
１�

１７�

１５年度

１�
６�
０
４�
２�
２�
０
０
０
０
０
１６�
５�
１１�
６�

３３


区 分

建 設 業
製 造 業
電気・ガス・水道業
運 輸 ・ 通 信 業
道 路 旅 客 運 送 業
道 路 貨 物 運 送 業
そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業
金 融 ・ 保 険 業
飲 食 店 、 宿 泊 業
医 療 、 福 祉
サ ー ビ ス 業
教 育
上記以外のサービス業
公 務

計

解
決

協
定
締
結

解
決

協
定
締
結

解
決

自
主
解
決

解
決

自
主
解
決

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

３１１２０

９０７１４７６５２９

１８
．
３
．
６

１８
．
２
．２３

１８
．
２
．２０

係
属
中

１８
．
３
．２２

１８
．
２
．１７

係
属
中

係
属
中

１
定
期
昇
給

２
雇
用
保
障
協
定
の
締
結

１
組
合
活
動

１
早
期
退
職
制
度
の
取
扱
い

１
団
交
促
進

１
組
合
差
別
待
遇
解
消

２
労
働
協
約
遵
守

１
定
年
制

１
団
交
促
進

１
解
雇
問
題
の
解
決

２
組
合
活
動

１７
．１２
．
７

１７
．１２
．１５

１８
．
１
．
５

１８
．
１
．１６

１８
．
１
．１７

１８
．
１
．２０

１８
．
３
．１０

１８
．
３
．１７

無
所

属

全
労

連

連
合

全
労

連

連
合

無
所

属

全
労

連

無
所

属

労労労労労労労労

３５０
�
９１
５６０ （

１０８）
５９５
６７０
１
，２００
７０
１３０
５４
１３９
３６７
２５０
３７６１
３６０７

社
会
福
祉

社
会
福
祉

化
学
工
業

地
方
公
務

道
路
旅
客
運
送
業

印
刷
・
同
関
連
業

廃
棄
物
処
理
業

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業

富
士
見
市

さ
い
た
ま
市

志
木

市

狭
山

市

行
田

市

川
越

市

宮
代

町

さ
い
た
ま
市

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

OPQRSTUV

１７
―１５

１７
―１６

１８
―１

１８
―２

１８
―３

１８
―４

１８
―５

１８
―６

１５１６１７１８１９２０２１２２審査事件・調整事件取扱状況総括表（２～５年度分）（各表とも平成１８年３月３１日現在）
（各表とも単位：件）

※一つの事件で複数の調整項目があるため、取扱件
数とは一致しない。

※表２～表５は調整事件総括表

―２９―



(周知・作成・届出)

18％�

有給休暇� 就業規則�

8％�
9％�

安衛法関係�

過重労働�

割増賃金�

2％�

10％�

2％� その他�

19％�
賃金支払�

労働契約�
8％�

9％�
休日制度�
労働時間・�15％�

解雇�

労働基準関係相談内容の内訳�

(平成17年4月～平成18年1月)

労働基準法第３６条第１項の協定で定める
労働時間の延長の限度等に関する基準

期間 一般の労働者
の限度時間

３ヵ月～１年単位の変形労働
時間制の対象者の限度時間

１週間 １５時間 １４時間
２ 〃 ２７時間 ２５時間
４ 〃 ４３時間 ４０時間
１箇月 ４５時間 ４２時間
２ 〃 ８１時間 ７５時間
３ 〃 １２０時間 １１０時間
１年間 ３６０時間 ３２０時間

2150
時間�

昭和50

1907

1973

1550

1650

1750

1850

1950

平成5 10

1780

1857

1913

1723

1670

1742

1879

1801

16191627 1603

13 14 15

1700

1742

1837

1768

1714

1848

1762

1700

1846

2028
20642050 総実労働時間（埼玉）�

1584

16

1604

17 年�

所定内労働時間（埼玉）�
所定内労働時間（全国）�

1840

1744

1691
1680

1723

1829

総実労働時間（全国）�

労働者1人平均年間総実労働時間の推移�（全国・埼玉県）�

種類 時間額
（円） 発効日

埼玉県最低賃金 ６８２ １７．１０．１

産
業
別
最
低
賃
金

非鉄金属製造業 ７８３

１７．１２．１

電気機械器具製造業、情報通信機械器
具製造業、電子部品・デバイス製造業

７８５

輸送用機械器具製造業 ７９７
光学機械器具・レンズ、時計・同部分品
製造業

７９２

各種商品小売業 ７６６

自動車小売業 ７９６

１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
す
る
中
で
の
労
働
条
件
の
確
保
・
改
善

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る

中
で
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
適
法
な
労
働

条
件
の
下
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、労
働
条
件
の
確
保
・

改
善
対
策
を
は
じ
め
、
派
遣
労
働
者
の
雇

用
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
対
策
、
さ
ら
に

近
年
増
加
し
て
い
る
民
事
上
の
個
別
労
働

紛
争
の
解
決
に
む
け
て
制
度
の
運
用
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
の

た
め
に

■

労
働
基
準
関
係
法
令
上
の
問
題
が
認
め

ら
れ
る
賃
金
不
払
、
解
雇
等
に
係
る
申

告
・
相
談
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
迅
速
・

的
確
に
対
処
し
ま
す
。

県
内
の
各
労
働
基
準
監
督
署
と
「
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
、
平
成
１７
年

度
（
平
成
１８
年
１
月
末
現
在
）
寄
せ
ら

れ
た
労
働
基
準
関
係
の
相
談
は
、
４
８
、

９
８
１
件
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
同
期
に
比
べ
２
・
１３
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■

未
払
賃
金
立
替
払
制
度
の
迅
速
・
適
正

な
運
用
を
図
り
ま
す
。

※
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
と
は
、
企
業
の

倒
産
に
よ
り

賃
金
が
支
払

わ
れ
な
い
ま

ま
退
職
し
た

場
合
に
、
未

払
賃
金
の
一

定
範
囲
に
つ

い
て
国
が
事

業
主
に
代
っ

て
支
払
う
こ

と
に
よ
り
、

労
働
者
を
保

護
す
る
制
度

で
す
。

■

労
働
時
間
の

把
握
を
積
極
的
に
行
わ
ず
、
法
定
の
割

増
賃
金
を
適
正
に
支
払
わ
な
い
賃
金
不

払
残
業
事
案
に
対
し
て
厳
正
に
対
処
し

ま
す
。

■

長
時
間
に
わ
た
る
恒
常
的
な
時
間
外
労

働
を
な
く
し
、
ま
た
過
重
労
働
に
よ
る

健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
時
間
外

労
働
の
限
度
基
準
が
遵
守
さ
れ
る
よ
う

周
知
・
指
導
し
ま
す
。

労
働
者
の
生
活
と
健
康
に
配

慮
し
た
労
働
時
間
等
の
設
定

の
改
善
に
つ
い
て

■

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
や
所
定
外

労
働
の
削
減
の
た
め
の
労
使
の
自
主
的

な
取
組
を
促
し
、ま
た
、弾
力
的
な
労
働

時
間
制
度
の
普
及
促
進
と
適
正
な
運
用

の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、個
々
の
労

働
者
の
健
康
や
生
活
に
配
慮
し
た
労
働

時
間
等
の
設
定
の
改
善
を
促
進
し
ま
す
。

最
低
賃
金
等
の
履
行
確
保
の

た
め
に

■

埼
玉
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
埼
玉
県
最
低
賃

金
」、
及
び
特
定
の
産
業
で
働
く
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
「
産
業
別
最
低
賃
金
」

の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
周
知
に
努
め
、
ま
た
効
果

的
な
監
督
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

■

家
内
労
働
を
委
託
す
る
場
合
の
最
低
工

賃
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
種
類
、
作
業

ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
低
工

賃
に
つ
い
て
は
、
委
託
者
団
体
、
広
報

機
関
等
を
活
用
し
、
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
の
徹

底
な
ど
家
内
労
働
法
の
履
行
確
保
に
努

め
ま
す
。

派
遣
労
働
者
の
保
護
及
び
就

業
条
件
の
確
保
の
た
め
に

労
働
者
の
就
業
意
識
、
就
業
形
態
の
多

様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
労
働
力
の
適
性

か
つ
迅
速
な
需
給
調
整
と
、
労
働
者
保
護

の
拡
充
を
図
る
た
め
、
労
働
者
派
遣
事
業

平
成
十
八
年
度

労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

埼

玉

労

働

局

《
埼
玉
労
働
局
の
４
つ
の
重
点
対
策
》

１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
の
労
働
条

件
の
確
保
・
改
善

２

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

３

健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備

４

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
と
多
様
な
働
き
方
へ
の
対
応

労基法３７条違反勧告の状況
（平成１７年度第１～第３・四半期）

事業場数 対象者数（人） 金額（千円）

全 体 ５４９ ７，５９９ １２５，１９２

うち１００万
円以上 ８０ １，７８２ １１０，２６３

―３０―



(平成17年4月～平成18年1月)

民事上の個別労働紛争相談内容�

32％�
解雇�

11％�

21％�
その他�

6％�

退職勧奨�
7％�

4％�
7％�

3％�
募集・採用�

雇止め�
3％�

雇用管理等�
2％�

1％�
3％�

労働条件の�
引下げ�

その他の�
労働条件�

いじめ�
嫌がらせ�

セクシュアル�
ハラスメント�女性労働�

問題�

出向・�
配置転換�

の
適
正
な
運
営
の
確
保
、
派
遣
労
働
者
の

雇
用
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

■

労
働
者
派
遣
法
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
、
周
知
用
パ
ン
プ
レ
ッ

ト
の
活
用
等
に
よ
り
周
知
・
徹
底
に
取

り
組
み
ま
す
。

■

派
遣
対
象
業
務
が
「
物
の
製
造
」
業
務

へ
拡
大
さ
れ
、
１８
年
３
月
１
日
以
降
新

た
に
受
入
を
開
始
す
る
場
合
、
必
要
な

手
続
き
を
行
う
こ
と
で
最
長
３
年
の
受

入
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
労

働
者
派
遣
が
予
想
さ
れ
る
製
造
現
場
に

つ
い
て
的
確
な
指
導
監
督
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

個
別
労
働
紛
争
の
早
期
解
決

の
た
め
に

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

相
談
に
対
し
て
、
適
切
な
情
報
提
供
・
相

談
対
応
等
を
実
施
す
べ
く
、
局
企
画
室
、

浦
和
駅
西
口
〈
浦
和
Ｉ
Ｓ
ビ
ル
内
〉「
労

働
な
ん
で
も
相
談
室
」
を
は
じ
め
、
管
内

各
労
働
基
準
監
督
署
内
（
秩
父
署
を
除

く
）
に
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度（
平
成
１８
年
１
月
末
現
在
）

の
民
事
上
の
個
別
労
働
紛
争
の
相
談
は
８
、

８
２
６
件
あ
り
ま
し
た
。

個
別
労
働
紛
争
の
解
決
の
お
手
伝
い

■

民
事
上
の
個
別
労
働
紛
争
の
簡
易
・
迅

速
な
解
決
を
図
る
た
め
、
労
働
局
長
に

よ
る
助
言
・
指
導
及
び
紛
争
調
整
委
員

会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
（
学
識
経
験
者
で

あ
る
紛
争
調
整
委
員
が
紛
争
当
事
者
間

の
調
整
を
行
い
、
話
し
合
い
に
よ
る
解

決
を
図
る
制
度
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
被
申

請
人
の
あ
っ
せ
ん
参
加
、
不
参
加
は
自

由
で
す
が
、
あ
っ
せ
ん
に
参
加
し
た
場

合
の
事
案
の
解
決
率
（
合
意
率
）
は
約

９
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

完
全
失
業
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
有

効
求
人
倍
率
も
上
昇
し
て
い
る
な
ど
、
景

気
の
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
労

働
市
場
の
状
況
を
見
る
と
雇
用
の
改
善
に

必
ず
し
も
結
び
つ
い
て
い
な
い
面
も
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
職
種
、
年
齢
、
能
力
、

賃
金
等
に
お
け
る
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

縮
小
に
努
め
、
早
期
再
就
職
が
図
ら
れ
る

よ
う
積
極
的
な
就
職
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
な

い
市
町
村
住
民
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め

及
び
利
便
性
を
考
慮
し
て
「
地
域
職
業
相

談
室
」
を
設
置
し
、
就
職
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
縮
小
の

た
め
に

景
気
の
回
復
を
反
映
し
、
求
人
が
増
加

し
て
い
る
雇
用
環
境
下
で
、
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
縮
小
に
努
め
る
た
め
、
的
確
な

求
人
と
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し
ま

す
。

■

求
職
者
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
を
職
業
相
談

の
過
程
で
的
確
に
把
握
し
、
求
職
者
に

合
っ
た
就
職
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
有
効
に

活
用
す
る
な
ど
、
計
画
的
か
つ
積
極
的

な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
担
当
制
に
よ
り

行
い
ま
す
。

■

雇
用
保
険
受
給
者
に
対
し
て
は
、
早
期

か
ら
全
員
を
対
象
に
職
業
相
談
を
実
施

し
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
を

行
い
、
再
就
職
の
た
め
の
各
種
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
活
用
や
求
人
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
実
施
す
る
な
ど
、
早
期
再
就
職
を

図
り
ま
す
。

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
主
な
就
職

支
援
メ
ニ
ュ
ー
】

�
再
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

雇
用
保
険
受
給
者
で
早
期
の
再
就
職
を

希
望
す
る
方
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
キ
ャ
リ
ア
の
棚

卸
し
、
職
務
経
歴
書
の
添
削
指
導
、
個

別
求
人
開
拓
な
ど
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
よ

る
就
職
支
援
を
集
中
的
に
行
い
、
３
ヶ

月
内
の
再
就
職
実
現
を
図
り
ま
す
。

�
再
就
職
実
現
プ
ラ
ン

就
職
意
識
の
高
い
方
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
再
就
職
の
た
め
の
プ
ラ
ン
（
就
職

活
動
計
画
）
を
作
成
し
、
求
職
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
プ
ラ
ン
に
は
、
再
就
職

の
た
め
の
課
題
を
明
確
に
把
握
し
、
必

要
な
求
職
活
動
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
支
援
に
よ
り
、
４
ヶ

月
内
の
再
就
職
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

�
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

求
職
活
動
中
に
お
け
る
就
職
に
対
す
る

不
安
や
悩
み
の
解
決
、
自
己
理
解
の
促

進
、
求
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
相
談
・
援
助

を
実
施
し
て
再
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
就
職
の
実
現
を
図
る
前
提
と
し

て
、
心
理
面
を
含
め
た
悩
み
や
不
安
な

ど
を
抱
え
る
若
年
求
職
者
に
対
し
て
、

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

�
能
力
開
発
支
援

適
性
、
職
業
能
力
、
職
業
経
験
等
に
応

じ
た
職
業
生
活
設
計
を
行
い
、
こ
れ
に

即
し
た
職
業
選
択
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
職
業
訓
練
の

受
講
等
の
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

�
求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

求
職
活
動
を
開
始
す
る
に
当
た
っ
て
、

必
要
な
知
識
、
考
え
方
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
、
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
作
成
、

面
接
対
策
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
座
学

型
と
演
習
型
を
組
み
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
し
早
期
再
就
職
を
支
援
し
ま

す
。

若
年
者
に
関
す
る
就
職
促
進

の
た
め
に

若
年
者
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
全
年
齢

層
に
比
べ
高
く
、
求
人
は
多
い
も
の
の
経

験
や
能
力
の
不
足
等
か
ら
就
職
に
結
び
つ

か
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
全

国
で
２
１
３
万
人
（
平
成
１６
年
）
と
前
年

よ
り
４
万
人
減
少
し
た
も
の
の
、
依
然
多

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
常
用
就
職

支
援
等
を
行
う
「
フ
リ
ー
タ
ー
２５
万
人
常

用
雇
用
化
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
、
若
者
の

状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
就
職
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

■

フ
リ
ー
タ
ー
等
若
年
求
職
者
の
個
々
の

状
態
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
、
働
く

意
欲
・
能
力
を
高
め
、
職
業
的
自
立
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
担
当
制
に
よ
る

一
貫
し
た
き
め
細
か
な
個
別
支
援
を
実

施
し
常
用
雇
用
化
を
図
り
ま
す
。

■

若
年
者
の
就
職
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、

若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
積
極
的
な

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
若
年
者
を
対

象
と
し
た
就
職
実
現
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

体
系
的
・
計
画
的
に
き
め
細
か
な
就
職

支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■

中
学
校
・
高
等
学
校
と
連
携
し
、
生
徒

の
勤
労
観
・
職
業
観
等
を
育
成
す
る
た

め
、
キ
ャ
リ
ア
探
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ジ

ュ
ニ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
職
場

見
学
な
ど
、
在
学
中
に
お
け
る
職
業
意

識
形
成
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

【
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の

概
要
】

�
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
と
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
に
よ
り
、
対
象

者
を
短
期
間
雇
用
（
原
則
３
ヶ
月
、
２

ヶ
月
、
１
ヶ
月
も
可
。）
し
、
そ
の
間

に
仕
事
を
す
る
上
で
必
要
な
指
導
や
研

修
、
訓
練
を
行
い
、
企
業
と
労
働
者
相

互
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
後
の
本
採
用

を
ね
ら
い
と
し
ま
す
。

�
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
メ
リ
ッ
ト
は

企
業
は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
中
に
対
象

労
働
者
の
適
性
や
業
務
遂
行
可
能
性
な

ど
を
実
際
に
見
極
め
た
上
で
、
本
採
用

す
る
か
ど
う
か
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
実
施
し
た

場
合
は
、
奨
励
金
と
し
て
対
象
者
１
人

に
つ
き
、
月
５
万
円
が
最
大
３
ヶ
月
間
、

支
給
さ
れ
ま
す
。

―３１―



労
働
者
は
、
希
望
す
る
求
人
へ
の
可
能

性
の
拡
大
、
仕
事
を
す
る
上
で
の
実
務

能
力
の
向
上
、
常
用
雇
用
に
あ
た
っ
て

十
分
な
見
極
め
が
で
き
ま
す
。

�
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
職
場
へ
の
定
着
等

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
実
施
し
た
場
合
は
、

常
用
雇
用
移
行
率
が
高
く
、
職
場
へ
の

定
着
も
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１６
年
度
で
は
、
８４
・
３
％
、
平
成

１７
年
度
（
１２
月
現
在
）
で
は
、
８０
・
４

％
が
常
用
雇
用
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
後
６
ヶ
月
間
の
状
況
を
見

ま
す
と
、
９４
％
が
職
場
に
定
着
し
て
い

ま
す
。

※
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
利
用
者
以
外
の
常
用

就
職
率
は
、
平
成
１６
年
度
が
２３
・
４
％
、

平
成
１７
年
度
（
１２
月
現
在
）
が
２４
・
１

％
と
な
っ
て
お
り
、
定
着
率
は
、
８１
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
対
策
の
促
進
の

た
め
に

■

障
害
者
の
就
職
意
欲
が
高
ま
る
中
、
障

害
の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
職
業
指
導
・
職
業
紹
介
の
実
施
、

積
極
的
な
求
人
開
拓
及
び
障
害
者
試
行

雇
用
事
業
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
事
業

等
の
雇
用
支
援
策
を
効
果
的
に
活
用
し

雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■

平
成
１８
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
改
正
障

害
者
雇
用
促
進
法
に
よ
り
、
精
神
障
害

者
が
雇
用
率
制
度
に
お
け
る
実
雇
用
率

の
算
定
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
精
神
障

害
者
の
相
談
・
支
援
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
在
宅

就
業
支
援
制
度
の
活
用
を
図
り
、
通
勤

困
難
な
障
害
者
に
対
し
て
在
宅
就
業
の

選
択
肢
に
つ
い
て
情
報
提
供
等
を
す
る

な
ど
、
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

■

法
定
雇
用
率
未
達
成
企
業
に
対
し
、
指

導
基
準
に
基
づ
き
厳
正
な
「
雇
入
計
画

作
成
命
令
」
の
発
出
を
行
う
ほ
か
、
訪

問
や
文
書
に
よ
る
雇
用
の
勧
奨
、
就
職

面
接
会
へ
の
参
加
要
請
、
各
種
支
援
措

置
等
の
周
知
を
行
い
雇
用
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

の
確
実
な
施
行
を
図
る
た
め
に

改
正
高
齢
法
で
は
平
成
１８
年
４
月
１
日

以
降
、
全
て
の
企
業
に
お
い
て
６５
歳
（
男

性
の
年
金
支
給
開
始
年
齢
に
合
わ
せ
男
女

同
一
の
年
齢
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
。
平

成
１９
年
４
月
１
日
に
お
い
て
は
６３
歳
。）

ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
導
入

し
て
い
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
２５
年
度
に
は
、
６５
歳
ま
で

の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
導
入
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
て
の
企
業
に
お
い
て
、

６５
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の

導
入
が
図
ら
れ
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

■

集
団
指
導
、
個
別
指
導
を
通
じ
て
、
全

て
の
企
業
に
お
い
て
改
正
高
齢
者
法
が

遵
守
さ
れ
る
取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

■

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
導
入
に
当

た
っ
て
、
賃
金
・
人
事
処
遇
制
度
の
見

直
し
、
職
場
改
善
、
職
域
開
発
等
の
課

題
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
社
団
法
人

埼
玉
県
雇
用
開
発
協
会
と
の
連
携
を
図

り
、
同
協
会
が
委
嘱
す
る
高
年
齢
雇
用

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
、専
門
的
・

技
術
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■

関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
つ

つ
、
啓
発
、
相
談
・
援
助
、
指
導
を
行

い
ま
す
。

３

健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備

労
働
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
全
て
の

労
働
者
が
健
康
で
安
全
に
働
く
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
職
場
に

お
け
る
安
全
と
健
康
の
確
保
、
迅
速
・
適

正
な
労
災
補
償
、
男
女
の
均
等
確
保
、
労

働
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
な
ど
の
対
策

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

労
働
災
害
防
止
の
た
め
に

平
成
１７
年
の
死
亡
者
数
は
５７
人
で
、
昨

年
よ
り
も
９
名
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
業

種
別
に
み
る
と
建
設
業
が
１９
人
、
製
造
業

が
８
人
、
陸
上
貨
物
運
送
事
業
が
１０
人
、

そ
れ
以
外
の
業
種
が
２０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。改

正
労
働
安
全
衛
生
法
（
一
部
を
除
き

平
成
１８
年
４
月
１
日
施
行
）
及
び
第
１０
次

労
働
災
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、
労
働
災

害
の
よ
り
一
層
の
減
少
を
図
る
た
め
の
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

快
適
職
場
と
健
康
確
保
の
た

め
に産

業
構
造
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

高
齢
化
の
進
展
も
影
響
し
て
、
脳
・
心
臓

疾
患
の
発
症
に
つ
な
が
る
健
康
障
害
、
精

神
障
害
に
よ
る
自
殺
者
が
増
加
し
て
お
り
、

心
身
の
負
担
が
少
な
い
快
適
職
場
を
求
め

る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
じ

ん
肺
や
腰
痛
等
の
職
業
性
疾
病
の
発
生
も

み
ら
れ
ま
す
。

定
期
健
康
診
断
の
実
施
結
果
に
よ
る
と
、

何
ら
か
の
所
見
を
有
す
る
者
（
有
所
見

者
）
の
割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
の
有
所
見
者
は
半
数
を
超
え
て

い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
・
粉
じ
ん
等
に
よ
る
健
康
障

害
防
止
対
策

■

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
障
害
対
策
に
つ
い
て

は
以
下
の
対
策
を
中
心
に
推
進
を
図
り

ま
す
。

�
石
綿
使
用
建
築
物
等
の
解
体
作
業
に

よ
る
飛
散
防
止
、
ば
く
露
防
止
対
策

�
建
築
物
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等

に
よ
る
ば
く
露
防
止
対
策

�
ア
ス
ベ
ス
ト
の
早
期
全
面
禁
止

�
石
綿
健
康
診
断
の
実
施
等
に
よ
る
健

康
管
理
対
策
及
び
健
康
管
理
手
帳
制

度
の
周
知

■

粉
じ
ん
障
害
防
止
の
総
合
的
な
対
策
に

よ
り
、
じ
ん
肺
の
予
防
を
図
る
と
と
も

に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
化
学
物
質
に

よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
の
推
進
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
重
大
災
害
に
つ
な
が

る
こ
と
の
多
い
酸
素
欠
乏
症
、
硫
化
水

素
中
毒
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
、
有
機
溶

剤
中
毒
等
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策

■

働
く
人
の
健
康
確
保
の
た
め
、
過
重
労

働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
及
び
職

場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

■

小
規
模
事
業
場
に
お
い
て
は
、
地
域
産

業
保
健
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
個
別
訪
問

産
業
保
健
指
導
」
の
利
用
及
び
産
業
医

の
共
同
選
任
に
よ
る
産
業
保
健
活
動
の

実
施
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
場

に
お
け
る
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
（
産
業

医
・
衛
生
管
理
者
等
）
の
産
業
保
健
活

動
を
活
性
化
す
る
た
め
、
埼
玉
産
業
保

健
推
進
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
促
進
し
ま

す
。

迅
速
適
正
な
労
災
補
償
の
た
め

■

「
精
神
障
害
」
の
労
災
請
求
事
案
は
増

加
傾
向
が
続
き
、「
脳
・
心
臓
疾
患
」

に
つ
い
て
は
、
一
時
減
少
し
た
も
の
の

平
成
１６
年
度
に
お
い
て
再
び
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
石
綿
関
連
疾
病
の
請
求

は
急
激
に
増
加
し
、
こ
れ
ら
の
請
求
事

案
を
は
じ
め
と
し
て
す
べ
て
の
労
災
請

求
に
対
し
て
、
迅
速
・
適
正
な
保
険
給

付
事
務
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

雇
用
に
お
け
る
男
女
の
均
等

な
機
会
と
待
遇
の
確
保
の
た

め
に雇

用
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
と

待
遇
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
男
女
労

働
者
の
間
に
事
実
上
生
じ
て
い
る
格
差
の

解
消
な
ど
実
質
的
な
男
女
均
等
取
扱
い
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■

妊
娠
・
出
産
を
理
由
と
す
る
解
雇
や
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性

労
働
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
と
と
も

に
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
違
反
が
明

ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
速
や
か
に
事

業
主
へ
の
是
正
指
導
を
行
い
ま
す
。

■

女
性
労
働
者
と
事
業
主
の
間
に
男
女
均

等
取
扱
い
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
労
働
局
長
に
よ
る
紛
争
解
決

の
援
助
、
機
会
均
等
調
停
会
議
に
よ
る

調
停
な
ど
、
早
期
に
紛
争
解
決
が
図
れ

る
よ
う
援
助
を
行
い
ま
す
。

■

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
成
立
後

は
、
事
業
主
や
労
働
者
等
に
対
し
、
改

正
法
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

■

男
女
労
働
者
の
間
に
事
実
上
生
じ
て
い

る
格
差
の
是
正
を
目
指
し
て
、
企
業
が

進
め
る
積
極
的
取
組
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
）
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

■

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し

て
い
る
企
業
に
対
し
、
そ
の
取
組
を
讃

え
る
た
め
「
均
等
推
進
企
業
」
を
公
募

し
、
表
彰
し
ま
す
。

―３２―



雇用者に占めるパート・アルバイトの割合

雇用者に占める割合

女

４６．２％
（４４．３％）

４１．４％
（３７．８％）

資料出所：総務省 平成１４年「就業構造基本調査」
（ ）内は平成９年調査

男

９．６％
（６．７％）

８．５％
（６．３％）

パート・アルバイト労働者数

女

５８６千人
（５３１千人）

９，３３７千人
（８，２５９千人）

男

１９０千人
（１３３千人）

２，７２４千人
（２，０９１千人）

埼
玉

全
国

■

労
働
基
準
法
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

に
基
づ
き
、
母
性
健
康
管
理
の
措
置
に

つ
い
て
、
事
業
主
、
女
性
労
働
者
、
医

療
関
係
者
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

「
母
性
健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー

ド
」
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

労
働
保
険
の
適
正
な
運
用
の

た
め
に

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
）
は
、
労
災
保
険
給
付
や
失
業
等
給

付
を
通
じ
て
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

■

労
働
保
険
は
、
政
府
が
管
掌
す
る
保
険

で
あ
り
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
事
業
主
は
労
働

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
未
手
続
き
事
業
場
の
的
確
な

把
握
に
努
め
、
計
画
的
な
適
用
促
進
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

就
業
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
増
加
す
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
派
遣
労
働
者

の
労
働
保
険
へ
適
切
な
加
入
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
被
保
険
者
の
範
囲
等
に
つ
い

て
周
知
徹
底
に
努
め
ま
す
。

�
労
働
保
険
料
の
適
正
な
申
告
・
納
付

の
周
知
徹
底
に
よ
る
年
度
更
新
の
円

滑
な
実
施

�
費
用
の
公
平
負
担
を
期
す
た
め
の
労

働
保
険
料
算
定
基
礎
調
査
の
実
施

�
労
働
保
険
料
の
実
効
あ
る
滞
納
整
理

の
実
施
等
を
主
要
対
策
に
掲
げ
、
労

働
保
険
制
度
の
適
切
な
運
営
に
努
め

ま
す
。

労
働
保
険
料
は
、
新
規
成
立
の
場
合
は

５０
日
以
内
に
、
そ
れ
以
降
は
毎
年
４
月
１

日
か
ら
５
月
２０
日
（
１８
年
度
は
、
５
月
２０

日
が
土
曜
日
の
た
め
５
月
２２
日
と
な
り
ま

す
）
ま
で
の
間
に
、
新
年
度
の
す
べ
て
の

労
働
者
に
支
払
う
賃
金
総
額
の
見
込
額
に

保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
概
算
保
険
料
の

申
告
・
納
付
と
前
年
度
す
べ
て
の
労
働
者

に
支
払
っ
た
賃
金
総
額
に
保
険
料
率
を
乗

じ
て
得
た
保
険
料
を
精
算
す
る
た
め
の
確

定
保
険
料
の
申
告
・
納
付
の
手
続
（
年
度

更
新
と
い
い
ま
す
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

年
度
更
新
で
は
、
申
告
書
を
電
子
申
請

し
た
場
合
に
の
み
電
子
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
ペ
イ
ジ
ー
マ
ー
ク（Pay-Easy
）

が
つ
い
た
納
付
書
（
２
期
分
・
３
期
分
）

で
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
）
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
電
子
納
付

が
で
き
ま
す
。

４

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
と

多
様
な
働
き
方
へ
の
対
応

わ
が
国
の
少
子
・
高
齢
化
は
急
速
に
進

ん
で
お
り
、
平
成
１７
年
か
ら
人
口
減
少
が

始
ま
り
ま
し
た
。
少
子
化
の
要
因
と
し
て

仕
事
と
子
育
て
と
の
両
立
へ
の
負
担
感
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
が

進
み
、
人
々
の
職
業
生
活
も
伸
長
す
る
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
、
職
業
生

活
と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援
、
高
齢
者
雇

用
対
策
の
促
進
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
雇
用
管
理
改
善
、
多
様
就
業
型
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の

両
立
支
援
の
た
め
に

男
性
も
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し
を
図

り
、
男
女
労
働
者
が
安
心
し
て
職
業
生
活

と
家
庭
生
活
と
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
な

雇
用
環
境
の
設
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

■

育
児
・
介
護
休
業
法
の
周
知
に
努
め
る

と
と
も
に
、
企
業
に
お
い
て
育
児
休
業

お
よ
び
介
護
休
業
等
の
規
定
が
適
切
に

整
備
さ
れ
、
制
度
と
し
て
定
着
す
る
よ

う
効
果
的
な
助
言
、
行
政
指
導
を
実
施

し
ま
す
。

■

育
児
休
業
の
取
得
が
立
ち
遅
れ
て
い
る

中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、「
中
小
企
業

子
育
て
支
援
助
成
金
（
仮
称
）」を
活
用

し
、
中
小
企
業
に
お
け
る
育
児
休
業
の

取
得
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ

く
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
お
い
て
は
、

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
を
通
じ

た
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
を
推
進

す
る
こ
と
が
大
き
な
柱
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
１８
年
度
は
労
働
者
数
３００
人
以

下
の
事
業
主
に
対
し
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
行
動
計
画
が
策
定
・
届
出
さ
れ

る
よ
う
啓
発
・
指
導
に
努
め
ま
す
。

■

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業（
仕

事
と
育
児
・
介
護
と
が
両
立
で
き
る

様
々
な
制
度
を
持
ち
、
多
様
で
柔
軟
な

働
き
方
を
労
働
者
が
選
択
で
き
る
よ
う

な
取
組
を
行
う
企
業
）
の
普
及
に
努
め

ま
す
。

高
年
齢
者
雇
用
対
策
の
促
進

の
た
め
に

高
い
就
労
意
欲
を
有
す
る
高
齢
者
が
、

そ
の
知
識
・
経
験
を
生
か
し
、
意
欲
と
能

力
の
あ
る
限
り
働
き
続
け
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
改
正
高
齢
法
が
遵
守
さ
れ
る

取
組
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
社
団
法
人

埼
玉
県
雇
用
開
発
協
会
と
の
連
携
を
図
り
、

同
協
会
が
委
嘱
す
る
高
年
齢
者
雇
用
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
、
労
働
者
の
募
集

及
び
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
年
齢
に
か
か

わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を
与
え
る
よ
う
指

導
し
ま
す
。

ま
た
、
中
高
年
試
行
雇
用
事
業
を
積
極

的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
に
対

し
て
試
行
雇
用
終
了
後
の
常
用
雇
用
へ
の

移
行
に
つ
い
て
も
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇

用
管
理
改
善
の
た
め
に

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
近
年
増
加
し

て
お
り
、
就
業
分
野
の
拡
大
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
重
要
な
労
働
力
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
女
性
労
働
者
に

つ
い
て
み
る
と
、
埼
玉
県
の
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
。）
の

割
合
は
北
海
道
と
並
ん
で
全
国
で
最
も
高

く
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
を
魅
力
あ
る
良

好
な
就
業
形
態
と
し
て
確
立
す
る
た
め
の

対
策
は
重
要
で
す
。

■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
及
び
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
指
針
に
沿
っ
た
適
正
な
労
働

条
件
の
確
保
、
雇
用
管
理
の
改
善
等
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
そ
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

■

特
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
に
つ
い

て
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
通
常

の
労
働
者
と
の
均
衡
を
考
慮
し
た
処
遇

の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
考

え
方
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

多
様
な
働
き
方
へ
の
対
応
の

た
め
に

■

労
働
者
が
そ
の
意
欲
と
能
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
よ
う
に
し
、
企
業
の
活
力
を

高
め
て
行
く
た
め
に
は
、
多
様
な
働
き

方
が
選
択
で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
教
育
訓
練
・
自
己
啓
発
の

時
間
の
確
保
、
育
児
・
介
護
と
仕
事
と

の
両
立
、
高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
な
ど

が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
長
時
間
労
働

の
是
正
や
短
時
間
正
社
員
制
度
の
導
入

な
ど
、
多
様
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け

て
、
埼
玉
県
、
労
使
団
体
等
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
、
多
様
就
業
型
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
促
進
に
つ
い
て
積
極

的
な
啓
発
、
支
援
等
に
努
め
ま
す
。

次世代
認定マーク
事業主は雇用環境の
整備について行動計
画に定めた目標を達
成したことなど一定
の要件を満たす場合に、申請により労働
局長の認定を受けることができます。認
定を受けた事業主は上のマークを広告、
商品などに付けることができます。

―３３―



����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

「
義
務
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
提
言
」を

発
表

―
学
校
選
択
制
の
全
国
的
導
入
な
ど
提
示

日
本
経
団
連
（
奥
田
碩
会
長
）
は
４
月
１８
日
、「
義
務
教
育
改

革
に
つ
い
て
の
提
言
」
を
発
表
し
た
。
近
年
、
義
務
教
育
を
め
ぐ

っ
て
は
政
府
の
審
議
会
等
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
の
議
論
が
さ
れ
て
い

る
一
方
、
教
育
の
現
場
を
見
る
と
、
習
熟
度
別
授
業
の
普
及
な
ど

日
本
経
団
連
の
提
言
に
沿
っ
た
動
き
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み

れ
ば
教
育
改
革
の
足
取
り
は
遅
く
、
公
立
学
校
へ
の
不
満
や
不
信

が
私
立
志
向
を
高
め
、
塾
通
い
を
常
態
化
さ
せ
て
い
る
事
態
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
状
況
を
受
け
て
同
提
言
で
は
、
学

校
が
自
ら
学
校
運
営
や
授
業
の
改
善
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い

環
境
に
整
備
す
る
た
め
、
�
学
校
選
択
制
の
全
国
的
導
入
�
学
校

評
価
の
実
施
�
教
育
の
受
け
手
の
選
択
を
反
映
し
た
学
校
へ
の
予

算
配
分
の
実
現

の
３
点
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
た
。
同
提
言

の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
学
校
選
択
制
の
全
国
的
導
入

学
校
選
択
性
導
入
の
目
的
に
は
、「
選
ば
れ
る
学
校
」
に
向
け

た
�
切
磋
琢
磨
�
を
促
進
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
現
行
の
学
校
教

育
法
で
は
、
就
学
先
は
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
保
護
者
の
意
見
は
「
聞
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
学
校
選
択
制
の
全
国
的
導
入
に
向

け
て
は
、
教
育
の
受
け
手
の
希
望
を
あ
ら
か
じ
め
調
査
し
、
原
則

と
し
て
、
そ
の
希
望
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
学
校
教
育
法

を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
。

２
�
学
校
評
価

教
育
の
受
け
手
に
学
校
選
択
の
際
の
、
参
考
材
料
を
提
供
す
る

と
い
う
点
か
ら
、
�
評
価
項
目
に
一
定
の
基
準
を
設
け
る
な
ど
、

学
校
の
取
り
組
み
を
比
較
・
検
証
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
�
保

護
者
や
生
徒
・
児
童
が
評
価
に
参
加
す
る
こ
と

な
ど
を
提
案

す
る
。

今
年
３
月
に
学
校
評
価
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、

学
校
評
価
に
一
定
の
基
準
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
歓
迎
さ
れ
る
と
こ

ろ
だ
が
、
教
育
の
受
け
手
の
評
価
を
積
極
的
に
汲
み
取
り
、
具
体

的
改
善
に
結
び
つ
け
る
視
点
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
や
、
学
校
評

価
に
不
可
欠
な
教
育
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
の
客
観
デ
ー
タ
の
公

表
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
鑑
み
、
来
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
全
国
学
力
調
査
の
結
果
な

ど
を
学
校
毎
に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

３
�
教
育
の
受
け
手
の
選
択
を
反
映
し
た
学
校
へ
の
予
算
配
分

現
在
の
学
校
へ
の
予
算
配
分
は
、
学
級
数
や
教
員
数
を
基
準
と

し
て
行
わ
れ
て
お
り
、「
教
育
の
質
」
や
「
満
足
度
」
な
ど
は
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
。

学
校
運
営
や
授
業
の
改
善
に
、
学
校
が
自
主
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
予
算
面
で
も
教
育
の
受
け
手
の
評
価

を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
学
校
選
択
制
の
導
入

に
加
え
、
学
校
へ
の
予
算
を
、
原
則
と
し
て
児
童
・
生
徒
数
に
応

じ
て
配
分
す
る
よ
う
、
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
各
学
校
の

個
別
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
施
設
整
備
・
建
設
費
や
追
加
的
な
交

付
を
決
定
す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
の
構
築
に
も
あ
わ
せ
て
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

新
産
業
・
新
事
業
創
出
へ
提
案

―
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

連
携
体
制
推
進
を

日
本
経
団
連
は
４
月
１８
日
、
意
見
書
「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
を
通
じ
た
新
産
業
・
新
事
業
の
創
出
へ
」
を
公

表
し
た
。
同
意
見
書
は
新
産
業
・
新
事
業
委
員
会
（
高
原
慶
一
朗
、

原
良
也
共
同
委
員
長
）
が
行
っ
た
米
国
お
よ
び
日
本
国
内
の
ク
ラ

ス
タ
ー
（
産
業
集
積
地
域
）
の
視
察
を
ふ
ま
え
て
策
定
さ
れ
、
起

業
と
新
産
業
創
出
を
通
じ
た
日
本
の
経
済
活
性
化
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
促
進
要
因
で
あ
る
「
人
」「
技
術
」「
場
所
」
の
３
点
に
お
け

る
連
携
の
強
化
を
主
張
し
て
い
る
。
日
本
経
団
連
で
は
同
意
見
書

を
も
と
に
関
係
各
方
面
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

同
意
見
書
の
主
な
主
張
は
次
の
と
お
り
。

１
�
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

米
国
西
海
岸
ク
ラ
ス
タ
ー
で
発
達
し
て
い
る
起
業
家
同
士
や
専

門
家
を
結
び
つ
け
る
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
日
本
で
も
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
特
に
、
起
業
成
功
者
が
後
進
起
業

家
の
先
達
と
し
て
経
営
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
起
業
家
の
精

神
的
支
え
と
な
る
メ
ン
タ
ー
を
日
本
の
風
土
に
合
わ
せ
た
形
で
根

付
か
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
地
方
に
お
け
る
専
門
家
の
充

実
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
起
業
家
の
情
報
交
換
等
を
促
進
し
、
起
業
家

支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

２
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
の
構
築

自
前
主
義
か
ら
脱
却
し
、
大
学
・
研
究
機
関
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
、
大
企
業
が
各
々
の
強
み
を
活
か
し
て
研
究
開
発
か
ら
試
作
化
、

製
品
化
ま
で
の
オ
ー
プ
ン
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
各
主
体
間
の
一
層
の
人
材

流
動
化
を
進
め
、
特
に
大
学
・
大
企
業
か
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
た

起
業
家
が
大
学
・
大
企
業
へ
容
易
に
復
帰
で
き
る
双
方
向
の
人
材

移
動
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
密
接
な
関
係

構
築
に
よ
り
、
性
能
評
価
や
市
場
動
向
を
ス
ム
ー
ズ
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
技
術
や
市
場
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
製
品
開
発

を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

３
�
ク
ラ
ス
タ
ー
に
お
け
る
連
携
体
制
の
構
築

ク
ラ
ス
タ
ー
を
構
成
す
る
各
機
関
が
強
み
を
活
か
し
た
連
携
関

係
を
構
築
す
べ
き
と
し
て
、
�
政
府
・
自
治
体
は
起
業
環
境
と
起

業
理
念
の
長
期
的
醸
成
を
担
う
と
と
も
に
、
商
品
調
達
時
に
一
定

割
合
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
の
調
達
と
す
る
経
営
支
援
策
や
、

民
間
研
究
を
支
え
る
寄
付
文
化
の
定
着
な
ど
を
推
奨
す
る
�
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
外
部
の
評
価
機
関
等
も
活
用
し
て
技
術
、

経
営
両
面
の
審
査
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
地
元
密

着
性
を
深
め
て
投
資
後
も
取
引
先
の
斡
旋
や
役
員
を
派
遣
す
る
な

ど
手
厚
い
ケ
ア
を
行
う
�
大
学
・
研
究
機
関
は
産
学
連
携
推
進
に

加
え
、
高
度
な
研
究
成
果
を
地
域
に
定
着
さ
せ
た
り
、
将
来
の
ク

ラ
ス
タ
ー
を
担
う
若
手
研
究
者
の
視
野
を
広
げ
る
よ
う
取
り
組
む

�
大
企
業
は
自
社
が
も
つ
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を
進

め
、
未
使
用
特
許
の
活
用
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
部
門
へ
の

人
材
登
用
機
会
を
創
出
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
。
特
に
、
大

企
業
の
人
材
活
用
に
つ
い
て
は
今
後
退
職
を
迎
え
る
い
わ
ゆ
る

「
団
塊
の
世
代
」
に
着
目
し
、
ス
キ
ル
活
用
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。国

の
生
活
習
慣
病
対
策
で
民
間
活
力
活
用
を

―
新
産
業
・
新
事
業
委
員
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア

産
業
部
会
が
厚
労
省
に
要
望
を
提
出

日
本
経
団
連
の
新
産
業
・
新
事
業
委
員
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
部

会
（
赤
星
慶
一
郎
部
会
長
）
は
、
国
の
生
活
習
慣
病
対
策
に
お
け

る
民
間
活
力
活
用
に
関
す
る
要
望
を
ま
と
め
、
４
月
１４
日
、
厚
生

労
働
省
に
提
出
し
た
。

政
府
は
増
え
続
け
る
医
療
費
の
適
正
化
を
め
ざ
し
た
一
連
の
医

療
制
度
構
造
改
革
の
集
大
成
と
し
て
、
今
通
常
国
会
に
医
療
制
度

改
革
関
連
法
案
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
生
活
習
慣
病
対

策
が
医
療
費
適
正
化
方
策
の
１
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、

加
齢
と
と
も
に
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
生
活
習
慣
病
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
健
康
維
持
に
努
め
る

こ
と
が
国
策
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

同
法
案
で
は
、
健
保
組
合
、
国
保
な
ど
の
医
療
保
険
者
に
対
し

て
、
４０
歳
以
上
の
保
険
加
入
者
へ
の
健
診
な
ら
び
に
事
後
指
導
の

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
健
診
に
よ
っ
て
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
備
群
を
抽
出
し
、
事

後
指
導
に
よ
っ
て
病
気
へ
の
移
行
を
防
ぐ
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

そ
の
際
、
医
療
保
険
者
は
こ
の
健
診
・
事
後
指
導
を
自
ら
実
施
す

る
だ
け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
部
会
で
は
、
こ
れ
を
大
き

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
民
間
活
力
活
用
の
観
点
か
ら
、

健
診
・
事
後
指
導
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
推
進
に
向
け
た
要
望
を
取
り

ま
と
め
た
。

健
診
・
事
後
指
導
実
施
体
制
の
整
備
／
成
果
目
標
の
設
定
な
ど

要
望
の
論
点
と
し
て
は
、
第
１
に
、
生
活
習
慣
病
対
策
に
関
す

る
成
果
目
標
の
設
定
を
要
望
し
て
い
る
。
政
府
は
生
活
習
慣
病
対

策
の
導
入
に
よ
り
、
２
０
１
５
年
度
の
患
者
・
予
備
群
を
０８
年
度

と
比
べ
て
２５
％
減
少
さ
せ
る
と
の
政
策
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、

肝
心
の
医
療
費
抑
制
効
果
に
つ
い
て
は
、
２５
年
度
に
２
・
５
兆
円

抑
制
可
能
と
い
う
見
通
し
の
提
示
に
留
ま
っ
て
い
る
。
保
険
者
に

生
活
習
慣
病
対
策
の
実
施
を
義
務
付
け
る
以
上
、
国
は
そ
の
効
果

を
わ
か
り
や
す
く
国
民
に
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
、
例
え
ば

５
年
後
に
は
い
く
ら
医
療
費
を
抑
制
す
る
の
か
、
金
額
に
つ
い
て

も
具
体
的
な
成
果
目
標
を
掲
げ
る
よ
う
求
め
た
。

第
２
に
、
健
診
・
事
後
指
導
実
施
体
制
の
整
備
を
要
望
し
た
。

医
療
費
適
正
化
に
向
け
て
、
保
険
者
が
着
実
に
健
診
・
事
後
指
導

を
実
施
し
て
生
活
習
慣
病
予
備
群
・
患
者
を
減
ら
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
保
険
者
が
集
め
た
保
険
料
の
約
４
割
は
老

人
保
険
制
度
を
支
え
る
拠
出
金
に
な
っ
て
お
り
、
保
険
者
機
能
の

強
化
に
向
け
た
事
業
に
十
分
な
資
金
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
健
診
・
事
後
指

導
の
義
務
化
に
際
し
て
は
、
併
せ
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
の
拡

充
や
自
助
努
力
を
前
提
と
し
た
支
援
措
置
の
検
討
を
要
望
し
て
い

る
。第

３
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
先
の
能
力
・
信
頼
性
等
に
関
す
る
評
価

基
準
の
整
備
に
つ
い
て
要
望
し
た
。
具
体
的
に
は
、
評
価
基
準
は

あ
く
ま
で
も
生
活
習
慣
病
予
防
と
直
結
し
た
成
果
に
着
目
し
て
設

定
す
る
こ
と
、
基
準
設
定
に
際
し
て
は
学
者
・
医
療
関
係
者
だ
け

で
な
く
民
間
事
業
者
か
ら
も
意
見
を
聞
く
こ
と
、
ま
た
、
施
設
や

有
資
格
者
に
関
わ
る
基
準
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

第
４
に
４０
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
生
活
習
慣
病
対
策
に
お
け
る

企
業
と
健
保
組
合
の
連
携
推
進
、
第
５
に
生
活
習
慣
病
予
防
の
重

要
性
に
関
す
る
国
民
・
保
険
者
へ
の
啓
発
を
要
望
し
た
。

中
長
期
的
に
生
活
習
慣
病
対
策
の
効
果
が
出
て
く
れ
ば
、
そ
の

結
果
、
国
民
は
ま
す
ま
す
健
康
に
な
り
、
医
療
費
は
適
正
化
さ
れ
、

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
が
発
展
す
る
と
い
うw

in-w
in

の
シ
ナ
リ
オ
が

実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
部
会
で

は
、
こ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
実
現
へ
の
課
題
を
整
理
す
る
予
定
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
コ
ン
テ
ン
ツ

関
係
者
の
戦
略
的
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

向
け
た
提
言
を
発
表

―
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
へ

日
本
経
団
連
は
４
月
１８
日
、「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
コ

ン
テ
ン
ツ
関
係
者
の
戦
略
的
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
〜
ユ

ビ
キ
タ
ス
時
代
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た
提

言
」
と
題
す
る
提
言
を
発
表
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
端
末
の
技
術
革
新
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化
、
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
市
場
の
拡
大
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ

を
め
ぐ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

変
化
を
捉
え
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
、
通
信
キ
ャ
リ
ア
等
の
幅
広
い

関
係
者
が
戦
略
的
に
協
働
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
と
権
利
者
の
保

護
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
、W
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を
生
む
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
関
係
者
の
連
携
の
必
要
性
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
そ
の
機
会
は
乏
し
く
、
２
０
０
４
年
８
月
に
産
業

問
題
委
員
会
（
岡
村
正
委
員
長
）
の
下
に
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
、

通
信
キ
ャ
リ
ア
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
懇
談
会
を
設
置
し
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た
課
題
や
連
携
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
き
た
。
提
言
で
は
ま
ず
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
め
ぐ
る
幅
広
い
関
係

者
が
共
に
繁
栄
で
き
る
基
盤
づ
く
り
が
不
可
欠
と
し
、
法
制
度
や

流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
そ
の
中
核
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。

◇
法
制
度
の
整
備

法
制
度
に
つ
い
て
は
、第
１
に「
放
送
と
通
信
の
垣
根
の
整
理
」

と
し
て
、
放
送
や
通
信
を
め
ぐ
る
法
制
度
、
行
政
組
織
、
競
争
政

策
等
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｐ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
改
め
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
当
面
の
課
題
と
し
て
、
Ｉ
Ｐ
マ
ル
チ

キ
ャ
ス
ト
放
送
の
著
作
権
法
上
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
べ
き
と

提
言
し
て
い
る
。

第
２
に
、「
著
作
権
法
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、
現
行
制
度
が
想
定
し
て
い
な
い

コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
形
態
も
で
て
き
て
お
り
、
諸
外
国
の
モ
デ
ル

と
な
り
得
る
新
た
な
著
作
権
法
体
系
の
構
築
に
向
け
、
国
民
的
議

論
を
推
進
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

◇
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備

流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
デ
・
ジ
ュ
ー

ル
型
と
し
て
制
度
に
よ
る
標
準
化
が
有
用
な
も
の
と
、
デ
・
フ
ァ

ク
ト
型
の
標
準
化
を
待
つ
べ
き
も
の
と
を
明
確
に
し
、
デ
・
ジ
ュ

ー
ル
型
に
つ
い
て
は
、
国
際
標
準
化
も
意
識
し
つ
つ
、
幅
広
い
関

係
者
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
な
議
論
を
行
い
、
デ
・
フ
ァ
ク
ト
型
に
つ

い
て
は
、
公
正
な
競
争
環
境
を
確
保
し
つ
つ
、
民
間
の
自
由
競
争

に
委
ね
る
べ
き
と
提
言
し
た
。

日
本
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た
協
力
の
あ
り
方
示
す

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
同
時
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
飛
躍
的
拡
大
に

つ
な
が
る
日
本
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
国
内
外
で
展
開
す
べ
く

協
働
す
る
こ
と
が
重
要
と
し
、
そ
の
た
め
に
第
１
に
、「
ユ
ー
ザ

ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
市
場
の
拡
大
」
を
挙
げ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

等
の
活
用
に
よ
り
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
こ
と

や
、
教
育
・
福
祉
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
と
シ
ナ
ジ
ー
を
発
揮
す
る
よ

う
な
新
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

第
２
に
、「
国
際
展
開
に
向
け
た
協
力
」
に
つ
い
て
は
、
国
際

展
開
を
経
営
戦
略
に
明
確
に
位
置
づ
け
、
戦
略
的
に
重
要
な
地
域

で
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
が
連
携
し
て
事
業
を
展
開
す
べ
く
、
政
府

が
支
援
す
る
こ
と
の
必
要
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

第
３
に
、「
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
、
キ
ャ
リ
ア
の
調
整
」
に
つ
い

て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
成
功
要
因
と
し
て
、
�
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
必
要
性
�
相
互
理
解
の
必
要
性
�
関
係
者
がW
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と
な
る
仕
組
み
の
構
築
の
必
要
性

の
３
点
を
掲
げ
た
。

最
後
に
「
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
対
応
」
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
＊
）
や
ブ
ロ
グ
な
ど
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま

れ
る
中
、
こ
う
し
た
動
き
を
日
本
な
り
に
吸
収
し
応
用
す
る
と
と

も
に
、
科
学
技
術
立
国
た
る
日
本
が
誇
る
最
先
端
の
技
術
や
研
究

を
活
用
し
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
起
こ
す
日
本
発
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
中
期
的
に
重
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
�
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
イ
ト
の
略
。
参

加
者
が
互
い
に
友
人
を
紹
介
し
あ
っ
て
、
新
た
な
友
人
関
係
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
指
す
。

春
季
労
使
交
渉
・
大
手
の
約
７
割
で
回
答

―
９５
社
平
均
５
５
８
３
円
、
１
�
６９
％

日
本
経
団
連
は
４
月
１９
日
、
２
０
０
６
年
春
季
労
使
交
渉
の
大

手
企
業
回
答
状
況
（
加
重
平
均
）
の
第
３
回
集
計
〈
Ｐ
Ｄ
Ｆ
〉
を

発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
（
２２
業
種
、
大
手
２８８
社
）
の
約
７

割
（
７２
・
６
％
）
に
あ
た
る
２０９
社
で
回
答
（
了
承
・
妥
結
を
含
む
）

が
示
さ
れ
、
こ
の
う
ち
平
均
額
が
わ
か
っ
て
い
る
９５
社
の
回
答
平

均
は
５
５
８
３
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
６９
％
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
同
一
企
業
の
昨
年
実
績
（
５
１
５
６
円
、
１
・
５５

％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
４２７
円
、
率
で
０
・
１４
ポ
イ
ン
ト
の
プ

ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
８１
社
の
回
答
平
均

は
５
６
９
４
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
７４
％
で
、
同
一
企
業
の
昨
年
実

績
（
５
２
６
３
円
、
１
・
６１
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
４３１
円
、

率
で
０
・
１３
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
。

一
方
、
非
製
造
業
１４
社
の
回
答
平
均
は
５
３
５
６
円
、
ア
ッ
プ

率
１
・
５８
％
で
、
同
一
企
業
の
昨
年
実
績
（
４
９
７
５
円
、
１
・

４６
％
）
と
比
べ
る
と
金
額
で
３８１
円
、
率
で
０
・
１２
ポ
イ
ン
ト
の
プ

ラ
ス
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

回
答
・
妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
５
０
０
０
〜
５
５
０
０

円
未
満
」（
１９
社
、
２０
・
０
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
３
５

０
０
〜
４
０
０
０
円
未
満
」（
１８
社
、
１８
・
９
％
）、「
６
０
０
０

〜
６
５
０
０
円
未
満
」（
１４
社
、
１４
・
７
％
）の
順
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
で
最
も
多
い
の
は
「
１
・
２０
％
未
満
」（
１６

社
、
１６
・
８
％
）
で
、
以
下
「
１
・
９０
〜
２
・
００
％
未
満
」（
１２

社
、
１２
・
６
％
）、「
１
・
２０
〜
１
・
３０
％
未
満
」
と
「
１
・
７０
〜

１
・
８０
％
未
満
」（
と
も
に
１０
社
、
１０
・
５
％
）
が
続
い
て
い
る
。

春
季
労
使
交
渉
・
中
小
の
１５
％
で
回
答

―
１１０
社
平
均
３
９
８
６
円
、
１
・
５１
％
／

前
年
比
１４７
円
、
０
・
０４
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ
ス

日
本
経
団
連
が
４
月
１９
日
に
発
表
し
た
２
０
０
６
年
春
季
労
使

交
渉
・
中
小
企
業
回
答
状
況
（
加
重
平
均
）〈
Ｐ
Ｄ
Ｆ
〉
に
よ
る

と
、
調
査
対
象
（
従
業
員
５００
人
未
満
、
１７
業
種
７５０
社
）
の
１５
・
２

％
に
あ
た
る
１１４
社
で
回
答
（
了
承
・
妥
結
を
含
む
）
が
示
さ
れ
、

こ
の
う
ち
平
均
額
が
わ
か
っ
て
い
る
１１０
社
の
回
答
平
均
は
３
９
８

６
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
５１
％
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
同
一
企
業
の
昨
年
実
績
（
３
８
３
９
円
、
１
・
４７
％
）

と
比
べ
る
と
、
金
額
で
１４７
円
、
率
で
０
・
０４
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス

と
な
っ
て
い
る
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
８５
社
の
回
答
平
均

は
４
５
１
９
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
６９
％
と
な
り
、
同
一
企
業
の
昨

年
実
績
（
４
３
５
７
円
、
１
・
６３
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
１

６
２
円
、
率
で
０
・
０６
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
。

一
方
、
非
製
造
業
２５
社
の
回
答
平
均
は
２
３
５
５
円
、
ア
ッ
プ

率
０
・
９３
％
と
な
り
、
同
一
企
業
の
昨
年
実
績
（
２
０
４
７
円
、

０
・
８５
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
３０８
円
、
率
で
０
・
０８
ポ
イ
ン

ト
の
プ
ラ
ス
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・・
提提
案案
なな
どど

※
次
頁
へ
つ
づ
く

―３４―



労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
の

審
議
状
況
に
つ
い
て

―
労
働
契
約
法
制
・
労
働
時
間
法
制

４
月
１１
日
に
開
催
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
第
５４
回
労
働
政
策
審

議
会
労
働
条
件
分
科
会
に
お
い
て
、
今
後
の
議
論
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
労
働
契
約
法
制
及
び
労
働
時
間
法
制
に
係
る

検
討
の
視
点
」
が
提
示
さ
れ
た
。

こ
の
「
検
討
の
視
点
」
は
、「
今
後
の
労
働
契
約
法
制
の
在
り

方
に
関
す
る
研
究
会
」
お
よ
び
「
今
後
の
労
働
時
間
法
制
に
関
す

る
研
究
会
」
の
報
告
書
を
参
考
と
し
、
昨
年
秋
か
ら
の
労
働
条
件

分
科
会
で
の
審
議
内
容
も
踏
ま
え
て
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
再
整

理
し
た
も
の
。
検
討
の
趣
旨
を
述
べ
た
後
、『
労
働
契
約
法
制
』

と
『
労
働
時
間
法
制
』
の
２
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点

を
挙
げ
て
い
る
。

『
労
働
契
約
法
制
』
に
つ
い
て
は
、「
労
使
両
当
事
者
の
契
約

に
対
す
る
自
覚
を
促
し
つ
つ
、
労
働
契
約
が
円
滑
に
継
続
す
る
た

め
の
基
本
的
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
、
明
確
化
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
�
就
業
規
則
を
め
ぐ
る
ル

ー
ル
等
�
重
要
な
労
働
条
件
（
採
用
内
定
・
試
用
・
出
向
・
転
籍

等
）
に
係
る
ル
ー
ル
�
労
働
契
約
の
終
了
の
場
面
（
解
雇
）
の
ル

ー
ル
�
有
期
労
働
契
約
を
め
ぐ
る
ル
ー
ル

の
４
つ
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
�
の
就
業
規
則
に
関
す
る
部
分
で
は
、
過
半

数
組
合
と
の
合
意
に
よ
り
労
働
条
件
変
更
の
合
理
性
推
定
効
を
認

め
る
か
、
過
半
数
組
合
が
な
い
事
業
場
に
「
労
使
委
員
会
」
の
設

置
を
促
進
す
る
べ
き
か
、「
労
使
委
員
会
」
の
決
議
に
ど
の
よ
う

な
法
的
効
果
を
認
め
る
か
な
ど
、
多
く
の
重
要
な
論
点
が
あ
り
、

労
使
の
激
し
い
議
論
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
�
の
解
雇
に
つ
い

て
は
、
使
用
者
側
が
導
入
を
主
張
し
て
い
る
「
解
雇
の
金
銭
的
解

決
」
の
論
点
も
入
っ
て
お
り
、
前
向
き
な
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。

『
労
働
時
間
法
制
』
に
つ
い
て
は
、
�
時
間
外
労
働
の
削
減
�

年
次
有
給
休
暇
制
度
の
見
直
し
�
自
律
的
労
働
時
間
制
度
の
創
設

が
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
�
で
は
割
増
率
の
引

き
上
げ
、
�
で
は
時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
な
ど
が
論
点

と
さ
れ
て
い
る
。
�
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
創
設
す

る
か
ど
う
か
、
創
設
す
る
場
合
の
要
件
（
年
収
の
額
等
）
な
ど
を

め
ぐ
り
、
大
き
な
議
論
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
検
討
の
視
点
」
を
議
論
の
た
た
き

台
と
し
て
、
月
２
回
の
頻
度
で
労
働
条
件
分
科
会
を
開
催
し
、
７

月
の
中
間
答
申
を
経
て
年
末
に
最
終
答
申
、
２
０
０
７
年
通
常
国

会
へ
の
法
案
提
出
（
労
働
契
約
法
（
新
法
）
の
制
定
と
労
働
基
準

法
の
改
正
）
を
め
ざ
す
と
い
う
の
が
厚
生
労
働
省
の
考
え
で
あ
る
。

日
本
経
団
連
と
し
て
は
、
労
働
法
規
委
員
会
（
藤
田
弘
道
委
員

長
）
に
お
い
て
検
討
を
行
い
、
特
に
「
解
雇
の
金
銭
的
解
決
」「
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
制
度
」
の
実
現
に
向
け
て
使

用
者
側
意
見
を
主
張
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
企
業
価
値
の
最
大
化
に

向
け
た
経
営
戦
略
」
公
表

日
本
経
団
連
は
３
月
２２
日
に
報
告
書
『
企
業
価
値
の
最
大
化
に

向
け
た
経
営
戦
略
』
を
公
表
し
た
。
同
報
告
書
を
ま
と
め
た
経
済

政
策
委
員
会
（
井
口
武
雄
委
員
長
）
は
、
過
去
３
年
間
、
企
業
に

お
け
る
経
営
戦
略
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。
２
０
０
３
年
度

は
製
造
業
の
企
業
戦
略
、
０４
年
度
は
非
製
造
業
の
活
動
に
焦
点
を

あ
て
た
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、
０５
年
度
は
集
大
成
と
し
て
、「
企

業
価
値
の
最
大
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

◇
「
当
面
の
経
営
戦
略
」
と
企
業
価
値

企
業
価
値
を
め
ぐ
っ
て
は
盛
ん
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

「
企
業
価
値
の
最
大
化
に
向
け
た
経
営
戦
略
の
有
効
性
」
に
つ
い

て
、
客
観
的
な
検
証
が
十
分
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ

こ
で
、
１
６
０
０
社
以
上
の
財
務
デ
ー
タ
や
株
価
デ
ー
タ
、
日
本

経
団
連
の
会
員
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
各
社
の
経
営

戦
略
と
「
企
業
価
値
」
の
関
係
を
統
計
的
に
分
析
し
た
。
企
業
価

値
の
大
き
さ
は
、
短
期
的
な
変
動
を
除
く
株
式
時
価
総
額
で
測
っ

た
。最

初
に
「
当
面
の
業
績
に
直
結
す
る
経
営
戦
略
」
が
、
企
業
価

値
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、

収
益
力
（
売
上
高
経
常
利
益
率
の
上
昇
）、
成
長
力
（
売
上
高
の

伸
び
）、
健
全
性
（
利
払
い
費
の
減
少
）、
株
主
へ
の
還
元
（
配
当

性
向
の
高
さ
）
は
、
い
ず
れ
も
確
実
に
企
業
価
値
を
高
め
て
い
る

こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

◇
企
業
価
値
の
プ
レ
ミ
ア
ム

こ
れ
ら
の
「
当
面
の
業
績
改
善
に
直
結
す
る
経
営
戦
略
」
に
よ

っ
て
、
企
業
価
値
の
大
部
分
は
説
明
で
き
る
。
し
か
し
実
際
は
、

当
面
の
業
績
だ
け
で
は
説
明
し
つ
く
せ
な
い
、
い
わ
ば
「
企
業
価

値
の
プ
レ
ミ
ア
ム
」
を
生
み
出
し
て
い
る
企
業
も
み
ら
れ
る
。「
現

実
の
企
業
価
値
」
と
、
各
社
の
業
績
か
ら
説
明
で
き
る
「
企
業
価

値
の
理
論
値
」
と
の
関
係
は
お
お
む
ね
比
例
し
て
い
る
が
、
企
業

ご
と
の
バ
ラ
つ
き
も
少
な
く
な
い
。

◇
「
中
長
期
的
な
経
営
戦
略
」
と
企
業
価
値

こ
の
「
企
業
価
値
の
プ
レ
ミ
ア
ム
」
を
説
明
す
る
要
素
と
し
て
、

次
に
、
中
長
期
的
な
経
営
戦
略
に
着
目
し
、
日
本
経
団
連
の
会
員

企
業
を
対
象
に
「
競
業
他
社
よ
り
も
進
ん
だ
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
か
ど
う
か
」
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
（
３０６
社
よ
り
回
答
）。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
活
用
し
て
、
各
社
の
中
長
期
的
な
経

営
戦
略
と
「
企
業
価
値
の
プ
レ
ミ
ア
ム
」
の
関
係
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、
優
秀
な
人
材
の
育
成
、
研
究
開
発
、
経
営
理
念
や
企
業
倫

理
の
明
確
化
・
徹
底
、
情
報
開
示
、
女
性
な
ど
へ
の
雇
用
機
会
提

供
、
環
境
負
荷
の
軽
減
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
、「
企
業
価
値
の

プ
レ
ミ
ア
ム
」
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
消
費
者
や
取
引
先
・
調
達
先
、
社
会
な
ど
多
様
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
重
視
す
る
経
営
戦
略
は
、
企
業
価
値
に
対
し
て

中
立
的
で
あ
る
。
業
績
改
善
を
通
じ
て
企
業
価
値
を
押
し
上
げ
て

い
る
ケ
ー
ス
や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
（
環

境
負
荷
軽
減
な
ど
）
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、「
株
主
と
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
は
対
立
す
る
」
と
い
う
見
方
は
一
面

的
で
あ
り
、
む
し
ろ
共
存
共
栄
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。な

お
、
企
業
倫
理
を
徹
底
し
、
社
会
的
良
識
を
も
っ
て
経
営
に

取
り
組
む
こ
と
は
、
企
業
活
動
を
行
う
上
で
の
大
前
提
で
あ
る
。

企
業
実
体
の
改
善
を
怠
り
な
が
ら
、
法
律
に
違
反
し
て
、
あ
る
い

は
法
律
の
網
の
目
を
か
い
く
ぐ
っ
て
株
式
時
価
総
額
の
引
き
上
げ

を
図
っ
た
最
近
の
事
案
は
、
お
よ
そ
経
営
戦
略
と
は
呼
べ
な
い
。

社
会
か
ら
の
信
頼
と
共
感
を
前
提
と
し
た
、
地
道
な
経
営
戦
略
の

積
み
重
ね
こ
そ
が
、
株
式
時
価
総
額
の
安
定
的
な
上
昇
、
企
業
価

値
の
実
質
的
増
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
こ
の
報
告
書
で
改
め
て

確
認
さ
れ
て
い
る
。

「
知
的
財
産
推
進
計
画
２
０
０
６
」
策
定
へ

提
言
／

政
策
強
化
に
向
け
て
具
体
的
な
課
題
提
示

―
中
長
期
的
視
点
で
制
度
運
用
／

保
護
と
利
用
の
均
衡
確
保
な
ど

日
本
経
団
連
は
３
月
２２
日
、「『
知
的
財
産
推
進
計
画
２
０
０

６
』
の
策
定
に
向
け
て
」
と
題
す
る
提
言
を
発
表
し
た
。
同
提
言

は
、
政
府
の
知
的
財
産
戦
略
本
部
（
本
部
長＝

小
泉
純
一
郎
総
理

大
臣
）
が
６
月
ご
ろ
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
の
「
知
的
財
産
推
進

計
画
２
０
０
６
」
に
対
し
、
経
済
界
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
２
０
０
３
年
以
来
、
毎
年
取
り
ま
と
め

を
行
っ
て
い
る
。
同
提
言
は
、
産
業
技
術
委
員
会
知
的
財
産
部
会

（
加
藤
幹
之
部
会
長
）
と
産
業
問
題
委
員
会
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
・
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
部
会
（
依
田
巽
部
会
長
）
が
協
力
し
て

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
知
的
財
産
政
策
の
強
化
に
向
け
た
具
体

的
な
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

今
後
の
政
策
の
方
向
性
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
中
で
、

す
で
に
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
分
野
に
お
い
て
は
、
整
備
さ

れ
た
新
た
な
環
境
下
で
産
業
界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
を
促
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
。
そ
の
た
め
に
は
、
�
中

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
制
度
の
安
定
的
な
運
用
・
活
用
を
行

い
、
そ
の
経
験
や
結
果
を
次
の
見
直
し
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
�
保
護
中
心
か
ら
「
保
護
と
利
用
の
バ
ラ
ン
ス

の
確
保
や
活
用
」
へ
、
ま
た
国
内
問
題
か
ら
国
際
問
題
へ
と
重
点

を
移
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
�
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
知
的

財
産
立
国
の
実
現
に
向
け
た
新
し
い
課
題
に
取
り
組
む
に
当
た
っ

て
、
予
期
せ
ぬ
弊
害
を
生
ま
な
い
よ
う
、
実
態
の
把
握
を
含
め
て
、

十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
訴
え
て
い
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
０６
年
度
に
基
盤
整
備
を
完
成

ま
た
、
０６
年
度
に
集
中
改
革
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
コ
ン

テ
ン
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、
０６
年
度
に
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ビ

ジ
ネ
ス
の
基
盤
整
備
を
完
成
さ
せ
、
０７
年
度
か
ら
は
コ
ン
テ
ン

ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
飛
躍
的
拡
大
に
向
け
た
攻
め
の
改
革
を
さ
ら
に

推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
提
言
が
取
り
上
げ
た
主
な

課
題
は
次
の
と
お
り
。

１
�
知
的
財
産
の
活
用

ユ
ビ
キ
タ
ス
時
代
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
促
進
の
た
め
の

基
盤
整
備
と
し
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
整
備
や
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
た
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
等

業
界
の
連
携
に
よ
る
環
境
整
備
、
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
配
信
円
滑
化
に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、

法
的
環
境
面
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
保
護
や
、

知
的
財
産
の
グ
ル
ー
プ
管
理
、
著
作
権
の
利
用
に
関
す
る
権
利
の

整
備
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応
し
た
「
私
的
使
用
」
の
範
囲
の
明

確
化
、
Ｉ
Ｐ
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
放
送
の
同
時
再
送
信
に
関

す
る
著
作
権
法
上
の
位
置
付
け
の
明
確
化
等
に
努
め
る
。
さ
ら
に

活
用
と
権
利
保
護
の
調
整
の
側
面
か
ら
は
国
際
標
準
化
の
推
進
と

知
的
財
産
政
策
の
調
和
や
、
リ
サ
ー
チ
ツ
ー
ル
特
許
の
活
用
等
の

問
題
に
取
り
組
む
。加
え
て
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
い
て
は
制
作
支
援
・

作
品
流
通
促
進
・
文
化
保
全
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
な
ど

も
進
め
る
。

２
�
知
的
財
産
の
創
造

産
学
連
携
に
お
け
る
実
態
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
対
応
や
、
職
務

発
明
に
関
す
る
継
続
的
な
検
討
、
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
け
る
映
像
産

業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
の
整
備
、
制
作
に
か
か
る
金
融
・
税
制
措
置

の
整
備
を
進
め
る
。

３
�
知
的
財
産
権
の
保
護

医
療
関
連
行
為
の
特
許
保
護
強
化
や
劇
場
上
映
作
品
の
海
賊
版

対
策
の
強
化
、
中
古
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
流
通
を
め
ぐ
る
課
題
の
検
討

等
を
行
う
。

４
�
知
的
財
産
分
野
に
お
け
る
国
際
問
題
へ
の
対
応
強
化
と
国
際

展
開
の
推
進

世
界
特
許
の
実
現
や
海
外
出
願
の
た
め
の
環
境
整
備
、模
倣
品
・

海
賊
版
対
策
の
一
層
の
推
進
、
海
外
に
お
け
る
先
使
用
権
制
度
の

整
備
促
進
等
を
行
う
。
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
や
見
本
市
の
抜
本
的
強
化
、
国
際
共
同
制
作
や
日
本
コ
ン

テ
ン
ツ
の
海
外
展
開
へ
の
支
援
な
ど
、
国
際
展
開
の
た
め
の
環
境

整
備
を
図
る
。

５
�
有
効
な
特
許
審
査

増
加
す
る
特
許
審
査
請
求
件
数
に
対
応
す
る
た
め
に
、
政
府
に

対
し
て
、
審
査
官
の
さ
ら
な
る
増
員
や
、
審
査
手
続
き
の
柔
軟
化
、

審
査
レ
ベ
ル
の
均
一
化
を
求
め
る
。

６
�
コ
ン
テ
ン
ツ
人
材
の
育
成

ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
最
新
技

術
に
精
通
し
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
、
融
合
人
材
の
育
成
等
、
各

種
人
材
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
海
外
と
の
交
流
の
活
発
化
、

教
育
基
盤
の
整
備
を
図
る
。

７
�
ラ
イ
ブ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
振
興

観
光
基
本
法
に
よ
る
ラ
イ
ブ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
集
積

地
の
規
定
、
カ
ジ
ノ
に
か
か
る
法
整
備
の
検
討
、
シ
ア
タ
ー
カ
レ

ン
ダ
ー
の
配
布
な
ど
、
ビ
ジ
タ
ー
や
ツ
ー
リ
ス
ト
を
市
場
に
呼
び

込
む
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
。

環
境
自
主
行
動
計
画
２
０
０
５
年
度

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
を
発
表

―
０４
年
度
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
量
は

９
５
４
万
ト
ン
／
２
０
１
０
年
度
目
標
値

を
３
年
連
続
前
倒
し
で
達
成

日
本
経
団
連
は
３
月
２２
日
、
環
境
自
主
行
動
計
画
（
廃
棄
物
対

策
編
）
の
２
０
０
５
年
度
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
を
発
表
し

た
。そ
れ
に
よ
る
と
、主
要
３１
業
種
の
０４
年
度
の
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
量
実
績
は
９５４
万
ト
ン
で
、
基
準
年
と
し
て
い
る
１
９
９
０
年

度
実
績
の
８３
・
８
％
を
削
減
、
２
０
１
０
年
度
の
目
標
値
を
、
３

年
連
続
し
て
前
倒
し
で
達
成
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

０５
年
度
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
は
、
４０
業
種
が
参
加
。
こ

の
う
ち
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
量
削
減
目
標
の
達
成
状
況
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
は
３１
業
種
が
参
加
し
た
。
こ
の
３１
業
種
か

ら
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
量
は
、
農
業
部
門
や
上
下
水
道
業
か

ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
を
除
く
、
い
わ
ゆ
る
産
業
界
か
ら
排

出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
の
大
部
分
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

参
加
し
た
３１
業
種
の
０４
年
度
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
量
実
績

は
９５４
万
ト
ン
（
０３
年
度
比
約
７
％
減
）
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
基

準
年
と
し
て
い
る
１
９
９
０
年
度
実
績
（
５
８
９
６
万
ト
ン
）
の

８３
・
８
％
を
削
減
し
て
お
り
、
日
本
経
団
連
が
９９
年
に
設
定
し
た

２
０
１
０
年
度
の
目
標
値
（
１
９
９
０
年
度
実
績
の
７５
・
０
％
削

減
）
を
、
２
０
０
２
年
度
以
降
、
３
年
連
続
し
て
前
倒
し
で
達
成

し
て
い
る
。

来
年
度
以
降
の
目
標
等
見
直
し
の
検
討
へ

日
本
経
団
連
で
は
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
以
降
、

目
標
等
を
見
直
す
べ
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、

�
各
業
種
に
お
い
て
、
そ
の
特
性
や
事
情
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
再
資
源
化
率
」
や
「
他
産
業
か
ら
の
廃
棄
物
受
け
入
れ
量
」
と

い
っ
た
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
量
以
外
の
独
自
目
標
を
新
た
に

業
種
ご
と
に
掲
げ
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
自
主
的
取
り

組
み
を
多
様
化
す
る
�
産
業
界
全
体
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
量
の
削
減
を
統
一
目
標
に
掲
げ
て
努
力
す
る

こ
と
と
し
、
来
年
度
に
、
１０
年
度
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
量
の

目
標
値
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
行
う
�
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
係
る
産
業
界
の
自
主
的
な
取
り
組

み
の
内
容
が
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
称

を
「
日
本
経
団
連
環
境
自
主
行
動
計
画
〔
循
環
型
社
会
形
成
編
〕」

に
変
更
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

◇

◇

◇

日
本
経
団
連
で
は
、
１
９
９
０
年
か
ら
「
主
要
業
界
に
お
け
る

廃
棄
物
対
策
へ
の
取
り
組
み
状
況
」
を
毎
年
発
表
し
、
自
主
的
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。
９７
年
か
ら
は
、「
環
境
自
主
行
動

計
画
」
と
し
て
温
暖
化
対
策
と
と
も
に
策
定
し
、
各
業
界
の
取
り

組
み
状
況
を
毎
年
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
９９
年

度
調
査
以
降
は
、
自
主
的
な
取
り
組
み
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、

業
界
ご
と
の
取
り
組
み
に
加
え
、
産
業
界
全
体
の
目
標
・
実
績
も

公
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
と
産
業
界
の
自
主
的
な
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
日
本
経
団
連
の
環
境
自
主
行
動
計
画
〔
廃
棄
物
対
策
編
〕

は
、
２
０
０
１
年
度
以
降
、
毎
年
度
、
政
府
の
「
循
環
型
社
会
白

書
」
に
そ
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
０３
年
に
政
府
が

策
定
し
た
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、
産
業
廃

棄
物
減
量
化
目
標
に
、
日
本
経
団
連
の
「
環
境
自
主
行
動
計
画
」

の
目
標
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

「
観
光
立
国
基
本
法
」
制
定
に
向
け
提
言

―
民
間
事
業
者
の
責
務
明
記
な
ど

盛
り
込
む
べ
き
論
点
示
す

日
本
経
団
連
は
３
月
２２
日
、「
観
光
立
国
基
本
法
の
制
定
に
向

け
て
」
と
題
す
る
提
言
を
公
表
し
、
関
係
各
方
面
に
建
議
し
た
。

現
在
、
自
民
党
の
観
光
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
１
９
６
３
年

に
成
立
し
た
現
行
の
「
観
光
基
本
法
」
を
廃
止
し
、
新
た
に
「
観

光
立
国
基
本
法
」
を
制
定
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

日
本
経
団
連
で
は
、
昨
年
６
月
の
「
国
際
観
光
立
国
に
関
す
る
提

言
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
観
光
立
国
基
本
法
」
の
構
成
や

同
法
に
盛
り
込
む
べ
き
論
点
に
関
す
る
提
言
を
発
表
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
。

今
回
の
提
言
で
は
ま
ず
、
�
魅
力
あ
る
国
づ
く
り
�
文
化
的
で

豊
か
な
国
づ
く
り
�
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
産
業
や
地
域
の
活

性
化
�
国
際
交
流
の
促
進
に
よ
る
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
相
互
理
解

を
観
光
立
国
の
究
極
の
目
的
と
捉
え
、
観
光
を
国
策
と
し
て

推
進
す
る
こ
と
を
、「
観
光
立
国
基
本
法
」
の
前
文
な
ら
び
に
、「
目

的
・
理
念
規
程
」
に
明
記
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
提
言
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
民
間
事
業
者
、
国

民
の
責
務
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
現
行
の
「
観

光
基
本
法
」
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責
務
は
明
示
さ
れ
て

い
る
が
、
観
光
を
国
策
と
し
て
推
進
す
る
以
上
、
質
の
高
い
観
光

商
品
の
提
供
や
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上
は
民
間
事
業
者
、
国

民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
。

提
言
で
は
次
に
、
観
光
立
国
基
本
計
画
の
策
定
の
必
要
性
に
言

及
。
観
光
立
国
基
本
計
画
を
策
定
し
、
そ
こ
に
施
策
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
成
果
目
標
等
を
明
記
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
増
大
な
ど

以
上
を
前
提
に
提
言
は
、
基
本
的
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
施
策

と
し
て
、
�
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
大
�
国
民
の
観
光
旅
行
の

推
進
�
イ
ン
フ
ラ
整
備
�
観
光
資
源
の
保
護
と
育
成
�
景
観
整
備

�
観
光
旅
行
の
安
全
確
保

を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
�
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
大
に
関
し
、
ビ
ザ
の
発
給

要
件
の
見
直
し
や
、
海
外
に
お
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推

進
強
化
に
言
及
し
て
い
る
点
�
国
民
の
休
暇
取
得
の
促
進
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
点
�
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し
て
、
人
材
育
成
や

観
光
統
計
の
整
備
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
言
及
し
て
い
る

点
�
観
光
資
源
の
保
護
・
育
成
に
つ
い
て
、
環
境
に
配
慮
し
た「
持

続
可
能
な
観
光
」、
ま
た
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
通
じ
た
集

客
交
流
の
拡
大
に
言
及
し
て
い
る
点
�
昨
年
６
月
に
成
立
し
た

「
景
観
法
」
の
活
用
に
よ
る
地
域
主
体
の
景
観
整
備
に
言
及
し
て

い
る
点

等
は
、
現
行
の
観
光
基
本
法
に
無
い
新
た
な
論
点
で

あ
り
、「
観
光
立
国
基
本
法
」
に
是
非
と
も
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き

論
点
で
あ
る
。

提
言
で
は
最
後
に
、
観
光
立
国
が
多
数
の
省
庁
に
ま
た
が
る
課

題
で
あ
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
、
関
係
省
庁
の

長
と
民
間
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
「
観
光
立
国
推
進
本
部
」
を

設
置
す
る
よ
う
求
め
、
同
本
部
が
主
体
と
な
っ
て
観
光
立
国
基
本

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
現
を
図
る
と
共
に
、
政
策
評
価
を
行
う

よ
う
主
張
し
て
い
る
。

日
本
経
団
連
で
は
、「
観
光
立
国
基
本
法
」
に
提
言
の
趣
旨
が

最
大
限
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
観
光
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
引

き
続
き
政
府
・
与
党
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

―３５―
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埼
玉
音
楽
文
化
協
会
（
埼
玉
音
協
）

は
昨
年
の
七
月
に
創
立
四
十
周
年
を
迎

え
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
「
埼
玉
音

協
四
〇
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
〜
心
に
感

動
、
豊
か
な
人
づ
く
り
〜
」
を
三
月
二

九
日
�
午
後
一
時
半
よ
り
、
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

埼
玉
県
福
祉
部
と
親
会
の
経
営
者
協
会

が
後
援
し
、
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
聴
覚
障
害
な
ど
の
障
害
者
、

約
一
七
〇
名
、
音
協
会
員
、
一
般
申
込

み
の
方
な
ど
を
招
待
し
、
当
日
は
約
三

五
〇
名
が
来
場
し
た
。

公
演
は
手
話
で
同
時
通
訳
を
し
な
が

ら
進
行
し
、
冒
頭
、
埼
玉
音
協
の
会
長

で
も
あ
る
原
会
長
が
「
埼
玉
音
協
は
、

埼
玉
県
経
営
者
協
会
を
母
体
と
し
て
、

働
く
人
々
の
心
身
の
健
康
と
明
る
い
職

場
づ
く
り
を
目
指
し
、
昭
和
四
〇
年
七

月
に
設
立
し
ま
し
た
。
会
員
や
地
域
の

皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
、
お
蔭
様
で
四

〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

素
晴
し
い
音
楽
や
芸
術
は
、
心
に
感
動

を
与
え
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
に
も
貢

献
で
き
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
」
と
開
会
挨
拶
し
た
。
次
に
埼
玉
県

福
祉
部
の
大
津
晄
部
長
は
来
賓
挨
拶
で

「
こ
れ
だ
け
大
勢
の
障
害
者
や
関
係
者

を
招
待
し
て
い
た
だ
き
、
福
祉
部
と
し

て
も
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
ぜ
ひ
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

公
演
第
一
部
は
、
じ
っ
き
ぃ
＆
ご
っ

ち
く
ん
に
よ
る
パ
ン
ト
マ
イ
ム
や
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
の
シ
ョ
ー
。
ク
ラ
ウ
ン
（
ピ

エ
ロ
）
の
ス
タ
イ
ル
で
客
席
か
ら
登
場

し
た
じ
っ
き
ぃ
＆
ご
っ
ち
く
ん
は
、
思

わ
ず
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
パ
ン
ト
マ

イ
ム
、
来
場
の
聴
覚
障
害
の
男
性
を
ス

テ
ー
ジ
に
上
げ
て
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や

お
し
ゃ
べ
り
な
ど
、
会
場
を
巻
き
込
み

な
が
ら
楽
し
く
華
や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
た
。

第
二
部
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
朝
倉

ま
み
さ
ん
の
手
話
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

「
夢
の
中
へ
」「
涙
そ
う
そ
う
」「
百
万

本
の
バ
ラ
」
と
続
き
、「
ふ
る
さ
と
」

で
は
客
席
も
一
緒
に
合
唱
し
、
聴
覚
障

害
を
持
つ
方
々
は
手
話
で
の
参
加
と
な

っ
た
。「
オ
ー
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
」
で
は

客
席
の
子
供
達
十
名
が
朝
倉
さ
ん
の
呼

び
か
け
に
自
ら
進
ん
で
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
共
演
、
く
っ
た
く
の
な
い
見
事
な

表
現
力
に
会
場
中
が
笑
顔
と
涙
に
包
ま

れ
、
本
当
の
意
味
で
の
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー

を
感
じ
ら
れ
た
公
演
と
な
っ
た
。
公
演

後
も
「
感
動
し
た
」「
次
回
公
演
の
予

定
は
？
」
な
ど
の
お
声
を
多
数
い
た
だ

き
、
笑
い
と
涙
と
感
動
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

埼埼
玉玉
音音
協協
四四
〇〇
周周
年年
記記
念念
イイ
ベベ
ンン
トト

〜
心
に
感
動
、
豊
か
な

人
づ
く
り
〜
開
催

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所

朝
倉
ま
み
さ
ん
と
客
席
の
子
供
達
の

共
演

じ
っ
き
ぃ
＆
ご
っ
ち
く
ん
の

パ
ン
ト
マ
イ
ム
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三
月
一
六
日
〜
五
月
一
五
日

◆
三
・
二
三

経
営
（
経
理
）
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
二
九

埼
玉
音
協
創
立
四
〇
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
小
ホ
ー
ル
）

◆
四
・
四

新
入
社
員
研
修
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
八

会
計
監
査
（
愛
工
舎
製

作
所
）

◆
四
・
二
六

正
・
副
会
長
会
議
（
ブ

リ
ラ
ン
テ
武
蔵
野
）・
理
事
会
（
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
）

◆
五
・
九

青
年
経
営
者
部
会
総
会

（
大
宮
サ
ン
パ
レ
ス
）
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にににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててて

標
記
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
並
び
に
厚
生
労
働
省
よ
り
日
本
経
団
連
会
長
あ
て
に
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

当
協
会
も
、
例
年
埼
玉
労
働
局
、
県
教
育
局
か
ら
も
同
様
の
要
請
を
受
け
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
次
の
点
に
ご
留
意
い
た
だ
き
た
く
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
１

推
薦
及
び
選
考
開
始
期
日
等

１

推
薦
及
び
選
考
開
始
期
日
並
び
に
採
用
内
定

�

新
規
高
卒
者
の
推
薦
開
始
�
平
成
１８
年
９
月
５
日
以
降
。

�

新
規
高
卒
者
の
選
考
開
始
�
平
成
１８
年
９
月
１６
日
以
降
。

�

新
規
中
卒
者
の
推
薦
及
び
選
考
開
始
�
平
成
１９
年
１
月

１
日
以
降
。

�

採
用
内
定
の
開
始
�
選
考
開
始
日
以
降
。

２

求
人
申
し
込
み
の
手
続
き
等

�

職
業
安
定
法
２７
条
又
は
３３
条
の
２
に
よ
り
、
高
等
学
校

に
求
人
を
申
し
込
む
事
業
所
は
、
公
共
職
業
安
定
所
（
以

下
「
安
定
所
」）に
求
人
票
を
提
出
し
、
適
正
な
求
人
内
容

で
あ
る
と
確
認
を
受
け
た
後
、
当
該
求
人
票
に
よ
り
高
等

学
校
に
申
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

求
人
申
し
込
み
の
受
理
の
期
日
等

イ

新
規
中
卒
者

�イ

安
定
所
に
お
け
る
求
人
申
し
込
み
の
受
理
開
始
�
平

成
１８
年
６
月
２０
日
。

�ロ

安
定
所
の
他
安
定
所
へ
の
求
人
連
絡
開
始
�
平
成
１８

年
７
月
１
日
以
降
。

ロ

新
規
高
卒
者

�イ

安
定
所
に
お
け
る
求
人
申
し
込
み
の
受
理
及
び
確
認

の
た
め
の
求
人
票
の
受
付
開
始
�
平
成
１８
年
６
月
２０
日
。

�ロ

安
定
所
が
確
認
し
た
求
人
票
の
求
人
者
に
対
す
る
返

戻
の
開
始
�
平
成
１８
年
７
月
１
日
。

�ハ

学
校
に
お
け
る
求
人
申
し
込
み
の
受
理
開
始
�
平
成

１８
年
７
月
１
日
以
降
。

�ニ

安
定
所
で
受
理
し
た
求
人
の
学
校
へ
の
提
示
�
平
成

１８
年
７
月
１
日
以
降
。

�

求
人
活
動
の
た
め
の
学
校
訪
問
の
開
始
�
原
則
と
し
て

安
定
所
の
確
認
を
受
け
た
求
人
票
に
よ
り
学
校
に
求
人
を

申
し
込
ん
だ
日
以
降
。
た
だ
し
、
学
校
の
事
前
了
解
の
下
、

安
定
所
に
求
人
を
申
し
込
ん
だ
日
以
降
に
つ
い
て
も
可
。

３

就
業
開
始
期
日

�

新
規
中
卒
者
�
平
成
１９
年
４
月
１
日
以
降
。

�

新
規
高
卒
者
�
卒
業
後
。

４

選
考
通
知
に
つ
い
て
は
、
選
考
後
は
採
用
内
定
取
消
し
が

な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
す
み
や
か
に
採
否
を
決
定
し
、
選

考
を
受
け
た
生
徒
に
通
知
す
る
こ
と
。

第
２

文
書
募
集
の
取
り
扱
い

１

新
規
高
卒
者
を
対
象
と
す
る
文
書
募
集
の
開
始

時
期
�
卒
業
年
の
前
年
の
７
月
１
日
以
降
。

な
お
、
次
の
条
件
に
よ
る
。

�

安
定
所
の
確
認
を
受
け
た
求
人
で
あ
り
、
当
該
求
人
票

記
載
内
容
と
異
な
ら
な
い
こ
と
。

�

広
告
等
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
安
定
所
名
及
び
求
人
の

受
付
番
号
を
載
せ
る
こ
と
。

�

応
募
受
付
は
学
校
又
は
安
定
所
を
通
す
こ
と
。

２

新
規
中
卒
者
対
象
の
文
書
募
集
は
し
な
い
。

桜
見
物
も
ゆ
っ
く
り
出
来
な
い
ま
ま
に
、

恒
例
の
新
入
社
員
研
修
も
終
了
し
、
今
は
し

ば
し
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
せ
め

て
葉
桜
く
ら
い
は
見
に
行
き
た
い

も
の
で
す
が
…
…
…
。

今
年
の
新
入
社
員
は
例
年
と
比

較
し
ま
す
と
、
水
準
は
少
し
高
い

と
感
じ
ま
し
た
。
男
性
に
は
ス
ー

ツ
姿
が
目
立
ち
、
女
性
も
黒
髪
に

多
く
変
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、「
積
極
性
」、「
思
考

力
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

な
ど
に
は
や
は
り
物
足
り
な
さ
を

感
じ
ま
す
。

「
積
極
性
の
欠
如
」
は
、
学
校

な
ど
で
の
目
立
ち
が
り
屋
に
対
し

す
イ
ジ
メ
に
原
因
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

「
思
考
力
の
欠
如
」
は
、
覚
え

る
教
育
に
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
欠
如
」
は
、
今
は
や
り
の

メ
ー
ル
や
パ
ソ
コ
ン
で
の
人
と
の

付
き
合
い
な
ど
に
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

今
年
の
研
修
で
は
、
参
加
者
に
「
考
え
さ

せ
る
」
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
み
ま
し
た
。

「
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
教
え
て
も
ら
え

る
と
思
う
の
で
は
な
く
、
先
ず
自
分
た
ち
で

考
え
て
み
よ
う
よ
」
と
最
初
に
説
明
し
て
は

じ
め
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
成
功
し
た
よ
う

で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
出
し
て
、
隣
同
士
で

話
し
合
い
を
さ
せ
て
発
表
を
し
て
も
ら
い
、

そ
の
後
に
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
考
え
の
甘
さ
、
浅
さ
を
感

じ
ま
し
た
」
と
の
自
己
評
価
と
、「
木
を
見

て
森
を
見
ず
」
の
意
味
が
よ
く
解
り
ま
し
た

と
の
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

肝
心
な
箇
所
を
と
ば
し
て
、
枝
葉
の
細
か
な

部
分
を
や
け
に
気
に
す
る
傾
向
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
は
何
故
か
解
り
ま
せ
ん
。

外
部
講
師
に
は
「
業
務
研
修
」

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、「
知
識
研

修
」
に
的
を
絞
っ
て
行
な
い
ま
し

た
。「

人
間
力
」、
す
な
わ
ち
「
心

の
豊
か
さ
」、「
感
謝
の
心
」
な
ど

で
す
が
、
こ
れ
ら
に
は
意
外
に
反

響
が
多
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

終
了
後
の
感
想
文
に
も
こ
れ
ら

の
内
容
が
結
構
書
い
て
あ
り
、
何

か
今
後
の
企
業
の
人
材
育
成
の
ポ

イ
ン
ト
が
こ
こ
ら
に
潜
ん
で
い
る

よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

「
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
も
考
え
た

こ
と
も
無
か
っ
た
内
容
で
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
」

「
そ
う
い
う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る

人
間
に
是
非
な
り
た
い
で
す
」
な

ど
で
す
。

今
後
の
企
業
内
研
修
で
は
、
こ
の
「
心
の

研
修
」
を
是
非
と
も
採
り
入
れ
て
欲
し
い
と

考
え
ま
す
。
間
違
い
な
く
家
庭
や
学
校
で
の

教
育
に
今
は
不
足
し
て
い
る
部
分
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

企
業
人
と
し
て
社
会
人
と
し
て
の
心
の
豊

か
さ
を
真
剣
に
学
ば
せ
る
こ
と
が
、
新
人
の

大
き
な
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

事
業
だ
よ
り

第１５１回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之

―３７―
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★
第
１６
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

６
月
７
日
�
９
時

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井
コ
ー
ス

競
技
方
法

原
会
長
杯
争
奪
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
１８
Ｈ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

★
階
層
別
社
員
研
修
会

日
時

６
月
９
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

中
堅
（
管
理
）
社
員
研
修
会

〜
現
状
を
打
破
し
、
競
争
に
勝
ち
抜
く

強
い
企
業
・
た
く
ま
し
い
中
堅
リ
ー
ダ

ー
を
つ
く
る
〜

講
師

�
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
代
表

古
川
英
夫
氏

★
財
務
管
理
実
践
セ
ミ
ナ
ー

日
時

６
月
１９
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

会
社
幹
部
・
管
理
者
・
総
務
担
当
者
の

た
め
の
財
務
数
字
の
見
方
と
活
用
法
〜

数
字
か
ら
見
た
企
業
体
質
強
化
と
改
善

の
ポ
イ
ン
ト
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
代
表
・
中
小
企
業
診
断
士

坂
本
篤
彦
氏

★
経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時

７
月
２６
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

実
務
担
当
者
が
押
え
て
お
き
た
い
危
機

管
理
の
法
律
実
務
〜
企
業
活
動
で
活
か

さ
れ
る
法
律
上
の
留
意
点
〜

講
師

弁
護
士

青
木
孝
氏

★
第
２４
期
担
当
者
養
成
講
座
第
１
講

日
時

６
月
１４
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０２
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
部
門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理

の
基
本
知
識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
２
講

日
時

６
月
２１
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
８０２
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
部
門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理

の
基
本
知
識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
３
講

日
時

６
月
２７
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
８０４
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
部
門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理

の
基
本
知
識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
４
講

日
時

７
月
５
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
部
門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理

の
基
本
知
識
パ
ー
ト
	

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
５
講

日
時

７
月
１２
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

す
ぐ
役
立
つ
社
会
保
険
の
実
務
パ
ー
ト

�

講
師

社
会
保
険
労
務
士

佐
藤
基
彦
氏

★
同
右
第
６
講

日
時

７
月
１９
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

す
ぐ
役
立
つ
労
働
保
険
の
実
務
パ
ー
ト

�

講
師

社
会
保
険
労
務
士

佐
藤
基
彦
氏

★
第
３４
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

日
時

７
月
２
日


９
時
〜

会
場

北
本
市
解
脱
錬
心
舘

内
容

個
人
戦
（
男
女
別
）、
団
体
戦

審
判

財
埼
玉
県
剣
道
連
盟
及
び
同
北
部
支
部

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
野
火
止
製
作
所

代
表
取
締
役

川
上
順
久

新
座
市
野
火
止
三
―
二
―
四
八

電
話
〇
四
八
―
四
八
一
―
二
三
〇
〇

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
三
〇
名

レ
ー
ザ
ー
加
工
、
プ
レ
ス
複
合
加
工
、
板
金

加
工
、
ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
加
工
、
精
密
加
工

機
の
製
造
な
ら
び
に
そ
の
部
品
、
Ｎ
Ｃ
金
属

加
工
業

〈
代
表
者
変
更
〉

�
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー

支
店
長

加
瀬
栄
二
（
旧

大
竹
幸
博
）

�
秀
飯
舎

代
表
取
締
役
社
長

渋
木
理
俊
（
旧

渋
木
裕
明
）

ス
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
�

所
沢
工
場

所
沢
工
場
長

奥
村
今
朝
雄
（
旧

石
井
康
雄
）

大
日
本
印
刷
�
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
部
・
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
製
品
事
業
部

取
締
役
事
業
部
長

永
野
義
昭
（
旧

中
川
善
行
）

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
�

管
理
本
部
長

桑
原
利
次
（
旧

橋
本
俊
介
）

モ
リ
ヤ
�

代
表
取
締
役
社
長

森
谷
周
一
（
旧

森
谷
一
典
）

八
木
ア
ン
テ
ナ
�
大
宮
工
場

取
締
役
大
宮
工
場
長

窪
田

実
（
旧

樋
口
博
文
）

ラ
イ
フ
ァ
ン
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

笹
沼
東
一
（
旧

堀
田
潤
一
）

嵐
山
清
掃
�

代
表
取
締
役

津
島
英
知
（
旧

新
井
み
よ
）

リ
コ
ー
販
売
�

埼
玉
事
業
本
部
長

松
宮

功
（
旧

斎
藤

満
）

ジ
ェ
イ
ア
ン
ド
エ
ス
保
険
サ
ー
ビ
ス
�
埼
玉
営

業
部執

行
役
員
部
長

島
沢
益
與
（
旧

和
田
幹
彦
）

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
�
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン

ズ
ホ
テ
ル

取
締
役
社
長

門

博
文
（
旧

尼
�

仁
）

〈
社
名
変
更
〉

�
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
団
体
旅
行
埼
玉
支
店

（
旧

�
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
）

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
埼
玉
�

（
旧

埼
玉
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
�
）

�
ウ
ェ
イ
ス
ト

（
旧

嵐
山
清
掃
�
）

守
屋
八
潮
建
設
�

（
旧

八
潮
建
設
�
）

〈
住
所
変
更
〉

日
生
流
通
運
輸
倉
庫
�

上
尾
市
大
字
平
塚
二
一
六
五
―
一

（
旧

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
二
―
二
八

三
―
七
）

�
リ
ク
ル
ー
ト
Ｈ
Ｒ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
下
町
一
―
四
五

松
亀

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
一
―
一
一

四
―
一
リ
ク
ル
ー
ト
ヒ
シ
ヤ
大
宮
ビ
ル
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
三
二
号

２
０
０
６
年
５
月
２３
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

野
上
武
利

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

稲川淳二の怪談ナイト
MMYYSSTTEERRYY NNIIGGHHTT TTOOUURR ２２００００６６

◆平成18年9月10日�
17 : 00開場 17 : 30開演
会場／�いたま市文化センター
JR京浜東北線・武蔵野線
「南浦和駅」西口下車徒歩７分

会費／4,800円
（一般５，０００円を）（全席指定・税込）

東儀秀樹「TOGI+BAO」
全全国国ツツアアーー ～～亜亜洲洲豹豹～～

◆平成18年7月8日�
17 : 00開場 17 : 30開演
会場／川口リリア・メインホール
JR京浜東北線「川口駅」西口正面

会費／S席6,500円
（一般７，０００円を）（全席指定・税込）

JAYWALK TOUR ２００６
“Onncotisshing”

温故知新＝＝未未来来はは学学べべなないいがが、、過過去去はは学学べべるる＝＝

◆平成18年6月18日�
17 : 00開場 17 : 30開演

会場／大宮ソニックシティ・大ホール
会費／6,000円（一般６，３００円を）（全席指定・税込）

―３８―


